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2014年（平成26年） 2015年（平成27年） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

分科会開催イメージ 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

司法試験スケジュール ＬＳ修了 司法試験
合格発表
（短答式）

合格発表
（論文式）

ＬＳ修了 司法試験
合格発表
（短答式）

司法修習スケジュール（第67期）

（第68期）

ひまわりキャリアサポート

選択型修習・集合修習→二回試験（11月）

修習開始
→分野別修習

設置

企業分科会 工程表

TODAY

ひまわりキャリアサポ ト
センター設置

ひまわり求人求職ナビ改善

企業向け情報提供

弁護士・修習生等向け情報提供

事 業 の 推 進

設置

情報提供のあり方についての検討（媒体・方法など）

利用企業アンケートの分析，

改善策の検討
ナビ利用状況の把握・分析

広報ツールの検討・改訂

企業内弁護士等ヒアリング

地方での取組

ナビの改善策、順次実施

採用企業ヒアリング 関係団体との連絡協議・意見交換

8/25企業向け

情報提供会（東京）

ＨＰの改訂 10/1合格者向けセミナー

10/11就職活動セミナー

10/13就職合同説明会

試
行
方

ナビ利用企業・企業内弁護士ヒアリング

2/2経団連企業

向けセミナー

任期付き採用スキーム

モデルカリキュラム策定
及び協議

企
業
分
科
会
　
試
行
方
策

情報提供のあり方についての検討（媒体 方法など）

パイロット事業の検討

【法曹養成過程でのカリキュラム】

【弁護士登録後の継続教育】

研修の実施

各LSとの協議

弁護士会における企業内

弁護士向け研修の内容検討
研修内容の検討，実施準備等

中央LS・慶應LSの科目開放

→履修状況を検証、他のLSへの展開を模索・検討

10/13就職合同説明会

中大LSでのパイロットカリキュラム実施

方
策
の
実
施
状
況
ま
と
め
・
報
告

パイロット事業の実施、検証

及び協議

女性企業内弁護士支援

【法曹養成過程でのカリキュラム】

慶應LS・

WSPの聴講

中央LSとの講座開設に向けた協議

ヒアリング実施

神戸LSとの講座開設に向けた協議

仕組みの検討等

実施結果の検証、他のLSへの展開を模索・検討
7/28

LS意見

交換会

10/18

キャリアアップセミナー

慶應LSでのカリキュラム実施

中大LSでのカリキュラム実施

神戸LSでのカリキュラム実施

2/21

キャリアアップセミナー

2/24

LS意見

交換会
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企業・団体用求人情報登録フォーム

ひまわり求人求職ナビを御利用くださりありがとうございます。

ご申請にあたり，以下のアンケートに御協力をお願いいたします。

アンケート回答内容は，ひまわり求人求職ナビの運営改善の参考にさせていただく等，当連合会における内部検討に使用します。

なお，統計的に処理し，企業情報等が特定されない形に加工して公表することがあります。

＊ Q.1 ひまわり求人求職ナビをお知りになった経緯をお教えください。

日弁連のHP  WEB検索（google，yahoo等）   日弁連のチラシ・パンフレット等   弁護士からの紹介  他の企業・団体からの紹介  その他

その他:

＊ Q.2 弁護士の求人にあたり，他の媒体を利用されていますか（または利用される予定はありますか）。

--

「利用あり」と回答された方にお聞きします。差し支えなければ，利用された媒体をお教えください。 （就職エージェント，自社採用HP等）

＊ Q.3 弁護士を採用されようとお考えになった理由をお教えください。

弁護士資格を有する人材が必要  法律知識を既に持っている人材が必要  法的な素養・素質のある人材が必要  その他

その他: 

＊ Q.4 ひまわり求人求職ナビを利用されようとお考えになった理由をお教えください。

運営主体（日弁連）に信頼感がある  弁護士・修習生への知名度が高い 費用がかからない  過去に利用したことがある  その他

その他: 

＊ Q.5 オファーメールの利用予定はありますか。

--

※オファーメールとは，「ひまわり求人求職ナビ」に求職情報を登録している求職者（弁護士・修習生）の情報を検索・閲覧して，アプローチしたい方に

メールを送付できる簡易なシステムです。求人情報の公開承認時に発行されるID・パスワードを用いて，求人情報の公開期間中のみ，求職情報を確認

できるようになります。

ひまわりナビトップ  日弁連ホームページ
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企業・団体用求人票

ひまわり求人求職ナビを御利用くださりありがとうございます。

以下のアンケートに御協力をお願いいたします。

アンケート回答内容は，ひまわり求人求職ナビの運営改善の参考にさせていただく等，当連合会における内部検討に使用します。

なお，統計的に処理し，企業情報等が特定されない形に加工して公表することがあります。

＊ Q.1 現時点での当該求人枠に対する応募・採用人数をお教えください（同一求人であればナビ経由かどうかを問いません。)。

◆応募人数: 人<半角数字>

◆採用人数: 人<半角数字>

※採用が未定の場合は，採用人数「0」名とご回答ください。

＊ Q.2 オファーメールは利用されましたか。

--

※オファーメールとは，「ひまわり求人求職ナビ」に求職情報を登録している求職者（弁護士・修習生）の情報を検索・閲覧して，アプローチしたい方に

メールを送付できる簡易なシステムです。求人情報の公開承認時に発行されたID・パスワードを用いて，求人情報の公開期間中のみ，求職情報の確認

が可能です。

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-1-3 [地図・交通]

TEL : 03-3580-9841（代） FAX : 03-3580-2866

ご意見、ご感想はこちら

copyright2007-2008 Japan Federation of Bar Associations All rights reserved.

ひまわりナビトップ  日弁連ホームページ
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登録情報抹消

ひまわり求人求職ナビを御利用くださりありがとうございます。

以下のアンケートに御協力をお願いいたします。

アンケート回答内容は，ひまわり求人求職ナビの運営改善の参考にさせていただく等，当連合会における内部検討に使用します。

なお，統計的に処理し，企業情報等が特定されない形に加工して公表することがあります。

＊ Q1 掲載終了の理由をお教え下さい。

採用が決定したため

  応募 人（※当該求人枠に対する応募数。同一求人であればナビ経由かどうかを問いません）<半角数字>

  採用 人（※当該求人枠に対する応募数。同一求人であればナビ経由かどうかを問いません）<半角数字>

採用は決定していないが、十分な数の応募があり,今後具体的な選考活動に入るため

  応募 人<半角数字>

採用は決定していないが、応募が無い(又は少ない)ため

  応募 人<半角数字>

その他(差し支えない範囲で理由をお答え下さい。)

  

＊ Q2 オファーメールは利用されましたか。

--

※オファーメールとは，「ひまわり求人求職ナビ」に求職情報を登録している求職者（弁護士・修習生）の情報を検索・閲覧して，アプローチしたい方に

メールを送付できる簡易なシステムです。求人情報の公開承認時に発行されたID・パスワードを用いて，求人情報の公開期間中のみ，求職情報の確認

が可能です。

＊ Q3 採用した弁護士の待遇はどのようにお考えですか。

弁護士会会費は会社が負担

資格手当を付与

役職手当を付与

他の従業員とは異なる給与体系を適用

他の従業員と同じ給与体系を適用

その他

その他: 

＊ Q4 採用した弁護士の配属予定部署をお教えください。

法務部（課・室）

総務部（課・室）

知的財産部（課・室）

コンプライアンス部（課・室）

その他

その他: 

＊ Q5 ひまわり求人求職ナビに対する評価をお聞かせください。

--

ひまわりナビトップ  日弁連ホームページ

資料３

7 / 78

http://bengoshikai.test.imigi.jp/kyujin/link.php
http://bengoshikai.test.imigi.jp/kyujin/link.php
http://www.nichibenren.or.jp/
http://www.nichibenren.or.jp/


＊ Q6 ひまわり求人求職ナビを今後も利用したいですか。

--

＊ Q7 ひまわり求人求職ナビの機能改善のご要望やご意見等ございましたらお寄せください。

企業・団体名 テスト ふりがな てすと

本社所在地(日本国内) テスト

サイトURL

企業・団体の概要 テスト

従業員数 160名 うち弁護士数：1名

事業分野 その他

掲載終了日 2015年 4月 28日

求人対象者 弁護士のみ

修習生の

修習期の指定
修習期を指定しない

応募資格 希望する

弁護士経験年数

語学能力等

募集

ポジション・

人数・配属先

配属予定部署名称

募集ポジション名

募集人数 名程度

勤務開始予定日 （年 月 日 から）

想定される

主な

担当業務

想定される

主な担当業務・分野
訴訟（代理人とならない）

想定される主な担当

業務・分野の具体的記載

勤務条件等 予定勤務地

転勤

主な転勤先

（具体的記載）

昇進・異動（転勤以外）

勤務日

勤務時間 時 分〜 時 分

給与（年俸） 〜円程度
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事サ発第 395 号 
2015 年１月７日 

 
 各  位 
 

一般社団法人 経団連事業サービス 
                      常務理事  讃 井 暢 子 

 
 

セミナー開催のご案内 
「ビジネスのグローバル化に対応した法務戦略 

－法曹人材の有効活用－」 

 
拝啓 ますますご清祥のことと存じあげます。 

 さて、国際競争が激化している昨今、多くの企業においてグローバル化への

対応が進められています。このような経営環境の変化に伴い、企業の法務リス

クも多様化しています。 
 国際社会における企業の競争力を強化するため、あらゆる法務リスクを軽減

するのみならず、経営における意思決定や政策決定に直接携わり、経営戦略を

サポートする等、法務部門の役割の強化が求められています。 
 そこで、複雑化する法務への対応を見据え、企業内弁護士の活用も含めた法

務戦略について、経団連会員の皆さまに理解を深めていただくために、経団連

事業サービスでは、日本弁護士連合会が開催する標記セミナーに協力すること

といたしました。 
 同セミナーでは、グローバル化に対応した法務部門の構成や強化、人材の育

成方法に加え、企業内弁護士の活用等のトピックに基づき、国際競争力を強め

るための法務戦略についての講演およびパネルディスカッションが予定されて

おります。 

 つきましては、下記のとおり、セミナーを開催いたしますので、ぜひご参加

くださるようご案内申しあげます。  
敬 具 

記 

１．日 時  ２０１５年２月２日（月） １５：００～１７：００ 

２．場 所  経団連会館 ５階 ルビールーム 
    住所： 東京都千代田区大手町1-3-2    
    東京メトロ「大手町」駅下車 C2b出口直結 

３．主催者等 主催：日本弁護士連合会 
  後援：一般社団法人 日本経済団体連合会（予定） 

運営：一般社団法人 経団連事業サービス 
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４．講演内容 

  「グローバル化に対応した法務部門の強化について」（仮） 

   株式会社東芝 取締役  島岡 聖也 氏 

５．パネルディスカッション内容 

  「法務戦略の展開，法務部の構成，法務人材の育成方法，企業内弁護士の

活用 等」（仮） 

   株式会社東芝 取締役  島岡 聖也 氏 

      日清食品ホールディングス株式会社 執行役員・CLO 本間 正浩 弁護士 

   三井海洋開発株式会社 常務執行役員  後藤 康淑 弁護士   ほか 

６．ご案内先  経団連会員代表者、経済法規委員会、人事・労務委員会、 

        雇用委員会、中堅・中小企業委員会の各委員会委員ほか 

７．参加費  無料 

 

 ご出席の場合は、 参加申込書にご記入の上、１月27日(火）までに経団連
事業サービス宛にファクシミリにてご連絡ください。 

 参加証等は発行いたしませんので、当日は会場受付にてお名刺のご提示を
お願いいたします。 

 

【本件お問い合わせ先】 

 申込に関して 経団連事業サービス  三田、長沢 電話 03-6741-0042 
                         FAX   03-6741-0052 

 内容に関して 日本弁護士連合会  向井        電話 03-3580-9838 
       
 
 

以 上 
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KDR 
経団連事業サービス 三田  行 
Fax：03-6741-0052 
 

 

「ビジネスのグローバル化に対応した法務戦略 
－法曹人材の有効活用－」参加申込書 

 
 

 
 

日 時  ２月２日（月） １５：００～１７：００ 

場 所  経団連会館 ５階 ルビールーム 
 
 

貴社・団体名：                     
 
 
ご出席者： 
       部署名・役職名            芳名        

 

                                      

 

                                   

 

                                   
 
 
連絡窓口ご担当者芳名： 
  
 部署名・役職名： 
 
 ＴＥＬ： 

 ＦＡＸ： 

       E-mail： 
 

＜＜ １月 27 日（火）までにお申し込み下さい ＞＞ 
 
※なお、参加証等は発行いたしませんので、当日は会場受付にて名刺をご提示ください。 
 
お預かりした個人情報は、当法人の個人情報保護規程に基づき、安全且つ、適正に管理いたし
ます。 
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任期付き公務員，企業内弁護士と語る会 

副会長 桶谷和人 

 

１ 開催のきっかけ 

  札幌弁護士会では，今年度，企業に勤める弁護士が２名誕生しまし

た。北海道内で１０００店舗以上のコンビニエンスストアを展開する

株式会社セイコーマートに勤務する安井幹さん（新６１期）と田嶋峰

貴さん（６６期）です。また，当会に所属していた常谷麻子さん（新

６１期。和歌山弁護士会）は２年前から和歌山市役所で任期付き公務

員として勤めています。弁政連ニュース３８号（平成２６年１０月発

行）には，常谷さんの活躍の様子が掲載されており，掲載された記事

はウェブサイトで見ることができます。 

（http://www.benseiren.jp/news/vol381.html） 

  そこで，第６８期司法修習生の実務修習が始まる１月にあわせて，

企業内弁護士及び任期付き公務員から話を聞く機会を設けようと，今

年度理事者（会長，副会長）が企画し，今回の語る会を開催しました。 

 

２ 実施概要 

  日時：平成２７年１月２３日（金）午後６時から７時３０分まで 

  場所：札幌弁護士会館５階会議室 

  参加者：２０名（弁護士・司法修習生だけでなく，民間企業，地方

自治体の職員を含む） 

  話し手：安井幹さん（株式会社セイコーマート。当会会員） 

     ：田嶋峰貴さん（株式会社セイコーマート。当会会員） 
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     ：常谷麻子さん（和歌山市役所。和歌山弁護士会所属） 

  聞き手：桶谷和人（担当副会長） 

 

３ 語る会の内容 

（１）配付資料 

  当日は，日弁連から送付していただいた資料３種類を参加者に配付

して，ご覧いただきました。「自治体内弁護士という選択」，「企業

内弁護士に関するご案内（日弁連ＨＰのコピー）」「司法修習生・法

科大学院生のための企業内弁護士Ｑ＆Ａ」の３種類です。これら３種

類の資料の内容は，いずれもウェブサイトで見ることができます。関

心のある方は資料の題名で検索してみてください。 

（２）コンセプト 

  これら資料を説明した後，話し手３名から自己紹介をしていただき，

続いて，企業内弁護士・任期付き公務員になろうとしたきっかけを話

してもらいました。当初の企画段階から，「語る会」は堅苦しい話で

はなく，普段のありのままを話すことによって，組織内弁護士に興

味・関心を持ってもらおうというコンセプトで準備してきました。 

（３）企業内弁護士の待遇（給与水準） 

  将来，組織内弁護士になろうとする弁護士・司法修習生にとっても，

また，組織内弁護士を採用しようと考える企業や地方自治体にとって

も，給与や休日などの待遇面が気になります。これについては，当日

配付した「企業内弁護士に関するご案内」のなかに，企業内弁護士の

待遇と題するアンケート結果が掲載されています。このアンケート結

果をご覧になった方からは，企業内弁護士の給与水準がよく理解でき
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たとの評価をいただきました。 

（４）企業内弁護士を採用するときの懸念（転職されてしまうかも？） 

  企業内弁護士は，弁護士という資格を有しているので，転職が容易

であることが企業にとっては心配ではなかろうかとの質問が出され

ました。この質問について，安井さんは，たしかに資格を持たない従

業員と比べると転職はしやすいかもしれないが，重要な案件が進行中

に転職して企業に迷惑をかけるという事態が起こるかどうかは資格

の有無に関係なく，むしろ，個々の従業員の気持ちや企業への愛着の

問題であると回答されました。聞き手である私も同じ疑問を持ってい

ましたが，この回答に私も納得しました。 

（５）仕事の内容と心構え 

  資格を持つ従業員と資格を持たない従業員との役割分担や仕事の

内容についての質問については，田嶋さんから，仕事における役割や

内容に違いはないが，弁護士というプロとしての気構えを持って仕事

をしていますとの回答をいただきました。田嶋さんの話から，田嶋さ

んは仕事が好きだし，会社が好きだという気持ちが伝わってきました。

田嶋さんは，司法修習を終えてすぐに企業に就職されましたが，ふだ

んは，法律の勉強だけでなく，経済誌や業界紙を数多く読み，自分が

勤める会社やその業界についての知識を増やそうと努力されている

のが印象的でした。 

（６）弁護士の経験が生かせる分野 

  また，弁護士が企業や地方自治体において，法務以外の部署に配属

された場合を尋ねてみましたところ，常谷さんは，法律を学んで得ら

れた思考方法は他の分野でも役立つものであり，目先の問題への対応
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だけでなく，その後に生じるであろう問題を含めて先を見通した対応

ができると思うと回答されました。常谷さんが新人弁護士のときに当

番弁護の指導担当を務めた私としては，任期付き公務員として経験を

積んで広い視野を持つ常谷さんの姿を見て，とても心強く感じました。 

４ 感想 

  今回の企画は，任期付き公務員や企業内弁護士になってみようとか，

採用してみようとか考えている人だけでなく，そういうことをまった

く考えていない当会会員にも聞いてほしかったと感じた企画でした。

弁護士事務所という小さな組織ではなく，企業や自治体で働く弁護士

の仕事ぶりを聞くことは，私にとって大きな刺激となりました。出席

していただいた若手弁護士や修習生にとっても，実り多い内容だった

と思います。 

  あらためて，この企画に協力してくださった安井さん，田嶋さん，

常谷さんに感謝申し上げます。 
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院
に
お
け
る
企
業
内
法
務
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
意
見
交
換
会
 

（
２
０
１
４
年
７
月
２
８
日
（
月
）
開
催
）
 

反
 
訳
 

 【
伊
東
】
 
本
日
，
司
会
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
，
日
弁
連
法
律
サ
ー
ビ
ス
展
開
本
部
ひ
ま
わ
り

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の
伊
東
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
山
岸
】
 
ひ
ま
わ
り
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
の
山
岸
で
す
。
法
曹
養
成
過
程
の

中
で
，
法
科
大
学
院
で
の
企
業
法
務
と
親
和
性
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
，
日
弁
連
と
し
て
も
ぜ
ひ
ご
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
，
今
日
は
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ◆
 
出

席
者

自
己
紹

介
 

【
本
間
】
 
本
間
と
申
し
ま
す
。
日
本
組
織
内
弁
護
士
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
）
の
理
事
で
，
組
織
内
弁
護
士

に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
の
研
究
や
そ
の
政
策
実
現
を
担
当
す
る
政
策
委
員
会
の
委
員
長
を
仰
せ
つ

か
っ
て
お
り
ま
す
。
本
職
は
日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
チ
ー
フ
・
リ
ー
ガ
ル
・
オ
フ
ィ

サ
ー
で
，
そ
れ
か
ら
，
日
弁
連
業
務
改
革
委
員
会
企
業
内
弁
護
士
小
委
員
会
座
長
，
さ
ら
に
一
橋
大
学
大

学
院
の
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
を
代
表
し
て
来
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

【
中
川
】
 
神
戸
大
学
の
中
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。
専
門
は
行
政
法
で
す
が
，
法
学
研
究
科
の
副
研
究
科
長

を
や
っ
て
い
る
関
係
で
企
業
内
法
務
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
 

【
矢
部
】
 
矢
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
日
弁
連
法
律
サ
ー
ビ
ス
展
開
本
部
委
員
，
法
科
大
学
院
セ
ン
タ

ー
の
副
委
員
長
と
い
う
立
場
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
も
と
も
と
や
っ
て
お
り
ま
す
実
務

が
企
業
法
務
で
，
企
業
内
に
お
ら
れ
る
方
々
，
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
の
方
々
と
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
活
動
を
一

緒
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

【
小
林
】
 
中
央
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
特
任
教
授
の
小
林
明
彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
業
は
３
８
期
の

弁
護
士
で
，
主
と
し
て
金
融
機
関
を
中
心
と
し
た
業
務
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
日
は
よ
く
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

【
太
田
】
 
弁
護
士
の
太
田
と
申
し
ま
す
。
４
０
年
ぐ
ら
い
企
業
法
務
を
や
っ
て
い
ま
し
て
，
ベ
ー
カ
ー

＆
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
律
事
務
所
に
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
，
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
立
ち
上
げ
か
ら
中
央
大

学
法
科
大
学
院
に
お
り
ま
し
て
，
今
回
お
話
す
る
科
目
も
小
林
先
生
と
私
が
立
ち
上
げ
を
担
当
す
る
こ
と
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に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

【
阿
部
】
 
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
阿
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。
学
部
と
法
科
大
学
院
と
両
方
授
業

を
持
っ
て
お
り
ま
し
て
，
学
部
で
は
企
業
法
務
と
国
際
取
引
法
の
授
業
を
，
法
科
大
学
院
で
は
法
律
英
語

と
い
う
科
目
と
，
国
際
取
引
法
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
私
は
ず
っ
と
商
社
で
法
務
関
係
を
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
，
企
業
の
目
線
で
企
業
法
務
を
教
え
る

と
い
う
こ
と
で
若
干
先
生
方
と
は
目
線
が
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
，
法
科
大
学
院
に
お
け
る
人
材
育
成

に
つ
い
て
，
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
て
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

【
奥
邨
】
 
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
の
奥
邨
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
私
は
も
と
も
と
企
業
の
法
務
部
門
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
し
て
，
そ
の
後
，
研
究
者
に
転

じ
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
慶
應
で
，
企
業
内
法
務
の
科
目
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
 

 
ぜ
ひ
今
日
は
い
ろ
い
ろ
と
先
生
方
の
お
話
を
伺
っ
て
何
が
求
め
ら
れ
，
ど
う
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
の
か
を
勉
強
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
 

 ■
 

各
法
科
大

学
院

の
取
り

組
み

に
つ
い

て
 

▼
 
慶

應
義

塾
大
学

法
科

大
学
院

の
取

組
 

【
奥
邨
】
 
ま
ず
，
企
業
内
リ
ー
ガ
ル
セ
ク
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
狙
い
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。
昨
今
，
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
，
こ
の
点
，
法
科
大
学
院
で
は
，
単
に
法
的
知
識
を
教
え
法
的
思
考
力
を
訓
練

す
る
だ
け
で
な
く
，
実
践
的
な
授
業
と
，
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
あ
る
実
務
家
教
員
の
存
在
を
通
じ
て
，

濃
密
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
行
わ
れ
て
お
り
，
法
曹
三
者
へ
の
接
続
は
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
 

 
し
か
し
な
が
ら
，
企
業
内
法
務
に
関
し
て
い
い
ま
す
と
，
こ
れ
ま
で
は
，
十
分
な
情
報
も
適
切
な
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
も
提
供
さ
れ
ず
，
そ
の
接
続
は
ス
ム
ー
ズ
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
で
，
企
業
内
リ
ー
ガ
ル
セ
ク
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
，
法
務
部
門
の
役
割
や

業
務
の
内
容
な
ど
を
具
体
的
に
解
説
し
て
，
法
務
部
門
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
，
か
つ
企
業
を
守
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
学
生
諸
君
に
理
解
さ
せ
，
さ
ら
に
は
，
企
業
で
働
く
こ
と
の
面
白
さ

や
や
り
が
い
を
伝
え
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
埋
め
，
企
業
内
法
務

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
こ
の
授
業
の
最
大
の
狙
い
で
す
。
 

 
授
業
の
概
要
と
し
て
は
，
全
１
５
回
を
，
私
の
担
当
す
る
総
論
や
演
習
の
部
分
と
，
ゲ
ス
ト
講
師
を
お
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招
き
す
る
各
論
の
部
分
と
に
分
け
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ゲ
ス
ト
講
師
は
，
昨
年
度
は
経
営
法
友
会
さ
ん
，

そ
れ
か
ら
日
本
組
織
内
弁
護
士
協
会
さ
ん
の
協
力
で
招
聘
し
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
何
分
に
も
学
生
諸
君
の
進
路
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
の
で
，
業
界
ご
と
，
業
種
ご
と
の
法
務
の
説
明
で
す
と
，

不
十
分
か
と
思
い
，
法
務
の
機
能
，
つ
ま
り
予
防
や
契
約
，
臨
床
と
い
っ
た
法
務
の
機
能
の
切
り
口
で
説

明
し
て
い
く
こ
と
で
，
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
っ
て
あ
り
ま
す
。
 

 
授
業
開
始
前
は
，
学
生
諸
君
は
ほ
と
ん
ど
が
社
会
人
経
験
も
な
い
こ
と
か
ら
，
新
入
社
員
向
け
の
教
育

に
近
い
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
，
新
入
社
員
は
会
社
に
入
っ
た
と
い
う
意

識
が
あ
り
ま
す
が
，
学
生
諸
君
は
，
当
然
で
す
が
組
織
で
働
く
と
か
，
会
社
で
働
く
と
い
う
こ
と
自
体
が

わ
か
ら
な
い
わ
け
で
，
そ
の
辺
も
カ
バ
ー
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
，
会
社
の
中
に
は

い
ろ
い
ろ
な
部
署
が
あ
り
，
協
同
し
て
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
，
会
社
の
中
で
物
事
を
決

め
る
と
き
に
は
稟
議
書
や
社
内
決
裁
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
で
す
と
か
，
会
社
で
行
う
契
約
交
渉
は
，

担
当
者
が
行
っ
て
帰
っ
て
き
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
て
，
組
織
と
し
て
の
オ
ー
ケ
ー
を
ど
の
よ
う

に
と
っ
て
い
く
か
も
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
よ
と
か
，
そ
の
辺
を
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
学
生
諸
君
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
，
各
自
が
会
社
に
入
っ

た
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も
持
て
る
よ
う
に
と
考
え
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
が
，

授
業
の
概
要
で
す
。
 

 
昨
年
度
の
総
括
と
成
果
を
簡
単
に
。
も
と
も
と
２
５
名
定
員
の
と
こ
ろ
を
，
２
９
名
の
受
講
生
で
行
い

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
か
な
り
負
担
が
重
い
と
い
う
こ
と
で
，
通
常
，
学
生
諸
君

は
自
分
が
志
望
し
な
い
分
野
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
と
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
，
そ
の

中
で
敢
え
て
受
講
し
た
と
い
う
こ
と
は
，
志
望
度
が
高
い
学
生
が
多
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

手
前
味
噌
で
は
あ
り
ま
す
が
，
授
業
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
，
９
０
％
以
上
の
学
生
が
満
足
し
た
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

 
ち
ょ
っ
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
の
は
，
ゲ
ス
ト
講
師
に
お
願
い
し
た
企
業
の
方
か
ら
見
た
学
生
の
反
応

で
し
た
。
授
業
を
し
て
い
れ
ば
，
う
ま
く
学
生
が
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
か
，
ま
た
問
題
意
識
を
持
っ
て

望
ん
で
い
る
か
，
学
生
の
態
度
か
ら
十
分
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
ゲ
ス
ト
講
師
の
先
生
方
に
お
尋

ね
し
ま
し
た
が
，
多
少
，
社
交
辞
令
の
部
分
を
割
り
引
い
た
と
し
ま
し
て
も
，
学
生
は
非
常
に
熱
心
で
，

取
り
組
み
が
よ
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

私
と
し
て
は
，
実
は
，
こ
の
点
が
成
果
の
１
つ
と
し
て
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ゲ
ス
ト
講
師
に
お

願
い
し
た
の
は
，
大
体
が
各
企
業
の
本
部
長
さ
ん
，
部
長
さ
ん
，
も
し
く
は
部
長
経
験
者
の
方
で
，
あ
る

意
味
で
は
採
用
の
際
の
非
常
に
重
要
な
キ
ー
マ
ン
で
す
。
で
す
の
で
，
こ
の
方
か
ら
み
て
，
ち
ょ
っ
と
頼

 
-
4-
 

り
な
い
ね
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
だ
め
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
，
そ
う
で
は
な

か
っ
た
と
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
だ
け
で
も
，
も
ち
ろ
ん
実
際
に
採
用
す
る
際
に
は
も
っ
と
ハ
ー
ド

ル
は
上
が
る
と
は
思
う
の
で
す
が
，
入
り
口
と
し
て
は
よ
か
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
た
だ
，
１
年
や
っ
て
み
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
課
題
も
見
え
ま
し
た
。
 

 
ま
ず
，
講
義
内
容
が
学
生
諸
君
に
と
っ
て
は
レ
ベ
ル
が
少
し
高
か
っ
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
新
入

社
員
レ
ベ
ル
で
と
お
願
い
し
ま
し
た
が
，
企
業
の
中
が
わ
か
ら
な
い
学
生
諸
君
に
，
現
場
の
お
話
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
，
十
分
に
咀
嚼
で
き
な
か
っ
た
部
分
が
あ
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
，
毎
回
講
義
で
ゲ
ス
ト
講
師
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
，
学
生
諸
君
に
と
っ
て
は
緊
張
感
を
強
い
ら
れ

る
部
分
が
あ
り
，
な
か
な
か
質
問
な
ど
を
し
に
く
い
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
 

 
そ
れ
か
ら
，「

企
業
内
法
務
」
と
い
う
進
路
が
一
く
く
り
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
，
ど
れ
ぐ
ら
い
伝

わ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
少
し
反
省
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
，
ゲ
ス
ト
講
師
の
先
生
か
ら
説

明
の
あ
っ
た
形
態
が
代
表
的
だ
と
い
う
捉
え
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
し
て
，
そ
の
辺
を

ど
う
補
足
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
，
企
業
内
法
務
へ
就
職
す
る
形
態
も
新

卒
だ
け
で
は
な
く
，
い
ろ
い
ろ
な
形
態
が
あ
り
得
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
，
そ
う
い
う
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が

学
生
さ
ん
に
ど
れ
だ
け
理
解
し
て
も
ら
え
た
か
に
つ
い
て
も
，
情
報
不
足
だ
っ
た
の
で
は
と
反
省
を
し
て

お
り
ま
す
。
 

 
３
つ
目
は
，
授
業
と
い
う
点
で
は
か
な
り
難
し
い
ん
で
す
が
，
や
は
り
就
職
活
動
に
直
結
す
る
情
報
を

ど
こ
ま
で
提
供
し
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
法
科
大
学
院
生
の
進
路
に
は
，

い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
，
例
え
ば
卒
業
後
す
ぐ
，
も
し
く
は
司
法
修
習
後
に
企
業

に
行
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
，
通
常
の
企
業
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
必
ず
し
も
う
ま
く

合
わ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
，
そ
の
辺
ど
う
す
る
か
。
 

 
も
う
一
つ
申
し
上
げ
ま
す
と
，
ず
っ
と
勉
強
漬
け
で
来
て
い
ま
す
の
で
仕
方
が
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
，

学
部
の
３
年
生
，
４
年
生
に
比
べ
て
法
科
大
学
院
生
は
全
く
就
職
準
備
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
企
業
か
ら
見
た
場
合
に
は
非
常
に
頼
り
な
い
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
，
そ
れ
を
急
激
に
立

ち
上
げ
て
あ
げ
る
た
め
に
は
や
は
り
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
が
あ
る
と
。
こ
れ
は
授
業
と
し
て
は
難
し
い
ん
で

す
が
，
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
 

 
そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
，
新
年
度
は
，
ゲ
ス
ト
講
師
担
当
回
の
前
後
の
回
で
私
が
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
く
こ
と
や
，
講
義
で
は
な
く
ゲ
ス
ト
講
師
と
私
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
て
そ
の
中
に
学
生

を
取
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
学
生
の
参
加
を
促
し
，
で
き
る
だ
け
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ

と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
さ
ら
に
結
び
つ
け
て
相
互
履
修
を
推
奨
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し
て
い
く
こ
と
で
，
具
体
的
な
課
題
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
企
業
内
法
務
の
パ
タ
ー
ン
に
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
も
，
慶
應
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
の
修
了
者
で
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
た
ち
に
，
仕
事
の
実
態
を
話
し
て
も
ら
う
場
を
，

授
業
以
外
に
も
設
け
た
い
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
さ
ら
に
個
別
企
業
の
採
用
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
，
や
は
り
就
職
に
関
す
る

サ
ポ
ー
ト
を
，
意
識
づ
け
も
含
め
て
，
で
き
る
範
囲
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
そ
の
意
味
で
は
，
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
こ
う
い
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
，
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
側
も
ど
ん
ど

ん
広
報
活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
な
と
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
取
り
組

み
を
少
し
で
も
ご
理
解
い
た
だ
き
，
企
業
の
方
に
も
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
生
を
選
択
肢
の
中
に
見
て
い
た
だ
く

と
い
う
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
機
会
も
，
そ

の
内
容
を
広
報
す
る
等
，
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
以
上
で
す
。
 

【
伊
東
】
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
続
き
ま
し
て
，
中
央
大
学
法
科
大
学
院
に
お
け
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
ご
報
告
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 ▼
 
中

央
大

学
法
科

大
学

院
の
取

組
 

【
太
田
】
 
太
田
か
ら
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
ま
ず
，
中
央
大
学
法
科
大
学
院
で
は
，
企
業
法
務
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
こ
れ
が
初
め
て
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
中
央
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
法
曹
像
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ
ー
ヤ
ー
，

あ
る
い
は
渉
外
・
国
際
関
係
法
ロ
ー
ヤ
ー
と
い
う
よ
う
な
理
想
像
と
い
う
も
の
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
沿
っ
て
，
元
企
業
法
務
部
長
ご
経
験
の
教
授
が
担
当
す
る
既
存
科
目
を
置
い
て
か
な
り
力
を
入
れ
て
お

り
ま
し
た
。
ま
た
，
リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
実
践
科
目
の
中
で
企
業
法
務
を
扱
っ
た
り
，
あ
る

い
は
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
相
当
数
の
企
業
に
学
生
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
，
リ
ー
ガ
ル
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
，
そ
こ
で
企
業
へ

の
就
職
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
素
地
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
そ
こ
に
，
さ
ら
に
充
実
し
た
実
践
的
な
科
目
を
設
け
る
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
て
，
今
年
の
秋
か
ら
，

企
業
内
法
務
の
実
務
と
い
う
科
目
を
設
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
 

 
こ
の
設
置
目
的
で
す
け
れ
ど
も
，
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
企
業
内
で
活
躍
で
き
る
人

材
，
特
に
法
曹
資
格
者
で
す
ね
，
こ
れ
を
育
成
す
る
た
め
の
実
践
知
あ
る
い
は
マ
イ
ン
ド
を
主
と
し
て
修

得
す
る
と
い
う
も
の
。
２
番
目
は
学
生
の
企
業
法
務
へ
の
関
心
を
よ
り
高
め
て
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
。
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そ
う
い
う
観
点
で
こ
の
科
目
で
設
け
て
い
ま
す
。
 

 
し
た
が
っ
て
，
内
容
と
し
て
は
，
企
業
内
弁
護
士
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
知
識
，
応
用
力
，
積
極
的
な

ま
た
は
創
造
的
な
能
力
の
育
成
，
さ
ら
に
企
業
内
で
活
躍
で
き
る
弁
護
士
，
あ
る
い
は
企
業
法
務
に
携
わ

る
外
部
弁
護
士
と
な
る
た
め
に
必
要
な
マ
イ
ン
ド
，
あ
る
い
は
基
本
的
な
法
律
実
務
を
考
え
て
い
ま
す
。

専
門
的
な
も
の
は
企
業
の
中
に
入
れ
ば
幾
ら
で
も
で
き
る
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
，
基
本
的
な

も
の
は
何
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

 
そ
し
て
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
英
語
力
，
交
渉
力
。
こ
う
い
っ
た
も
の
は
講
師
の
先
生
か
ら
そ

の
重
要
性
に
触
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
授
業
科
目
と
し
て
は
展
開
・
先
端
科
目
で
，
履
修
年
度
は
２
年
次
と
３
年
次
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
残
さ
れ
た
課
題
に
も
な
る
の
で
す
が
，
や
は
り
３
年
の
後
期
と
い
う
と
ど
れ
ぐ
ら

い
学
生
が
集
ま
る
か
，
他
方
２
年
生
は
逆
に
必
修
科
目
が
相
当
あ
り
ま
し
て
，
こ
の
科
目
を
と
る
余
裕
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
，
ど
の
ぐ
ら
い
の
応
募
が
あ
る
か
ま
だ
読
め
な
い
と
い
う
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
授
業
の
概
要
で
す
け
れ
ど
も
，
第
１
回
か
ら
第
１
２
回
ま
で
は
，
主
と
し
て
弁
護
士
で
企
業
内
法
務
も

し
く
は
企
業
法
務
に
携
わ
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
講
師
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
そ
の

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
方
に
経
験
知
に
基
づ
く
実
例
を
交
え
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
組
織
内
弁
護

士
協
会
の
支
援
を
受
け
て
こ
の
科
目
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
し
て
，
今
回
も
い
ろ
い
ろ

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

そ
し
て
単
に
講
師
の
先
生
方
が
一
方
的
に
お
話
を
す
る
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
，
第
１
３
回
，
第

１
４
回
の
と
こ
ろ
は
，
若
手
弁
護
士
と
学
生
と
の
間
で
，
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
す
る
こ
と
を
現
在
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
先
生
方
に
は
，
法
的
な
知
識
を
総
花
的
に
ご
講
義
い
た
だ
く
の
で
は
な
く
，
む
し
ろ
マ
イ
ン
ド
，
あ
る

い
は
弁
護
士
と
し
て
企
業
内
法
務
の
中
の
立
ち
位
置
と
か
い
ろ
い
ろ
独
特
の
状
況
を
，
お
話
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
１
時
間
程
度
の
講
義
の
後
，
私
も
し
く
は
小
林
先
生
と
そ
の
講
師

の
方
と
の
対
談
と
か
あ
る
い
は
学
生
か
ら
の
質
疑
応
答
と
い
う
も
の
を
設
け
て
，
授
業
を
終
わ
る
こ
と
し

て
い
ま
す
。
 

 
残
さ
れ
た
課
題
が
幾
つ
か
ご
ざ
い
ま
す
。
１
つ
は
，
成
績
評
価
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
っ
た
ら
い
い

か
。
各
講
師
の
先
生
が
い
ろ
い
ろ
お
話
に
な
っ
た
後
の
感
想
と
か
課
題
と
い
う
の
も
あ
り
う
る
で
し
ょ
う

け
れ
ど
も
，
た
だ
非
常
に
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
，
学
生
の
負
担
で
す
。
こ
れ
も
３
年
生
の
後
期
だ
と

な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。
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そ
れ
か
ら
，
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
デ
ザ
イ
ン
。
 

あ
と
，
企
業
へ
の
就
職
へ
の
動
機
づ
け
が
ど
の
く
ら
い
で
き
る
か
。
弁
護
士
と
し
て
す
ぐ
に
企
業
に
入

る
と
い
う
場
合
の
み
な
ら
ず
，
弁
護
士
を
２
，
３
年
経
験
し
て
企
業
に
入
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
視
野
に

置
い
て
こ
の
授
業
を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
，
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
。
 

 
そ
れ
か
ら
最
後
に
，
今
日
の
テ
ー
マ
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
，
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
の
連
携
と
い

う
の
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

【
伊
東
】
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
そ
れ
で
は
引
き
続
き
ま
し
て
，
神
戸
大
学
法
科
大
学
院
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
，
中
川
先
生
，

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ▼
 
神

戸
大

学
法
科

大
学

院
の
取

組
 

【
中
川
】
 
神
戸
大
学
法
科
大
学
院
も
今
年
の
１
０
月
か
ら
初
め
て
授
業
を
行
う
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
，

か
な
り
徹
底
し
て
，
純
粋
な
形
で
企
業
法
務
の
授
業
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
企
画
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
ま
ず
開
講
の
き
っ
か
け
で
す
。
法
科
大
学
院
修
了
生
の
就
職
動
向
調
査
を
し
て
お
り
ま
す
と
，
企
業
の

法
務
部
に
弁
護
士
と
し
て
就
職
す
る
人
が
最
初
は
各
学
年
１
人
い
る
か
い
な
い
か
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
，

あ
る
と
き
か
ら
，
法
律
事
務
所
か
ら
企
業
法
務
部
に
移
る
と
い
う
連
絡
が
，
特
に
女
性
か
ら
，
多
く
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
２
，
３
年
前
か
ら
は
，
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
企
業
法
務
部
に
勤
め
る
つ
も
り
だ

と
言
う
学
生
が
出
て
き
ま
し
て
，
学
生
の
間
で
一
般
的
に
企
業
法
務
部
に
関
心
が
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
何
か
そ
う
い
う
授
業
が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
は
ぼ
ん
や
り
と
考
え
て
お
り
ま
し

た
。
 

私
は
，
い
ろ
い
ろ
な
政
府
に
お
け
る
立
法
の
検
討
会
や
審
議
会
な
ど
で
企
業
の
方
と
お
会
い
す
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
ご
ざ
い
ま
し
て
，
企
業
の
中
で
の
有
資
格
者
と
，
，
外
部
の
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
の
方
と
で

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ロ

ー
に
関
し
ま
し
て
は
，
神
戸
大
学
の
法
科
大
学
院
で
も
，
従
来
か
ら
，
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
の
方
に
よ

る
授
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
，
そ
れ
な
ら
，
企
業
法
務
部
側
の
視
点
か
ら
の
授
業
も
あ
っ

た
ほ
う
が
学
生
に
と
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
，
企
業
内
の
法
務
，
企
業
法
務
部
そ
の
も
の
を
直
接
に

学
生
に
啓
蒙
す
る
よ
う
な
授
業
を
組
み
立
て
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
次
第
で
す
。
 

 
次
に
授
業
内
容
で
す
が
，
神
戸
大
学
の
場
合
，
１
つ
の
大
き
な
特
徴
は
，「

六
甲
法
友
会
」
と
い
う
神
戸

大
学
の
法
務
系
の
同
窓
会
に
非
常
に
密
接
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
六
甲
法
友
会
は
，
法

科
大
学
院
が
始
ま
る
前
か
ら
神
戸
大
学
の
学
部
あ
る
い
は
大
学
院
の
卒
業
生
で
，
現
在
，
法
務
関
係
の
仕
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事
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
の
会
で
，
東
京
に
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
様
々
で

す
が
，
か
な
り
多
く
の
方
が
い
わ
ゆ
る
大
企
業
の
法
務
部
長
や
室
長
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
の
企
業
法
務
部
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る
か
は
，
研
究
者
や
，
昔
の
法
務
部
経
験
で
は
わ
か
ら
ず
，

現
役
の
方
に
リ
ア
ル
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
，
現
在
法
務
部
で
働
い
て
い

る
神
戸
大
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
中
心
と
し
て
講
師
陣
を
組
み
，
同
窓
の
よ
し
み
で
年
齢
に
関
係
な
く
講
師
の

方
が
お
互
い
に
授
業
の
水
準
な
ど
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
準
備
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
新
し
い
型
の
授

業
を
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
授
業
の
具
体
的
な
内
容
で
す
が
，
ま
ず
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
法
務
，
次
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
，
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
と
，
企
業
法
務
と
し
て
ま
ず
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
押
さ
え
た
上
で
，
高
度
専
門
法
務
・
政
策

法
務
等
に
つ
い
て
は
，
講
師
の
方
の
ご
関
心
に
沿
っ
て
講
義
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
講
義
を
担
当
す
る
方
で
す
が
，
神
戸
大
学
の
教
員
も
一
回
分
だ
け
担
当
し
ま
す
が
，
こ
れ
を
除
き
ま
し

て
非
常
勤
と
し
て
１
１
名
の
方
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
数
名
の
講
師
の
方
が
２
階
授
業
を
さ
れ
る
の

で
合
計
で
１
５
回
の
授
業
で
す
。
非
常
勤
１
１
名
の
う
ち
９
名
の
方
が
六
甲
法
友
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

さ
ら
に
日
弁
連
か
ら
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
，
本
間
弁
護
士
に
よ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ル
論
の

授
業
が
一
階
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
カ
ウ
ン
セ
ル
論
，
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
カ
ウ
ン

セ
ル
と
い
う
の
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
く
と
い
う
回
で
す
。
 

 
内
容
に
つ
い
て
は
，
先
ほ
ど
か
ら
ご
指
摘
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
，
な
に
し
ろ
相
手
は
学
生
で
あ
る
。
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
２
年
目
と
３
年
目
が
対
象
で
す
が
，
こ
れ
は
後
期
の
授
業
で
す
の
で
３
年
目
の
学
生
に
は
ほ

と
ん
ど
履
修
登
録
を
期
待
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
方
，
２
年
目
の
後
期
な
ら
ま
だ
学
生
に
心
理

的
余
裕
が
あ
り
ま
す
し
，
大
体
２
年
目
の
終
わ
り
ぐ
ら
い
に
は
将
来
の
方
向
性
を
決
め
て
ほ
し
い
と
私
は

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
，
中
心
は
２
年
目
の
後
期
の
学
生
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
た
し
ま
す
と
，

履
修
者
と
な
る
の
は
既
修
者
コ
ー
ス
の
場
合
入
学
し
て
ま
だ
半
年
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。
前
期
授
業
を

受
け
て
夏
休
み
を
経
た
ば
か
り
の
学
生
で
す
。
し
た
が
っ
て
，
講
師
の
方
々
に
は
，
技
能
つ
ま
り
ス
キ
ル

を
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
と
い
う
場
で
は
な
い
こ
と
，
そ
し
て
な
る
べ
く
話
を
簡
単
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。「

簡
単
」
の
意
味
で
す
が
，
先
ほ
ど
「
啓
蒙
」
と
申
し
ま

し
た
け
れ
ど
も
，
な
る
べ
く
リ
ア
ル
な
姿
，
法
務
部
で
勤
務
す
る
と
い
う
の
は
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
ま
す

よ
，
鉄
砲
の
弾
が
ど
こ
か
ら
で
も
飛
ん
で
く
る
，
営
業
か
ら
文
句
言
わ
れ
た
り
，
財
務
か
ら
言
わ
れ
た
り
，

場
合
に
よ
っ
て
は
役
員
か
ら
，
今
ご
ろ
こ
ん
な
こ
と
言
う
の
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
と
か
，
そ
う
い

う
ふ
う
な
中
で
ど
う
や
っ
て
や
り
く
り
し
て
い
く
か
と
い
う
よ
う
な
，
そ
こ
に
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
，
そ
う
い
う
魅
力
と
大
変
さ
と
，
そ
の
両
方
を
で
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き
る
だ
け
リ
ア
ル
な
形
で
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
で
す
か
ら
，
期
末
に
試
験
が
あ
っ
て
答
案
が
書
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で
は
や
ら
な
い
。

い
わ
ば
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
逆
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。
学
生
が
企
業
に
行
く
の
で
は
な
く
て
企
業
の
ほ

う
か
ら
来
て
い
た
だ
く
も
の
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
 

ほ
ぼ
毎
回
講
師
が
違
い
ま
す
が
そ
れ
は
，
い
ろ
い
ろ
な
業
種
，
業
界
，
会
社
ご
と
に
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま

な
カ
ラ
ー
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
，
あ
え
て
ば
ら
ば
ら
に
し
て
お

り
ま
す
。
我
々
と
し
て
も
新
し
い
タ
イ
プ
の
授
業
方
式
で
あ
り
ま
す
。
以
上
で
す
。
 

【
伊
東
】
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
続
き
ま
し
て
，
一
橋
大
学
法
科
大
学
院
の
ご
報
告
と
い
う
こ
と
で
阿
部
先
生
，
お
願
い
で
き
ま
す
で
し

ょ
う
か
。
 

 ▼
 
一

橋
大

学
法
科

大
学

院
の
取

組
 

【
阿
部
】
 
一
橋
法
科
大
学
院
に
お
き
ま
し
て
は
，
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
・
コ
ー
ス
と
そ
の
他
の
関
連
科
目
と

い
う
形
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
・
コ
ー
ス
は
，
法
科
大
学
院
の
立
ち
上
げ
時
か
ら
，
一
橋
の
１
つ
の
特
色
と
し
て
設
け
，

専
門
科
目
を
組
ん
で
い
ま
す
。
講
師
は
弁
護
士
で
，
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
専
門
の
中
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
，
こ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
入
っ
て
く
る
学
生
さ
ん
は
結
構
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 
法
科
大
学
院
の
立
ち
上
げ
時
に
こ
れ
と
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
の
が
，
企
業
法
務
担
当
者
に
よ
る
そ

の
他
の
関
連
科
目
で
す
。
科
目
名
と
し
て
は
国
際
取
引
法
と
法
律
英
語
で
す
が
，
私
が
商
社
で
の
法
務
経

験
を
活
か
し
て
こ
れ
ら
の
科
目
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
司
法
試
験
を
重
視
し
た
法
科
大
学
院
に
お
け
る

教
育
内
容
を
考
え
る
と
，
あ
ん
ま
り
科
目
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
，
国
際
取
引
法
の

科
目
の
中
で
，
企
業
法
務
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
よ
う
な
も
の
を
ち
り
ば
め
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
 

 
国
際
取
引
法
で
す
が
，
対
象
は
３
年
生
の
夏
学
期
で
，
国
際
取
引
法
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
よ
う
な
１
つ

の
流
れ
を
追
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
な
り
に
法
務
部
の
中
か
ら
見
た
法
務
対
応
の
あ
り
方
を
話
す
よ

う
に
気
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。
学
生
か
ら
も
，
こ
う
い
っ
た
授
業
は
一
橋
で
は
ほ
か
に
な
く
，
あ
る
意
味

で
た
め
に
な
る
と
い
う
意
見
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
と
し
て
も
，
例
え
ば
企
業
法
務
に
お
い
て
は

営
業
の
方
か
ら
お
願
い
を
受
け
て
，
例
え
ば
Ｍ
Ｏ
Ｕ
，
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 O
f
 U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
を
つ
く
っ
て
く

れ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
，
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
ひ
な
形
を
渡
す
法
務
担
当
は
も
う
最
低
だ
よ
と
い
う
こ

と
で
，
何
を
し
た
い
の
か
よ
く
聞
い
て
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
基
礎
か
ら
お
話
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を
し
て
い
ま
す
。
 

 
こ
の
科
目
で
は
，
２
回
程
度
企
業
法
務
部
の
方
に
お
話
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
，
１
つ
の
反
省
と
し

て
は
，
や
は
り
企
業
さ
ん
，
特
に
大
手
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
広
報
対
応
の
ポ
リ
シ
ー
と
い
う
も
の
が
強
く

働
い
て
，
か
な
り
具
体
性
を
欠
く
話
し
か
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
学
生
も
物
足
り
な
さ
を

感
じ
て
い
る
様
子
が
あ
り
ま
し
て
，
そ
の
辺
の
我
々
の
期
待
と
企
業
側
の
で
き
る
こ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
み
た

い
な
も
の
を
多
少
感
じ
て
お
り
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
法
律
英
語
で
す
が
，
授
業
は
日
本
語
で
す
け
れ
ど
も
，
授
業
の
中
で
大
体
１
０
分
か
ら
１
５

分
程
度
の
会
話
を
聞
か
せ
て
，
場
面
の
解
説
や
単
語
の
意
味
を
教
え
る
。
あ
る
い
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
話
す

力
だ
け
で
は
な
く
て
，
英
文
契
約
書
に
お
け
る
言
葉
の
持
つ
意
味
み
た
い
な
も
の
を
教
え
て
い
ま
す
。
法

科
大
学
院
に
お
け
る
２
年
間
で
，
学
生
さ
ん
の
英
語
力
は
退
化
し
て
い
く
と
思
う
の
で
す
が
，
そ
の
退
化

を
遅
ら
せ
る
た
め
に
英
語
に
接
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
法
律
英
語
の

対
象
は
２
年
生
の
冬
学
期
で
す
。
 

 
こ
の
よ
う
に
，
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
・
コ
ー
ス
と
実
務
担
当
者
に
よ
る
関
連
科
目
の
２
本
立
て
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
，
反
省
点
は
，
個
別
対
応
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
個
別
に
考
え
て

お
話
を
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
，
一
橋
大
学
法
科
大
学
院
に
お
け
る
企
業
法
務
関
連
の
あ
り
方
，
ビ
ジ
ネ

ス
ロ
ー
・
コ
ー
ス
，
プ
ラ
ス
そ
の
他
関
連
科
目
を
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
の
統
一
，

方
針
の
設
定
み
た
い
な
も
の
が
こ
れ
か
ら
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
の
他
と
し
て
は
，
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
１
週
間
，
企
業
さ
ん
に
も
派
遣
を
受
け
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
新
し
い
企
業
さ
ん
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
一
方
で
，
お
断
り
を
さ
れ
る
企
業
さ
ん
も
あ
り
，

業
務
量
が
増
え
て
い
る
中
で
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
る
余
力
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
な
と

い
う
こ
と
が
一
方
で
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
，
学
内
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
希
望
者
を
割
り
当

て
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
，
企
業
さ
ん
の
期
待
感
と
派
遣
さ
れ
た
学
生
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
出
た
り
し

ま
す
。
例
え
ば
，
自
分
は
任
官
志
望
だ
け
れ
ど
も
企
業
で
経
験
し
て
み
た
い
と
い
う
人
だ
っ
た
場
合
や
，

送
ら
れ
た
学
生
が
「
こ
こ
へ
の
就
職
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
，
先
方
か
ら

お
し
か
り
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
も
，
た
だ
人
を
送

れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
，
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
も
う
１
点
だ
け
つ
け
加
え
ま
す
と
，
今
年
の
６
月
か
ら
就
活
に
つ
い
て
も
う
少
し
広
く
考
え
て
い
こ
う

と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
，
６
月
に
２
回
，
１
０
月
に
２
回
開
催
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
，

司
法
試
験
合
格
を
目
指
し
頑
張
っ
た
後
を
ど
う
過
ご
す
の
か
，
早
い
う
ち
か
ら
考
え
て
い
っ
た
ほ
う
が
い

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
，
在
校
生
と
法
科
大
学
院
修
了
生
対
象
に
や
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
修
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了
生
の
参
加
者
の
方
が
非
常
に
多
く
，
ぜ
ひ
継
続
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
ご
ざ
い
ま
す
。
学
生
に
は
，

企
業
法
務
と
い
う
選
択
肢
を
考
え
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
，
企
業
と
し
て
も
欲
し
い
人
材
像
が
あ
る
と
い
う

と
こ
ろ
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
，
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
キ
ー
ワ
ー

ド
，
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
，
そ
う
い
っ
た
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
す
。
 

【
伊
東
】
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
通
り
４
つ
の
法
科
大
学
院
か
ら
の
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
休
憩
を
入
れ
て
，
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 【
伊
東
】
 
続
き
ま
し
て
，
本
日
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
の
方
か
ら
ご
報
告
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
経
営
法
友
会
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
島
岡
さ
ん
，
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
島
岡
】
 
島
岡
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
私
は
東
芝
の
法
務
を
３
４
年
ほ
ど
や
り
ま
し
て
，
昨
年
の
１
０
月
ま
で
は
法
務
部
長
，
最
近
監
査
サ
イ

ド
に
移
り
ま
し
た
。
 

経
営
法
友
会
は
，
上
場
企
業
だ
け
で
は
な
く
非
上
場
の
中
小
企
業
の
組
織
の
長
が
集
ま
っ
て
お
り
，
今
，

会
員
が
１
，
１
０
０
を
超
え
る
大
団
体
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
も
と
も
と
の
会
の
趣
旨
は
，
会
員
間
の
情
報
交
換
や
交
流
，
研
さ
ん
で
し
た
が
，
だ
ん
だ
ん
発
展
し
ま

し
て
，
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
や
法
務
部
員
，
特
に
新
入
法
務
部
員
向
け
の
研
修
事
業
，
法
律
案
に
つ
い
て
意

見
を
申
し
述
べ
る
，
あ
る
い
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
の
企
業
法
務
の
情
報
発
信
，
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上
す

る
た
め
の
情
報
発
信
を
や
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

 
法
科
大
学
院
教
育
へ
の
取
組
み
，
情
報
発
信
の
活
動
の
中
で
，
法
科
大
学
院
教
育
を
将
来
人
材
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
，
あ
る
い
は
企
業
法
務
の
実

態
を
い
か
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
か
と
い
う
こ
と
を
や
ろ
う
，
と
い
う
の
が
直
接
の
き
っ
か
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
経
営
法
友
会
４
０
周
年
の
記
念
誌
で
「
会
社
法
務
部
の
足
跡
と
展
望
」
と
い
う
冊
子
が
ご
ざ
い
ま

す
。
会
と
し
て
５
年
に
１
回
実
施
し
て
い
る
，
会
社
法
務
部
の
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
，
あ

る
程
度
整
理
し
ま
し
た
。
か
な
り
昔
の
歴
史
に
も
遡
り
つ
つ
，
現
状
で
公
開
で
き
る
会
社
に
つ
い
て
は
，

法
務
部
が
ど
う
い
う
理
由
で
何
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
各
法
科
大

学
院
に
お
送
り
し
た
上
で
，
少
し
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
中
で
，
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
 

 
記
念
誌
の
編
集
作
業
を
や
る
中
で
，
会
と
し
て
企
業
法
務
の
中
身
を
紹
介
す
る
，
し
か
も
一
貫
し
た
，

あ
る
意
味
で
新
入
社
員
教
育
に
似
た
実
態
に
関
す
る
教
育
，
そ
う
い
っ
た
も
の
が
必
要
で
は
な
い
か
，
と

い
う
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
法
務
の
会
社
の
中
で
の
立
ち
位
置
，
仕
事
，
必
要
な
能
力
な
ど
に
つ
い
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て
，
法
科
大
学
院
生
の
方
は
な
か
な
か
余
裕
も
な
く
て
，
入
門
的
な
知
識
で
あ
っ
て
も
ご
存
じ
な
い
と
い

う
実
態
も
わ
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
そ
こ
で
，
経
営
法
友
会
の
中
の
恒
常
的
な
委
員
会
と
し
て
，
企
業

法
務
講
座
支
援
委
員
会
と
い
う
の
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
情
報
発
信
，
講
師
の
派
遣
，
も
ろ
も
ろ
の
今
後

の
施
策
に
つ
い
て
し
っ
か
り
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
方
針
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
，
お
話
の
あ

っ
た
慶
應
義
塾
大
学
の
講
座
に
運
営
で
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
数
人
の
講
師
を
派
遣
し
て
，

昨
年
や
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
１
年
や
っ
て
み
て
の
評
価
で
す
が
，
正
式
に
ま
と
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
，
や
は
り
そ

れ
ぞ
れ
の
法
科
大
学
院
に
お
考
え
あ
る
い
は
工
夫
の
仕
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
，
そ
れ
を
前
提
に
企

業
法
務
の
実
態
を
伝
え
る
と
し
た
ら
ど
う
い
う
や
り
方
が
あ
り
得
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
を
続
け
る
こ
と
に
プ
ラ
ス
し
て
，
例
え
ば
，
標
準
的
な
資
料
や
情
報
の
提
供
の
あ

り
方
，
法
科
大
学
院
と
企
業
と
の
関
係
の
あ
り
方
の
よ
う
な
も
の
も
考
え
つ
つ
何
か
活
動
・
教
育
が
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。
例
と
し
て
，
講
義
用
の
基
本
と
な
る
よ
う
な
，
企
業
法
務
の
実
態
や
中
身
を
紹
介
す
る

標
準
的
な
教
科
書
の
よ
う
な
も
の
，
あ
る
い
は
，
経
営
法
友
会
の
会
員
は
大
手
だ
け
で
は
な
く
て
，
三
，

四
人
の
組
織
し
か
な
い
，
い
わ
ば
中
小
企
業
の
中
で
ど
う
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
情
報
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
日
々
情
報
交
換
を
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
，
そ
う
い
う
情
報
も
紹
介
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
 

 
平
成
２
６
年
度
以
降
の
課
題
と
し
て
，
各
大
学
か
ら
今
後
ご
要
請
が
あ
っ
た
と
き
に
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
，
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
全
部
の
法
科
大
学
院
と
い
わ
れ
て
も
一
遍
に
は
無
理
な
も
の
で
す
か

ら
，
あ
る
大
学
と
や
っ
た
上
で
そ
の
一
部
を
別
の
大
学
に
展
開
す
る
，
あ
る
い
は
衛
星
放
送
を
使
っ
て
横

展
開
を
図
る
な
ど
，
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
そ
れ
か
ら
，
各
法
科
大
学
院
で
現
在
ど
う
い
う
教
育
を
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
一
度
調
べ
て

情
報
収
集
し
，
そ
れ
を
整
理
・
評
価
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
，

ユ
ー
ザ
ー
側
と
し
て
，
ど
う
い
う
情
報
提
供
が
望
ま
し
い
か
を
議
論
を
し
て
み
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

 
そ
の
他
に
は
，
法
科
大
学
院
協
会
と
の
情
報
交
換
を
定
期
的
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と

お
話
が
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
，
エ
ク
ス
タ
ー
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
ば
ら
ば
ら
に
や
り
ま
す
と
一
時
に
集
中
し
た

り
，
大
学
に
よ
っ
て
偏
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
，
法
科
大
学
院
全
体
で
一
旦
ま
と
め
，
そ

れ
か
ら
企
業
側
は
経
営
法
友
会
で
ま
と
め
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を
合
理
的
に
行
う
方
法
を
考
え
る
と
い
う
こ
と

も
議
論
し
て
い
ま
す
。
 

 
現
在
の
企
業
法
務
の
一
番
の
悩
み
は
や
っ
ぱ
り
コ
ス
ト
管
理
と
効
率
と
い
う
観
点
で
す
。
経
営
側
か
ら

は
，
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果
を
出
せ
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
，
ど
う
し
て
も
小
さ
な

法
務
部
門
が
弁
護
士
さ
ん
を
ど
う
活
用
す
る
か
，
あ
る
い
は
や
は
り
経
験
や
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
に
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共
有
し
て
，
法
務
組
織
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
か
と
い
う
の
が
非
常
に
大
き
な
課
題
で
す
。
中
小

企
業
の
法
務
組
織
を
い
か
に
元
気
づ
け
て
実
力
を
上
げ
さ
せ
る
か
は
，
実
は
経
営
法
友
会
の
最
大
の
顧
客

満
足
に
つ
な
が
る
こ
と
で
，
会
員
の
満
足
度
を
上
げ
る
意
味
で
も
，
何
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
か
を

重
要
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
，
今
日
の
テ
ー
マ
に
，
何
ら
か
の
ご
参
考
に
な
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
す
み
ま
せ
ん
，
長
く
な
り
ま
し
た
が
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

【
伊
東
】
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
そ
れ
で
は
引
き
続
い
て
，
日
本
組
織
内
弁
護
士
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
）
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

ご
説
明
を
本
間
先
生
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
本
間
】
 
ま
ず
，
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
に
つ
い
て
で
す
け
れ
ど
も
，
会
員
数
が
現
時
点
で
８
６
０
人
ぐ
ら
い
。
会

員
に
は
Ｏ
Ｂ
と
行
政
庁
等
の
組
織
内
弁
護
士
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
，
単
純
に
比
較
で
き
な
い
ん
で
す

が
，
企
業
内
弁
護
士
の
６
割
ぐ
ら
い
を
組
織
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

当
会
の
研
修
・
研
究
会
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
と
，
当
会
が
単
独
で
行
っ
た
も
の
が
，
２
０
１

３
年
度
中
で
７
５
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
内
容
的
に
は
，
具
体
的
な
法
領
域
を
扱
っ
た
り
，
も
う
少
し
一

般
的
に
企
業
内
法
務
，
企
業
内
弁
護
士
と
し
て
の
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
，
そ
れ
か
ら
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
 

 
我
々
の
研
修
の
い
い
と
こ
ろ
は
，
地
域
に
あ
る
支
部
別
や
研
究
会
，
そ
れ
か
ら
業
種
ご
と
に
作
っ
て
い

る
部
会
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
の
で
，
あ
る
程
度
背
景
を
共
通
に
し
た
人
が
い
る
も
の
で
す
か
ら
，
か
な

り
生
々
し
い
話
を
結
構
や
っ
て
お
り
ま
し
て
，
好
評
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
と
し
て
は
，
組
織
内
弁
護
士
あ
る
い
は
企
業
内
弁
護
士
の
問
題
に
深
く
か
か
わ
っ
て
こ
の
発

展
に
寄
与
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
，
中
心
的
な
活
動
メ
ン
バ
ー
の
数
や
予
算
の
点
か
ら
，

現
実
の
問
題
と
し
て
，
お
そ
ら
く
今
後
は
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
の
中
の
活
動
を
や
る
だ
け
で
手
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
，
そ
こ
は
ぜ
ひ
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
こ

と
で
，
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
な
が
ら
お
考
え
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 

 
さ
て
，
今
日
の
テ
ー
マ
に
「
各
団
体
の
役
割
分
担
」
が
上
が
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
，
い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
，
各
団
体
の
ス
タ
ン
ス
，
役
割
と
い
う
観
点
か
ら
少
し
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
ま
ず
初
め
に
，「
“
弁
護
士
”
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
」
で
す
。
経
営
法
友
会
，
つ
ま
り
採
用
側
に
し
て
も
，

法
科
大
学
院
に
し
て
も
，
着
目
し
て
い
る
対
象
は
弁
護
士
の
み
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
弁
護
士
の
こ
と
だ
け
に
集
中
し
て
物
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
，
す
る
べ
き
で
も
な
い
立

場
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
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採
用
側
か
ら
見
ま
す
と
，
必
要
な
の
は
専
門
的
な
能
力
と
素
養
を
持
っ
た
人
間
で
す
。
こ
こ
で
，
な
ぜ

弁
護
士
で
し
か
も
日
本
の
弁
護
士
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
，
採
用
側
の
立
場

で
は
な
か
な
か
整
理
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
仮
に
弁
護
士
が
必
要
だ
と
し
て
も
，
別

に
ア
メ
リ
カ
の
弁
護
士
で
も
，
ド
イ
ツ
の
弁
護
士
で
も
，
南
極
の
弁
護
士
で
も
火
星
の
弁
護
士
で
も
い
い

わ
け
で
，
そ
う
い
う
も
の
だ
と
わ
か
っ
て
い
な
い
と
，
役
割
の
認
識
に
お
い
て
同
床
異
夢
の
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
こ
の
認
識
に
関
す
る
議
論
が
で
き
る
の
は
弁
護
士
会
と
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
で
す
が
，
弁
護
士
会
も
私
が
見
る
と

こ
ろ
同
床
異
夢
の
部
分
が
ご
ざ
い
ま
し
て
，
就
職
促
進
と
い
う
こ
と
で
は
強
い
意
見
が
あ
る
も
の
の
，
で

は
な
ぜ
弁
護
士
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
，
こ
の
実
質
論
に
つ
い
て
議
論
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
の
が
現
実
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
の
ほ
う
も
，
司
法
修
習
を
経
て
新
卒
で
企
業
に
入
っ
た

人
か
ら
，
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
１
０
年
，
２
０
年
や
っ
て
，
そ
こ
か
ら
ゼ
ネ
ラ
ル
・
カ
ウ
ン

セ
ル
に
な
っ
て
い
る
方
ま
で
極
め
て
多
様
性
が
広
が
っ
て
ご
ざ
い
ま
し
て
，
な
か
な
か
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
と
し
て

の
意
見
も
つ
く
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
 

 
「
教
育
・
研
修
の
コ
ン
テ
ン
ツ
」
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
・
団
体
が
出
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に

は
質
量
と
も
に
差
異
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
，
そ
の
辺
を
踏
ま
え
て
何
を
す
る
の
が
一
番
い
い
の
か
を
考
え

て
い
か
な
い
と
，
こ
れ
か
ら
生
産
的
な
議
論
が
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 

 
法
科
大
学
院
に
つ
い
て
こ
こ
で
ぜ
ひ
ご
留
意
を
い
た
だ
き
た
い
の
は
，
企
業
内
弁
護
士
に
関
す
る
研
究

で
す
。
海
外
で
は
多
数
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
，
こ
れ
が
今
，
全
く
日
本
で
は
研
究
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。
現
場
あ
る
い
は
実
務
レ
ベ
ル
で
は
，
企
業
内
弁
護
士
の
ス
キ
ル
の

醸
成
や
向
上
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
一
生
懸
命
で
お
考
え
に
な
っ
て
成
果
は
上
が
る
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
，
将
来
的
，
中
長
期
的
に
，「

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
の
イ
ン
ハ
ウ
ス
・
カ
ウ
ン
セ

ル
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
の
を
考
え
て
い
か
な
い
と
，
日
本
の
企
業
内
弁
護

士
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
き
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
を
私
及
び
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
政
策
委
員
会
と
し
て
は
持

っ
て
お
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
，
こ
う
い
っ
た
研
究
が
で
き
る
の
は
や
は
り
研
究
と
実
務
と
の
橋
渡
し
が
１

つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
，
そ
こ
は
ぜ
ひ
そ
う
い
う
観
点

を
見
て
く
だ
さ
い
。
 

企
業
内
弁
護
士
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
も
，
上
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
な
ど
で
し
っ
か
り

経
験
を
積
ん
だ
弁
護
士
が
詰
ま
っ
て
い
き
，
下
は
ど
こ
か
で
ガ
ラ
ス
の
天
井
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
，

下
手
を
打
つ
と
キ
ャ
リ
ア
の
墓
場
に
な
り
か
ね
な
い
か
な
と
，
極
端
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
，
危
機
感

を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
は
，
本
来
弁
護
士
会
が
考
え
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
，
こ
の
ま
ま
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で
は
，
あ
っ
と
い
う
間
に
日
本
の
企
業
内
法
務
な
り
企
業
内
弁
護
士
が
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
０
年
前
に
企
業
内
弁
護
士
が
こ
れ
ほ
ど
の
数
に
な
る
こ
と
を
予
想
し
た
人

は
お
そ
ら
く
日
本
に
誰
も
い
な
か
っ
た
は
ず
で
，
そ
う
す
る
と
１
０
年
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
，
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
化
も
現
実
的
な
話
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
 

【
伊
東
】
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
先
は
今
ま
で
の
お
話
を
前
提
に
し
て
意
見
交
換
に

移
り
ま
す
。
 

 ▼
 
プ

ロ
グ

ラ
ム
が

対
象

と
す
る

人
材

像
―
キ

ャ
リ

ア
形
成

に
関

連
し
て

 

【
島
岡
】
 
去
年
経
営
法
友
会
で
３
０
０
社
ぐ
ら
い
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
，
そ
の
後
，
大
阪
大
学
法

科
大
学
院
の
佐
久
間
修
先
生
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
経
営
法
友
会
の
会
員
で

い
い
ま
す
と
，
大
体
３
分
の
１
ぐ
ら
い
の
会
社
に
弁
護
士
さ
ん
が
入
っ
て
い
て
，
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
６
０

期
以
降
の
ほ
と
ん
ど
実
務
経
験
の
な
い
方
で
す
。
今
後
，
採
用
傾
向
と
し
て
は
こ
の
層
が
非
常
に
伸
び
る

だ
ろ
う
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
，
法
科
大
学
院
を
卒
業
し
て
資
格
を
取
ら
な
い
で
入
っ
て
い
る
人
も
４
分
の
１
ぐ
ら
い
の
会
社
に

増
え
て
い
ま
す
。
実
は
東
芝
で
も
６
０
期
以
降
で
８
人
の
資
格
者
を
と
っ
て
い
ま
す
が
，
９
人
の
無
資
格

者
，
法
科
大
学
院
卒
を
と
っ
て
い
ま
す
。
企
業
法
務
の
人
材
，
規
模
に
つ
い
て
ど
う
い
う
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
求
め
て
い
る
の
か
と
い
う
の
は
，
各
社
い
ろ
い
ろ
差
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
規
制
業
種
や
外
資

系
な
ど
で
は
，
経
験
者
を
持
っ
て
こ
な
い
と
意
味
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
し
，
自
分

で
教
育
で
き
な
い
か
ら
，
し
か
も
そ
の
経
験
者
を
持
っ
て
く
る
の
も
大
変
だ
か
ら
，
と
に
か
く
資
格
は
あ

っ
て
も
な
く
て
も
法
科
大
学
院
を
出
て
，
今
後
法
務
を
強
く
し
た
い
と
き
の
中
核
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
会
社
も
か
な
り
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
 

ど
う
い
う
人
を
対
象
と
し
て
，
あ
る
い
は
ど
う
い
う
状
態
を
一
応
認
識
し
て
こ
の
企
業
内
法
務
講
座
を

考
え
て
い
く
の
か
に
よ
っ
て
，
全
然
話
が
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
の
お
考
え
方
も
当
然
違
う
と
思
い
ま
す
が
，
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

【
伊
東
】
 
今
の
点
に
関
し
て
は
奥
邨
先
生
，
去
年
実
際
な
さ
っ
て
，
学
生
の
方
と
も
接
し
ら
れ
て
の
ご

意
見
が
あ
り
ま
す
か
。
 

【
奥
邨
】
 
私
が
こ
の
科
目
を
設
計
す
る
際
に
一
番
考
え
た
の
は
，
学
生
諸
君
の
進
路
に
ど
う
フ
ォ
ー
カ

ス
を
合
わ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
新
卒
で
企
業
の
法
務
部
門
に
就
職
す
る
パ
タ
ー
ン
も

あ
る
で
し
ょ
う
し
，
数
年
間
，
法
律
事
務
所
で
経
験
を
積
ん
だ
後
入
社
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
，
そ
の
辺
は
，
あ
る
程
度
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
し
た
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
す
。
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た
だ
，
初
年
度
の
授
業
を
終
え
て
の
反
省
と
し
て
は
，
や
は
り
教
員
の
話
す
こ
と
は
か
な
り
の
影
響
力

を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
，
も
う
少
し
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
点
で
す
。
 

 
す
な
わ
ち
，
授
業
を
通
じ
て
企
業
内
法
務
に
つ
い
て
紹
介
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
，
学
生
諸
君
の
志
望
が
，

ど
ん
ど
ん
「
す
ぐ
に
で
も
入
社
し
た
い
」
と
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
い
い
こ

と
な
の
か
，
悪
い
こ
と
な
の
か
は
，
色
々
ご
意
見
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
，
少
な
く
と
も
そ
の
こ
と
に
対

し
て
や
は
り
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
か
ら
，
あ
る
程
度
の
就
職
情
報
も
提
供
し
な
い
と

い
け
な
い
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
も
，
ま
さ
に
そ
こ
の
と
こ
ろ
と
関
係
す
る
ん
で
す
。
本
来
的
に
は
い
ろ

い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
に
適
用
で
き
る
教
育
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
が
，
学
生
諸
君
か
ら
す
れ
ば
，

見
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
初
め
て
聞
く
と
や
は
り
強
い
関
心
を
持
つ
。
し
か
も
話
し
て
い
た
だ
く
方
は
そ

の
道
の
大
ベ
テ
ラ
ン
や
非
常
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
か
ら
，
ど
の
お
話
を
聞
い
て
も
お
も
し
ろ
い
，

興
味
深
い
。「

自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
な
る
の
は
当
た
り
前
で
し
て
，
そ
の
授
業
の
影
響
力
を
，
彼
ら

が
選
択
す
る
進
路
と
の
関
係
で
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
で
き
る
か
が
課
題
で
あ
り
責
任
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
私
は
学
生
に
，「

こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
話
し
す
る
け
れ
ど
も
，
企
業
内
法
務
に
行
っ
た
ら
い
い

よ
と
は
一
切
言
わ
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
授
業
を
聞
い
て
，「

自
分
は
向
か
な
い
な
」
と
思
っ
た
ら
や

め
て
も
ら
う
と
い
う
の
も
，
こ
の
授
業
の
価
値
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

 
例
え
ば
，
こ
の
授
業
を
受
け
た
人
の
半
分
が
，
す
ご
く
企
業
内
法
務
に
進
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
け
れ
ど
も
，
残
り
半
分
は
，
よ
く
聞
い
た
上
で
や
っ
ぱ
り
向
か
な
い
と
思
っ
た
と
す
る
と
，
そ
れ
は
こ

の
授
業
と
し
て
成
功
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
講
師
の
先
生
か
ら
は
魅
力
的
な
話
を
聞
き
ま
す

の
で
，
私
か
ら
は
ゲ
ス
ト
講
師
の
先
生
が
話
さ
な
い
大
変
な
部
分
も
あ
る
こ
と
を
話
し
て
，
と
り
あ
え
ず

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
。
た
だ
，
そ
こ
は
非
常
に
難
し
い
。
学
生
の
進
路
を
見
据
え
な
が
ら
と
い
う

の
は
非
常
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 ▼
 
企

業
内

で
の
キ

ャ
リ

ア
形
成

 

【
本
間
】
 
島
岡
さ
ん
に
伺
い
た
い
の
は
，
日
系
企
業
が
新
卒
で
法
科
大
学
院
の
卒
業
生
な
り
資
格
者
を

と
っ
た
と
き
に
彼
ら
の
２
０
年
，
３
０
年
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う
つ
く
り
，
ど
う
い
う
形
を
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
と
い
う
の
は
，
新
卒
で
採
用
し
て
も
，
ほ
か
へ
，
例
え
ば
営
業
に
は
移

動
さ
せ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
が
年
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
，
ポ
ス
ト
の
数
が
減
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
，
経
営
法
友
会
で
ど
う
い
う
ふ
う
な
議
論
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。
 

【
島
岡
】
 
経
営
法
友
会
で
は
全
て
議
論
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
，
や
っ
ぱ
り
法
科

大
学
院
生
あ
る
い
は
資
格
者
を
と
る
場
合
，
当
然
法
務
部
あ
る
い
は
法
務
機
能
の
あ
る
と
こ
ろ
に
直
結
し

資料７

28 / 78



 
-
17
-

た
人
材
と
し
て
考
え
る
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
会
社
の
規
模
に
も
業
種
に
よ
っ
て
も
違
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
，
将
来
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
く
と
，
最
近
は
も
う
少
し
間
口
を
広
く
し
て
，
い

わ
ゆ
る
法
務
部
だ
け
じ
ゃ
な
く
，
例
え
ば
人
事
で
も
調
達
で
も
経
営
企
画
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
職
能
に
法
律

知
識
は
要
る
の
で
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
拡
大
し
て
い
く
の
か
ど
う
か
。
逆
に
言
う
と
，
ご
本
人
が
，
特

に
弁
護
士
資
格
を
取
っ
て
い
る
人
が
，
法
務
部
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
，
ど
れ
ぐ
ら
い
抵
抗
が

あ
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
た
だ
処
遇
と
い
う
観
点
で
い
い
ま
す
と
，
会
社
に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す
が
，
資
格
を
持
っ
て
い
る
だ
け

で
優
遇
で
き
る
か
と
い
え
ば
，
法
務
部
で
す
ら
な
か
な
か
そ
う
で
な
い
会
社
が
多
い
も
の
で
す
か
ら
，
そ

れ
が
ほ
か
の
部
門
に
移
る
と
当
然
の
こ
と
な
が
ら
難
し
い
。
で
す
か
ら
，
資
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
ど
れ
く
ら
い
自
分
の
存
在
意
義
と
し
て
頑
張
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
，
今
ち
ょ
う

ど
個
々
人
に
問
わ
れ
て
，
動
い
て
い
る
時
期
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

私
は
，
資
格
者
を
今
ま
で
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
状
況
が
日
本
の
企
業
法
務
の
あ
り
方
だ

と
は
全
く
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
の
よ
う
に
法
務
部
に
非
弁
護
士
が
多
い
と
い
う
の
は
，
外
国
に
出
る
と

全
く
異
常
な
印
象
が
あ
り
，
私
自
身
も
随
分
そ
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
時
間
が
た
て
ば
，
法
曹
資

格
者
が
増
え
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
，
現
実
の
問
題
と
し
て
そ
う
一
遍
に
世
の
中
変
え
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
を
前
提
に
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
，
企
業
法
務
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
も
の
で
す
よ
と
，
あ
る
い
は
あ

る
程
度
そ
れ
を
考
え
な
が
ら
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
と
し
て
企
業
法
務
を
考
え
る
た

め
の
情
報
提
供
を
き
ち
ん
と
や
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
な
と
，
私
自
身
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 ▼
 
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

役
割

と
就
職

情
報

の
提
供

 

【
矢
部
】
 
今
島
岡
さ
ん
か
ら
ご
指
摘
の
あ
っ
た
点
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
起
き
て
い
る
法

科
大
学
院
新
卒
の
方
の
就
職
状
況
に
見
え
る
よ
う
な
，
旧
来
型
の
採
用
の
あ
り
方
に
合
わ
せ
た
形
で
就
職

対
応
的
に
や
っ
て
い
く
と
，
あ
っ
ち
行
っ
た
り
こ
っ
ち
行
っ
た
り
し
か
ね
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け
で
す
。

き
っ
と
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
切
り
離
し
て
や
っ
て
い
か
な
い
と
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
 

 
そ
れ
よ
り
も
，
や
は
り
将
来
を
見
据
え
て
，
企
業
内
法
務
と
い
う
分
野
で
仕
事
を
す
る
た
め
の
ス
キ
ル

な
り
領
域
な
り
を
ま
ず
は
確
認
す
る
と
い
う
よ
う
な
，
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
一
般
論
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
あ
っ
て
も
，
従
来
や
っ
て
い
た
個
別
の
分
野
を
縦
割
り
に
し
て
そ
れ
を
ひ
と
く
く
り
に
し
た
「
企

業
法
務
」
と
は
，
相
当
違
っ
た
も
の
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
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ひ
ま
わ
り
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
い
る
情
報
を
聞
く
と
，「

小
さ
な
法
務
部
で
自
分
た

ち
で
養
成
し
て
い
け
な
い
か
ら
法
科
大
学
院
卒
を
と
る
，
弁
護
士
資
格
が
あ
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
り
い
い
。

し
か
し
そ
う
い
う
人
た
ち
を
ど
う
置
い
た
ら
い
い
か
，
使
っ
た
ら
い
い
か
に
関
し
て
は
ノ
ー
ア
イ
デ
ア
」

と
い
う
ケ
ー
ス
が
相
当
数
あ
る
と
い
う
の
が
現
実
の
よ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
，
逆
に
採
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
側
に
も
，
こ
う
い
う
ふ
う
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
ん
で
す
よ
と
い
う
話
も
し
て
い
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
。
た
だ
，
そ
こ
ま
で
法
科
大
学
院
の
先
生
方
に
お
願
い
す
る
の
は
，
大
変
な
話
だ
な
と
い
う
感
じ

は
し
て
い
ま
し
て
，
そ
こ
は
ま
さ
し
く
日
弁
連
の
情
報
発
信
な
り
経
営
法
友
会
な
ど
の
情
報
交
換
な
り
で

何
と
か
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

だ
か
ら
そ
こ
の
情
報
は
重
要
な
ん
で
す
が
，
そ
こ
ま
で
法
科
大
学
院
の
授
業
の
中
に
盛
り
込
ん
で
設
計
す

る
の
は
ち
ょ
っ
と
大
変
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
 

【
本
間
】
 
難
し
い
。
そ
れ
は
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
路
線
と
し
て
は
２
通
り
必
要
な
の
か
も
し

れ
な
い
で
す
。
一
方
で
は
，
長
期
的
な
視
野
で
み
た
と
こ
ろ
の
企
業
内
法
務
と
い
う
の
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
と
い
う
話
。
も
う
一
方
は
，
法
務
部
に
入
っ
て
３
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
た
ち
に
講
師
を
や
っ
て
も
ら
っ

て
，
今
ど
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
企
業
内
弁
護
士
の
働
き
の
話
と
。
そ
こ
は
う
ま
く
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
お
か
な
い
と
。
夢
ば
か
り
与
え
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
矢
部
】
 
今
，
法
科
大
学
院
で
は
既
に
新
人
弁
護
士
が
チ
ュ
ー
タ
ー
み
た
い
に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
，
そ
れ
を
通
じ
て
情
報
が
流
れ
れ
ば
い
い
領
域
な
の
か
な
と
。
法
科
大
学
院
の
教
育

と
し
て
，
何
か
講
座
と
し
て
設
け
る
こ
と
を
考
え
た
場
合
に
は
，
も
う
少
し
長
い
目
で
見
た
基
本
の
核
み

た
い
な
も
の
を
追
求
し
た
ほ
う
が
い
い
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 ▼
 
企

業
内

法
務
を

意
識

し
た
法

科
大

学
院
教

育
に

盛
り
込

む
べ

き
も
の

 

①
 

社
会
人
基

礎
力

 

【
奥
邨
】
 
私
も
就
職
，
採
用
に
関
す
る
情
報
と
申
し
上
げ
て
い
る
ん
で
す
が
，
そ
れ
は
，
具
体
的
に
い

つ
ど
こ
の
企
業
が
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
採
用
し
て
い
る
か
，
と
い
う
情
報
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
。

企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
人
材
像
と
，
法
科
大
学
院
が
一
義
的
に
養
成
し
て
い
る
も
の
は
違
う
ん
で
す
ね
，

ど
う
し
て
も
。
そ
う
す
る
と
，
例
え
ば
，
企
業
の
方
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
言
わ
れ
て
も
，

学
生
た
ち
と
し
て
は
，
企
業
が
何
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
し
て
求
め
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な

い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
は
や
は
り
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
こ
れ
が
正
し
い
の
か

ど
う
か
別
で
す
が
，
例
え
ば
今
，
ど
こ
の
大
学
で
も
学
部
レ
ベ
ル
で
は
，
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
，
と
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
法
科
大
学
院
で
や
っ
て
き
た
か
と
い
え
ば
，

資料７

29 / 78



 
-
19
-

法
曹
の
基
礎
力
は
身
に
つ
け
た
と
思
う
ん
で
す
が
，
企
業
一
般
が
求
め
る
社
会
人
基
礎
力
と
呼
ば
れ
る
よ

う
な
能
力
に
つ
い
て
は
や
っ
ぱ
り
弱
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
こ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
る
と
い
う

こ
と
が
授
業
と
し
て
も
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
と
。
 

 
授
業
だ
け
で
は
な
い
と
も
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
，
企
業
の
人
事
の
方
が
見
た
ら
明
ら
か
に

法
科
大
学
院
生
は
弱
い
と
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
み
た
い
な
ん
で
す
。
な
ぜ
，
こ
ん
な
に
う
ち
の

企
業
や
業
界
の
研
究
を
し
て
な
い
の
，
志
望
動
機
が
弱
い
の
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。
 

 
私
，
学
生
諸
君
に
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
，
法
科
大
学
院
で
勉
強
し
ま
し
た
と
い
う
こ
と
を
面
接
で
言

っ
て
も
仕
方
な
い
と
。
法
科
大
学
院
生
を
と
ろ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
企
業
な
ん
で
す
か
ら
，
勉
強
し
て

い
て
当
た
り
前
な
ん
だ
と
。
そ
れ
プ
ラ
ス
，
私
は
こ
の
企
業
に
入
り
た
い
と
，
ち
ゃ
ん
と
伝
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
，
あ
な
た
が
企
業
に
向
い
て
い
る
か
ど
う
か
の
一
番
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
よ
と

い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
の
話
で
あ
り
ま
し
て
，
個
別
具
体
の
就
職
情
報
，
採
用
情
報

に
つ
い
て
は
さ
す
が
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
は
で
き
な
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
 

【
矢
部
】
 
ご
指
摘
の
点
は
，
お
そ
ら
く
私
が
申
し
上
げ
た
こ
と
と
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
そ
こ
は
確
か
に
必
要
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
特
に
法
科
大
学
院
に
行
く
タ
イ
プ
の
人
に
は
，
お
そ
ら

く
学
部
の
レ
ベ
ル
で
の
就
職
活
動
に
興
味
が
な
い
人
が
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
そ
こ
の
部
分
が
欠
落
し
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
。
そ
う
い
う
切
り
口
か
ら
入
っ
て
い
く
こ
と
で
，
必
要
な
ス
キ
ル
や
領
域
の

意
識
が
必
要
だ
，
と
い
う
こ
と
の
頭
出
し
に
な
る
の
で
，
そ
の
点
で
は
奥
邨
先
生
が
ご
指
摘
の
よ
う
な
こ

と
は
ま
さ
し
く
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
 

  
②

 
専
門
を

掘
り

下
げ
る

の
で

は
な
く

，
企

業
内
法

務
の

一
般
形

を
示

す
 

【
矢
部
】
 
た
だ
，
よ
く
法
科
大
学
院
の
先
生
方
と
お
話
し
し
て
，
議
論
が
か
み
合
わ
な
い
と
思
っ
て
き

た
こ
と
が
１
つ
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
「
先
端
・
展
開
科
目
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
る
。
み
ん
な
基
本

科
目
ば
っ
か
り
，
司
法
試
験
ば
っ
か
り
を
見
て
い
る
。
」
と
い
う
ご
指
摘
。
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
困
っ
た
現
実
で
あ
る
と
は
思
う
の
で
す
が
，
一
方
で
，
先
端
・
展
開
科
目
を
や
る
た
め

に
「
司
法
試
験
は
軽
く
な
る
べ
き
，
も
っ
と
小
さ
く
す
る
べ
き
だ
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
く
る
と
，
僕
は

逆
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
言
わ
れ
て
い
る
先
端
・
展
開
科
目
の
皆
さ
ん
の
考
え
は
，
ど
う
も

そ
の
分
野
の
最
先
端
ま
で
わ
か
る
の
が
実
務
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

で
も
法
科
大
学
院
で
そ
れ
を
教
え
る
の
は
違
う
だ
ろ
う
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
無
理
で
，
逆
に

そ
れ
は
自
分
が
実
務
家
に
な
っ
て
直
面
す
る
こ
と
で
，
そ
こ
を
見
据
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
教
育
を

し
て
い
た
だ
く
の
が
先
端
・
展
開
科
目
の
あ
り
よ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
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そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
，
企
業
内
法
務
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
現
実
的
に
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ

る
形
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は
，
奥
邨
先
生
が
ご
指
摘
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
含
め
て
，
そ
も
そ
も
法
律
家

に
な
る
と
か
，
な
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
と
，
社
会
人
的
な
能
力
は
な
き
ゃ
困
る

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
一
般
論
と
い
う
か
，
そ
う
い
っ
た
も
の
を
目
指
す
と
い
う
の
で
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
す
ご
く
タ
コ
つ
ぼ
に
掘
り
下
げ
る
ま
で
の
実
務
は
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
が

し
て
い
ま
す
。
 

【
本
間
】
 
で
も
「
先
端
・
展
開
科
目
」
な
る
も
の
を
い
く
ら
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
勉
強
し
て
き
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
，
実
務
に
入
っ
た
ら
，
ど
れ
ほ
ど
役
に
立
つ
か
。
 

【
矢
部
】
 
あ
っ
と
い
う
間
に
実
は
自
信
が
崩
壊
す
る
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
ね
，
現
場
に
行
っ
て
み
て
。
 

【
島
岡
】
 
広
い
意
味
で
，
法
科
大
学
院
の
魅
力
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
ま
す
と
，
そ
れ
が
必
修

で
な
い
に
せ
よ
，
こ
う
い
う
企
業
内
の
法
務
，
あ
る
い
は
公
務
員
，
海
外
，
そ
う
い
っ
た
も
の
を
あ
る
程

度
見
聞
き
し
て
，
自
分
の
就
職
の
，
あ
る
い
は
進
路
の
判
断
に
役
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
よ
い

の
で
し
ょ
う
。
少
な
く
と
も
試
験
の
合
格
率
だ
け
で
評
価
す
る
な
ん
て
い
う
こ
と
を
や
め
な
い
と
，
学
生

も
救
わ
れ
な
い
し
，
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
と
し
て
も
試
験
の
成
績
だ
け
で
採
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で
す
。
 

 
明
ら
か
に
経
営
法
友
会
の
中
に
も
，
将
来
的
に
法
科
大
学
院
生
を
と
り
た
い
，
機
会
が
あ
れ
ば
検
討
し

た
い
，
そ
れ
か
ら
資
格
者
も
と
り
た
い
と
い
う
傾
向
は
あ
り
ま
す
。
時
間
が
か
か
る
こ
と
は
事
実
で
す
か

ら
，
さ
っ
き
お
話
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
や
っ
ぱ
り
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
，
弁
護
士
に
な
っ
て
新
人
で
，
あ
る

い
は
経
験
者
で
働
こ
う
と
す
る
，
そ
れ
か
ら
資
格
を
取
ら
な
く
て
も
こ
う
い
う
姿
も
あ
り
得
ま
す
と
。
企

業
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い
る
姿
を
何
ら
か
の
形
で
見
せ
て
，
学
生
が
そ
れ
に
動
機
づ
け
を
感
じ
て
く
れ

る
，
あ
る
い
は
法
科
大
学
院
の
魅
力
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
私
は
ず
っ
と

申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
 

 
③

 
マ

イ
ン

ド
の

養
成

 

【
太
田
】
 
中
央
の
場
合
で
す
が
，
こ
の
科
目
を
立
ち
上
げ
た
い
と
私
自
身
が
思
っ
て
い
た
理
由
は
，
就

職
の
動
機
づ
け
で
企
業
法
務
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
，
科
目
を
通
じ
て
企
業
法
務

の
中
で
弁
護
士
を
し
て
お
ら
れ
る
方
，
あ
る
い
は
外
部
で
企
業
法
務
の
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
る

方
が
，
一
体
ど
う
い
う
立
場
で
，
ど
う
考
え
て
や
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
を
学
生
に
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
学
生
が
学
べ
る
こ
と
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
て
，
エ
ク
ス
タ
ー
ン
で
企
業
に
か
な
り

の
人
数
が
行
っ
て
い
る
の
は
，
非
常
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

 
し
か
し
，
こ
う
い
う
科
目
が
な
い
と
，
実
際
に
，
企
業
内
弁
護
士
っ
て
ど
う
い
う
点
が
大
事
な
の
か
，
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教
え
る
場
が
な
い
わ
け
で
す
。
す
ぐ
に
企
業
内
弁
護
士
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
，
数
年
後

だ
っ
て
可
能
性
は
あ
る
わ
け
で
，
あ
る
い
は
残
念
な
が
ら
受
か
ら
な
か
っ
た
人
が
将
来
企
業
を
選
択
す
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
対
象
は
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
す
が
，
し
か
し
，
企
業
の
中
で
の
弁
護
士
の
役
割
，
あ

る
い
は
企
業
法
務
に
対
す
る
弁
護
士
の
役
割
を
じ
か
に
学
生
に
対
し
て
教
え
る
，
実
際
の
経
験
に
基
づ
い

て
話
し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
何
ら
か
の
形
で
後
に
い
き
る
と
い
う
こ
と
で
，
今
の
と
こ
ろ
十
分

じ
ゃ
な
い
か
。
 

 
私
自
身
も
企
業
法
務
部
と
の
お
つ
き
合
い
が
結
構
あ
る
わ
け
で
す
が
，
企
業
の
中
で
弁
護
士
が
活
躍
す

る
に
は
や
は
り
時
間
が
か
か
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
学
生
か
ら
弁
護
士
に
な
っ
た
と
き
の
意
識
，

企
業
の
い
ろ
い
ろ
な
カ
ル
チ
ャ
ー
，
サ
イ
ズ
が
あ
り
，
す
ぐ
に
活
躍
で
き
る
場
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難

し
い
。
し
か
し
徐
々
に
で
す
け
れ
ど
も
，
こ
う
い
う
科
目
を
通
じ
て
学
生
の
意
識
や
関
心
を
高
め
る
と
い

う
こ
と
が
な
い
と
，
な
か
な
か
進
ん
で
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
持
ち
で
す
ね
。
 

 
で
す
か
ら
，
あ
ま
り
就
職
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
わ
け
で
な
く
，
ち
ょ
っ
と
長
期
的
な
意

味
で
こ
の
科
目
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
 

【
小
林
】
 
全
く
同
じ
で
す
。
先
程
太
田
教
授
か
ら
も
，
細
か
な
専
門
知
で
は
な
く
て
マ
イ
ン
ド
を
大
事

に
し
た
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
，
ひ
と
つ
に
は
，
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
，
法
律
の
世
界
と
い
う
の
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
，
例

え
ば
，
元
本
と
利
息
と
い
う
概
念
で
す
が
，
私
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
や
っ
て
い
て
，
利
息
の
中
に
も
う
け

が
あ
る
と
見
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
，
売
掛
代
金
の
場
合
は
元
本
の
中
に
も
う
け
が
あ
る
わ
け
で
す
が
，

こ
の
違
い
が
法
律
上
反
映
さ
れ
て
な
い
わ
け
で
す
。
倒
産
法
に
し
て
も
何
に
し
て
も
。
こ
れ
っ
て
企
業
の

方
に
話
せ
ば
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
あ
る
い
は
先
日
，
民
法
改
正
で
法
定
利
息
５
％
に
つ
い
て
さ
ん
ざ
ん
議

論
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
，
法
律
の
教
科
書
で
勉
強
し
て
き
た
人
は
，
改
正
す
る
必
要
を
実
感
し
て
い

な
い
。
企
業
の
方
に
言
わ
せ
れ
ば
，
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
と
，
５
％
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
よ
と
い
う

話
が
出
ま
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
ひ
と
つ
と
っ
て
も
，
そ
の
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
な
い
と
，
新
聞

記
事
１
つ
読
め
な
い
，
法
改
正
の
議
論
が
で
き
な
い
，
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
 

 
今
の
話
は
一
例
で
す
が
，
そ
う
い
う
意
味
で
生
の
声
を
聞
い
て
勉
強
し
て
い
く
と
い
う
マ
イ
ン
ド
を
持

つ
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
。
全
１
４
回
な
ん
て
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
法
律
の
世
界
そ
の
も
の
が
随
分
遅

れ
た
も
の
を
い
っ
ぱ
い
抱
え
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
，
教
科
書
で
し
か
勉
強
し
て
き
て
い
な
い
学
生
に
対

し
て
社
会
を
見
る
た
め
の
ど
う
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
作
っ
て
や
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
中
心
な
の
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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▼
 
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

内
容

と
成
績

評
価

 

【
小
林
】
 
そ
の
関
連
で
，
１
つ
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
，
成
績
評
価
で
す
。
神
戸
大
学
で
は

合
否
だ
け
と
い
う
ご
指
摘
が
あ
っ
た
か
と
思
う
の
で
す
が
，
今
の
私
ど
も
の
，
マ
イ
ン
ド
を
教
え
ら
れ
れ

ば
い
い
，
だ
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
評
価
す
る
必
要
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
，
あ
る
種
共
感
し
た

と
こ
ろ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
。
 

【
中
川
】
 
ま
さ
に
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
合
否
の
判
定
の
み
と
い
う
の
は
，
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
や
っ
て
い
る
評
価
で
す
。
こ
の
授
業
は
ス
キ
ル
を
教
え
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
，
現
実
に

そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
の
経
験
談
を
聞
く
。
先
ほ
ど
の
法
定
利
息
の
話
じ
ゃ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
，
学
生

は
何
も
感
じ
な
い
。
あ
る
い
は
学
者
も
あ
ま
り
感
じ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
（
笑
）
。
自
分
の
懐
の
話
じ

ゃ
な
い
の
で
，
ス
ル
ー
す
る
ん
で
す
。
 

 
し
か
し
実
際
に
企
業
に
入
る
と
，
幾
ら
だ
よ
と
額
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
自
分
の
問
題
に
な
る
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
授
業
っ
て
意
外
に
な
い
ん
で
す
ね
。
通
常
の
授
業
は
，
規
範
が
こ
う
で
そ
れ
を
あ
て
は
め

る
と
ど
う
な
る
と
い
っ
た
ス
キ
ル
ば
っ
か
り
や
り
ま
す
の
で
，
実
感
が
伴
わ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
，

リ
ア
ル
に
話
し
て
く
れ
と
お
願
い
を
し
て
い
る
の
は
，
ま
さ
に
マ
イ
ン
ド
な
い
し
は
現
実
感
で
す
ね
。
こ

ん
な
こ
と
が
起
き
た
ら
こ
ん
な
ふ
う
に
な
り
，
１
つ
の
こ
と
で
こ
ん
な
に
大
損
す
る
ん
だ
よ
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
，
逆
に
そ
の
ス
キ
ル
の
勉
強
の
背
後
に
あ
る
面
白
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
狙

い
で
す
。
 

 
と
い
う
こ
と
で
，
通
常
の
期
末
試
験
は
不
可
能
な
ん
で
す
。
そ
こ
で
，
こ
れ
は
実
務
科
目
に
し
て
い
る

ん
で
す
，
展
開
・
先
端
科
目
で
は
な
く
て
。
要
す
る
に
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
と
い

う
整
理
を
し
た
わ
け
で
す
。
 

【
太
田
】
 
そ
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い
か
。
先
ほ
ど
の
報
告
の
と
こ
ろ
で
ち
ょ
っ
と
お
話

し
し
た
問
題
提
起
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
が
。
 

【
中
川
】
 
認
証
評
価
に
対
し
て
は
，
む
し
ろ
こ
れ
は
今
ま
で
な
か
っ
た
授
業
で
す
の
で
，
今
ま
で
み
た

い
な
基
本
法
律
科
目
み
た
い
な
，
あ
あ
い
う
基
準
で
評
価
し
た
ら
困
る
と
い
う
こ
と
を
先
に
言
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

【
太
田
】
 
慶
應
さ
ん
の
場
合
は
ど
う
い
う
。
 

【
奥
邨
】
 
慶
應
の
場
合
，
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ゼ
ミ
と
講
義
の
中
間
の
よ
う
な
形
に
位
置
づ
け
て
，
全

科
目
が
従
来
の
通
常
型
の
評
価
を
や
っ
て
い
ま
す
。
企
業
内
リ
ー
ガ
ル
セ
ク
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
，
そ
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
の
で
，
現
状
は
同
じ
よ
う
に
評
価
を
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
，
科
目
の
位
置
づ
け
を
変
え
る
こ
と
も
含
め
て
，
パ
ス
・
フ
ェ
イ
ル
・
ベ
ー
ス
に
す
る
か
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ど
う
か
と
い
う
議
論
は
ず
っ
と
あ
り
ま
す
。
 

 
た
だ
一
方
で
，
学
生
諸
君
に
か
な
り
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
て
・
・
・
一
生
懸
命
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
負
荷
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
，

で
も
パ
ス
ベ
ー
ス
で
す
と
い
う
と
学
生
諸
君
と
し
て
は
，
か
な
り
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
悪
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
，
そ
こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
非
常
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 
一
方
で
例
の
標
準
偏
差
を
と
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
問
題
と
の
加
減
の
中
で
ど
う
し
て
い
く
か
と

い
う
の
は
，
学
生
の
納
得
性
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
，
そ
こ
は
試
行
錯
誤
で
進
む
し
か
な
い
と
は
思
っ

て
い
ま
す
。
 

 
た
だ
，
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
，
新
し
い
領
域
と
し
て
公
共
政
策
や
海
外
支
援
な
ど
と
併
せ
て
「
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
ま
と
ま
り
の
う
ち
の
１
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
，
こ
の
ま
と
ま
り

全
体
で
ど
う
す
る
か
を
考
え
，
何
と
か
妥
当
な
と
こ
ろ
を
，
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

【
矢
部
】
 
パ
ス
ベ
ー
ス
と
ト
レ
ー
ド
オ
フ
す
る
か
は
，
す
ご
く
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
よ
ね
。
例
え
ば

私
が
中
央
で
や
っ
た
授
業
は
，
基
本
パ
ス
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
，
授
業
を
で
き
る
だ
け
軽
く
し

て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
な
い
と
学
生
が
と
ら
な
い
か
ら
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
気

持
ち
と
し
て
わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
で
す
よ
ね
，
現
状
か
ら
し
ま
す
と
。
 

【
本
間
】
 
何
を
基
準
に
し
て
パ
ス
ベ
ー
ス
に
す
る
か
も
問
題
で
す
よ
ね
。
 

【
中
川
】
 
レ
ポ
ー
ト
は
出
せ
ま
す
よ
ね
。
講
師
の
方
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
が
我
々
も
読
む
。
す

る
と
，
た
く
さ
ん
や
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
わ
か
り
ま
す
。
 

【
矢
部
】
 
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ん
か
は
，
ま
さ
し
く
そ
う
や
っ
て
い
た
だ
い
た
。
他
方
で
，
リ
ー

ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
も
の
だ
と
，
な
か
な
か
大
変
な
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
し
た
。
あ
と
は
，
試
験
を
す
る
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
 

【
本
間
】
 
そ
う
で
す
ね
。
で
も
，
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
多
い
と
，
人
そ
れ
ぞ
れ
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

が
ま
る
で
違
う
の
で
，
な
か
な
か
大
変
で
し
ょ
う
ね
。
 

【
中
川
】
 
慶
應
の
取
組
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
中
心
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
，
プ
ラ
ス
ゲ
ス
ト
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
，
統
一
し
て
伝
え
た
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
の
部
分
を
テ
ス
ト
す
る
と
。
 

 ▼
 
ロ

ー
ル

プ
レ
イ

の
方

法
 

【
太
田
】
 
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
科
目
の
中
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
い
う
回
を
２
回
，

用
意
し
て
い
ま
す
。
学
生
が
何
ら
か
の
形
で
も
う
少
し
積
極
的
な
体
験
を
で
き
れ
ば
な
と
い
う
こ
と
で
，

今
小
林
先
生
が
シ
ナ
リ
オ
を
一
生
懸
命
考
え
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
が
。
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こ
う
い
う
よ
う
な
取
り
組
み
と
い
う
の
は
，
慶
應
あ
る
い
は
一
橋
，
あ
る
い
は
神
戸
で
は
お
考
え
に
は

な
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。
 

【
中
川
】
 
最
初
は
考
え
て
い
た
の
で
す
が
，
準
備
が
相
当
大
変
な
の
と
，
お
そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
３
，

４
回
の
コ
マ
数
が
必
要
だ
と
。
そ
う
し
ま
す
と
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
悪
く
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
も
う
１

つ
講
座
を
つ
く
る
の
で
あ
れ
ば
，
そ
ち
ら
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
半
分
ぐ
ら
い
入
れ
た
，
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
も
の
も
あ
り
得
る
と
。
む
し
ろ
，
今
回
は
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
，
最
初
か
ら
か
な
り
割
り
切

っ
て
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
う
ま
く
回
る
よ
う
で
あ
れ
ば
，
今
度
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
入
れ
て
，
ち
ょ
っ

と
ず
つ
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
，
２
年
目
以
降
で
す
。
 

【
奥
邨
】
 
も
と
も
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
授
業
で
は
，
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
大
体
取
り
入
れ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め
，
そ
れ
ら
と
の
関
係
で
私
も
何
か
を
入
れ
よ
う
と
。
 

 
た
だ
難
し
い
の
が
，
学
生
の
選
択
科
目
が
ば
ら
ば
ら
で
す
の
で
，
同
じ
レ
ベ
ル
で
何
か
す
る
と
い
う
こ

と
が
や
り
に
く
い
わ
け
で
す
。
売
買
の
基
本
契
約
の
よ
う
な
も
の
だ
と
，
民
法
に
な
る
の
で
よ
さ
そ
う
で

す
が
，
基
本
契
約
な
ん
て
滅
多
に
見
直
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
，
リ
ア
ル
感
が
あ
り
ま
せ
ん
し
，

大
体
大
ま
か
な
こ
と
し
か
書
い
て
い
な
い
も
の
な
の
で
，
丁
々
発
止
交
渉
す
る
材
料
に
は
し
づ
ら
い
。
そ

こ
で
，
学
生
諸
君
と
し
て
は
ふ
だ
ん
見
た
こ
と
も
な
い
も
の
を
や
る
ほ
う
が
，
何
か
や
っ
た
気
が
す
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
，
企
業
に
入
っ
た
ら
最
初
の
こ
ろ
扱
う
機
会
も
多
い
で
あ
ろ
う
，
Ｎ
Ｄ
Ａ
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
 

 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
は
，
学
生
諸
君
が
あ
る
程
度
問
題
を
自
分
の
も
の
と
し
て
引
き
つ
け
る
考
え
る
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
，
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
時
間
を
と
ら
れ
ま
す
の
で
，
全
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
悩
ま

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
は
，
２
コ
マ
分
割
し
て
い
ま
す
が
，
そ
れ
で
で
い
い
か
と
言
わ
れ
る
と
，
か
な
り

微
妙
で
す
ね
。
 

【
本
間
】
 
こ
の
点
は
，
こ
う
い
っ
た
研
修
を
考
え
る
と
き
の
ジ
レ
ン
マ
な
ん
で
す
。
興
味
深
い
事
例
っ

て
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
よ
。
丁
寧
に
説
明
す
れ
ば
，
法
律
の
知
識
が
な
く
て
も
で
き
る
ん
で
す
。
具
体

的
な
話
に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
法
律
の
知
識
が
要
ら
な
く
な
る
ん
で
す
ね
。
た
だ
，
企
業
内
弁
護
士
は
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
が
１
人
し
か
い
な
い
の
で
，
具
体
的
に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ど
こ
の
事
案
か
特
定
で
き
ち
ゃ
う
。
 

【
太
田
】
 
我
々
は
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
要
件
事
実
を
教
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
生
が

い
つ
も
考
え
，
学
ん
で
い
る
こ
と
は
，
一
定
の
事
実
を
基
に
し
た
一
定
の
判
断
で
す
よ
ね
。
 

 
と
こ
ろ
が
企
業
法
務
の
コ
ア
な
部
分
は
，
事
実
が
動
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
翌
日
に
な
る
と
ま

た
違
う
事
実
が
出
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
企
業
法
務
の
中
で
扱
っ
て
い
る
と
。
時
的
な
動
き
，
そ

れ
か
ら
事
実
が
揺
れ
動
い
て
，
そ
し
て
そ
こ
に
利
益
が
い
ろ
い
ろ
絡
ん
で
く
る
。
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だ
か
ら
，
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
は
，
本
間
先
生
が
ま
さ
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
，
あ
ま
り
法
律
問
題
が

な
く
て
も
，
事
実
の
動
き
を
ヒ
ン
ト
と
し
て
学
生
が
，
あ
，
こ
れ
が
お
も
し
ろ
い
ん
で
す
よ
ね
と
，
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
つ
か
み
，
そ
れ
が
企
業
法
務
に
対
す
る
意
識
の
と
こ
ろ
に
つ
な
が
る
と
い
う
。
そ
の
辺
が

何
か
で
き
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
っ
て
い
る
け
ど
。
 

【
本
間
】
 
常
に
法
的
判
断
と
し
て
も
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
で
は
な
い
わ
け
。
そ
れ
だ
っ
た

ら
誰
も
苦
労
し
な
い
。
 

 
事
例
は
つ
く
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
，
ソ
ー
ス
を
隠
し
て
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
か
が
大
変
。
逆
に
言
う

と
，
い
ろ
い
ろ
な
企
業
内
弁
護
士
か
ら
話
を
聞
い
て
ヒ
ン
ト
を
得
な
が
ら
，
モ
デ
ル
事
案
を
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
の
先
生
方
が
作
ら
れ
て
教
材
に
さ
れ
る
と
か
。
 

【
小
林
】
 
そ
の
加
工
も
本
当
に
う
ま
く
や
ら
な
い
と
だ
め
な
ん
で
す
ね
。
そ
こ
は
大
変
で
す
。
 

【
阿
部
】
 
一
橋
で
は
，
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
関
係
で
い
い
ま
す
と
，
上
智
大
学
の
法
科
大
学
院
が
メ
イ
ン

で
企
画
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
１
０
名
程
度
と
限
ら
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
実
は
そ
の
前
段
階
と
し
て
学
部
生
を
対
象
に
し
た
模
擬
仲
裁
と
ビ
ジ
ネ
ス
交
渉
大

会
と
い
う
の
が
や
は
り
上
智
大
学
で
企
画
さ
れ
て
い
ま
し
て
，
学
部
生
の
準
拠
法
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｌ
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
が
，
そ
れ
を
日
本
法
に
置
き
か
え
た
も
の
で
，
２
月
に
問
題
が
出
て
，
３
月
に

３
日
間
か
け
て
模
擬
調
停
，
そ
れ
か
ら
模
擬
仲
裁
と
い
う
順
番
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ

は
非
常
に
学
生
の
勉
強
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 

 
長
島
・
大
野
の
弁
護
士
さ
ん
が
３
０
名
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
，
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
る
と
い

う
非
常
に
い
い
機
会
で
す
。
学
生
同
士
の
交
流
に
も
な
り
ま
す
し
，
先
生
と
の
お
話
も
で
き
ま
す
し
。
そ

こ
で
具
体
的
な
問
題
に
置
き
か
え
た
と
き
に
，
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
決
し
て
答
え
は
１
つ

じ
ゃ
な
い
。
で
は
ど
れ
が
一
番
い
い
ロ
ジ
ッ
ク
な
の
か
，
ど
れ
が
一
番
説
得
力
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
と
，
や
は
り
法
律
知
識
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
交
渉
力
が
１
つ
の
キ
ー
に
な
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
語
学
力
と
い
う

よ
り
も
む
し
ろ
交
渉
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
，
そ
う
い
っ
た
模
擬
交
渉
と
い
う
の
も
す
ご
く
役
に
立
つ

の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。
 

 
で
は
一
橋
と
し
て
ど
う
か
と
い
え
ば
，
な
い
ん
で
す
。
模
擬
裁
判
は
非
常
に
力
を
入
れ
て
や
っ
て
き
て

い
ま
す
。
あ
と
は
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
，
こ
れ
を
補
う
よ
う
な
形
で
，
単
位
が
つ
か
な
い
の
で
す
が
，

私
が
担
当
し
て
自
主
的
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

 ▼
 
企

業
内

で
求
め

ら
れ

る
力
と

司
法

修
習
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【
阿
部
】
 
企
業
法
務
の
今
後
の
方
向
性
を
考
え
る
と
，
や
は
り
私
が
企
業
法
務
に
入
っ
た
三
十
数
年
前

と
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
企
業
の
中
で
は
，
学
部
卒
か
ら
３
年
間
の
初
級
教
育
，
さ
ら
に
３
年
間
の

中
級
教
育
と
果
て
し
な
い
上
級
教
育
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
か
な
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
中
で
，
採
用
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
学
部
生
よ
り
も
や
っ
ぱ
り
法
科
大
学
院
修
了
生
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
，
か
つ
そ
の
修

了
生
の
中
で
も
や
っ
ぱ
り
合
格
者
が
い
い
と
い
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
て
い
る
し
，

現
場
の
声
も
，
３
年
間
か
け
て
初
等
教
育
す
る
暇
は
な
い
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
法
科
大
学
院
の
人
を
と

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
ん
で
す
。
そ
う
な
る
と
，
お
そ
ら
く
３
年
間
の
初
等
教
育
と
い
う
の
は

も
う
法
科
大
学
院
で
勉
強
し
て
き
て
よ
と
期
待
さ
れ
て
い
る
と
。
で
な
き
ゃ
，
法
科
大
学
院
の
人
を
と
る

意
味
が
あ
ま
り
な
く
な
っ
て
き
て
，
さ
ら
に
そ
の
合
格
者
を
前
提
に
す
る
と
修
習
も
行
っ
て
い
た
だ
く
と

す
る
と
最
長
で
３
年
プ
ラ
ス
１
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
抱
え
て
企
業
に
入
る
形
に
な
る
。
そ
う
し
た
ら
，
そ

の
方
が
直
接
企
業
内
法
務
に
入
っ
て
い
く
か
，
あ
る
い
は
弁
護
士
事
務
所
を
経
て
入
っ
て
い
く
か
，
ど
っ

ち
に
し
て
も
，
や
っ
ぱ
り
初
期
の
部
分
は
教
え
て
お
い
て
あ
げ
な
い
と
本
人
が
苦
労
す
る
の
で
は
な
い
の

か
な
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。
会
社
に
入
っ
て
１
年
の
ブ
ラ
ン
ク
っ
て
相
当
大
き
い
で
す
か
ら
，
そ
の

後
３
年
間
，
４
年
間
な
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
て
入
っ
て
く
る
人
が
ス
ム
ー
ズ
に
企
業
法
務
の
仕
事
に
入

っ
て
い
け
る
よ
う
に
，
法
科
大
学
院
と
し
て
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
埋
め
て
あ
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
か

な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

【
本
間
】
 
そ
れ
に
関
し
て
は
極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
質
問
な
の
で
す
が
。
１
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
，
あ

る
い
は
弁
護
士
資
格
が
あ
る
こ
と
，
法
曹
有
資
格
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
弁
護
士
で
あ
る
こ
と
の
意
義

な
り
，
価
値
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
を
含
め
て
，
そ
の
辺
は
，
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
研
究
，
あ
る
い
は
教

育
内
容
と
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
な
の
か
な
と
い
う
の
が
弁
護
士
と
し
て
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
な

ん
で
す
け
れ
ど
も
。
ブ
ラ
ン
ク
と
言
わ
れ
る
と
，
え
？
と
思
っ
ち
ゃ
う
。
 

【
阿
部
】
 
会
社
に
入
っ
て
実
務
を
経
験
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
意
味
で
ブ
ラ
ン
ク
と
申
し
上
げ
ま
し

た
。
 

【
本
間
】
 
そ
の
辺
，
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

【
矢
部
】
 
そ
の
辺
は
私
も
ち
ょ
っ
と
気
に
し
て
い
ま
す
。
目
線
の
違
い
だ
け
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
，
確
か
に
そ
う
言
わ
れ
か
ね
な
い
ぐ
ら
い
司
法
修
習
は
残
念
な
が
ら
法

廷
の
中
の
話
だ
け
を
見
ち
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
確
か
に
企
業
法
務
な
り
企
業
内
法
務
か
ら
見
た
と
き

に
は
何
や
っ
て
い
る
の
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
，
や
っ
ぱ
り
何
と
な
く
ぽ
っ
か
り
あ
い
た
ブ
ラ
ン
ク
が
見

え
る
と
。
そ
う
い
う
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
な
と
は
理
解
は
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
 

【
阿
部
】
 
お
そ
ら
く
付
加
価
値
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
，
そ
の
部
分
は
。
そ
の
付
加
価
値
が
会
社
の
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業
態
に
よ
っ
て
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
会
社
も
あ
れ
ば
，
そ
れ
よ
り
も
も
う
ち
ょ
っ
と
違
う
こ
と
を
覚
え

て
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
 

【
本
間
】
 
業
態
と
い
う
か
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
問
題
だ
と
僕
は
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
 

【
矢
部
】
 
先
日
，
大
学
基
準
協
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
，
ど
う
い
う

能
力
が
必
要
か
と
い
う
点
に
関
し
て
花
王
の
杉
山
さ
ん
が
話
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
，
聞
い
て
い
て
全
く

何
の
異
議
も
な
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
っ
て
全
部
１
年
生
の
弁
護
士
で
も
必
要
な
能
力
で
す
よ
ね

と
。
た
だ
発
現
の
形
態
と
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
お
作
法
が
違
う
だ
け
の
話
で
あ
っ
て
，
こ
れ
は
同
じ
だ

よ
ね
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
そ
こ
で
も
う
一
つ
気
が
つ
い
た
の
は
，
司
法
修
習
は
全
く
そ
の
こ
と
を
意
識

し
て
な
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
全
く
意
識
し
て
な
い
か
ら
，
と
に
か
く
お
作
法
と
形
ば
っ
か
り
教
え

る
方
向
に
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
い
っ
て
い
る
の
で
，
こ
れ
は
確
か
に
企
業
法
務
と
か
企
業
内
法
務
の
面
か
ら

見
た
ら
，
こ
の
訓
練
１
年
ほ
ん
と
う
に
何
の
価
値
が
あ
る
の
か
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
よ
な
と
い
う
の
も
，

改
め
て
思
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。
 

【
奥
邨
】
 
若
干
視
点
を
変
え
て
お
話
し
ま
す
と
，
入
社
し
た
本
人
た
ち
の
感
覚
と
し
て
，
２
７
，
８
歳

の
自
分
と
年
齢
同
期
の
働
き
方
と
を
見
て
，
自
分
が
ま
さ
に
１
年
生
で
あ
る
と
い
う
と
い
う
事
実
に
か
な

り
焦
り
を
感
じ
て
い
る
と
，
私
は
思
い
ま
す
。
 

 
 
や
っ
て
い
る
こ
と
の
内
容
は
あ
る
と
し
て
も
，
そ
れ
と
は
別
の
次
元
で
本
人
達
に
は
焦
り
が
あ
る
し
，

会
社
側
も
２
７
，
２
８
才
と
見
て
し
ま
う
と
，
あ
れ
，
ち
ょ
っ
と
頼
り
な
い
と
な
る
。
そ
れ
は
会
社
で
の

経
験
年
数
が
足
り
な
い
か
ら
当
然
な
ん
で
す
ね
。
た
だ
，
島
岡
さ
ん
が
よ
く
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
，
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
修
了
者
は
，「

発
射
台
が
高
い
」
の
で

，
人
が
５
年
か
か
る
と
こ
ろ
を
２
年
，
３
年
で
追
い
つ
い

て
く
れ
る
か
ら
絶
対
大
丈
夫
だ
と
私
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
，
最
初
の
本
人
た
ち
の
不
安
感
は
強
い
の

か
な
と
は
思
い
ま
す
ね
。
 

【
島
岡
】
 
採
る
ほ
う
の
問
題
な
ん
で
し
ょ
う
ね
，
結
局
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
見
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
。
 

【
太
田
】
 
今
の
修
習
は
ど
う
か
と
言
わ
れ
る
と
難
し
い
で
す
が
，
１
年
間
と
い
っ
て
も
１
年
間
丸
々
い

つ
も
裁
判
実
務
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
，
そ
の
う
ち
の
数
カ
月
だ
と
思
う
し
，
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
よ
う
に
実
際
の
事
実
と
い
う
の
を
，
修
習
の
間
見
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
し
て
プ
ラ
ス
刑
事
事

件
も
見
て
い
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
や
は
り
貴
重
だ
と
僕
は
す
ご
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
修
習
に
い

ろ
い
ろ
批
判
は
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
，
こ
れ
は
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
と
い
え
ば
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

ー
だ
け
ど
，
実
際
上
も
す
ご
く
価
値
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
ね
。
 

 
だ
か
ら
，
先
ほ
ど
カ
ル
チ
ャ
ー
と
お
話
し
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
や
は
り
企
業
法

務
の
中
で
も
弁
護
士
の
力
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
。
そ
れ
は
時
間
か
か
る
で
し
ょ
う
。
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も
ち
ろ
ん
，
入
っ
て
す
ぐ
の
弁
護
士
よ
り
，
長
年
企
業
法
務
に
お
勤
め
に
な
っ
て
い
る
方
の
ほ
う
が
知
識

と
か
経
験
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
，
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
は
そ
こ
を
埋
め
る
十
分
な
余
力
が
そ
こ

か
ら
出
て
く
る
ん
で
は
な
い
か
な
と
。
若
手
弁
護
士
は
伸
び
率
と
い
う
か
伸
び
代
は
結
構
あ
る
ん
で
は
な

い
か
な
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
け
ど
ね
。
 

【
島
岡
】
 
そ
れ
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
私
も
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
，
や
は
り
統
計
を
と
っ
て

み
て
も
，
話
を
し
て
み
て
も
，
大
手
企
業
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
自
分
で
育
成
す
る
期
間
を
長
く
と
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
，
学
部
卒
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
人
を
５
年
か
け
て
育
成
す
る
と
し
ま
す
。
他

方
で
法
科
大
学
院
の
卒
業
生
で
普
通
に
入
っ
て
く
る
と
そ
の
ぐ
ら
い
の
年
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
，
奥
邨

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
学
部
卒
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
て
自
分
で
教
育
す
る
人
と
，
そ
れ
か

ら
弁
護
士
資
格
な
り
持
っ
て
い
る
人
と
を
，
や
は
り
比
較
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
，
法
律
実
務
と

い
う
観
点
で
は
な
く
て
あ
く
ま
で
企
業
法
務
の
現
実
問
題
に
組
織
内
の
人
間
と
し
て
ど
れ
だ
け
対
応
で
き

る
か
と
い
う
観
点
だ
け
で
今
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
 

問
題
は
，
経
営
法
友
会
で
も
話
し
て
い
ま
す
と
，
や
は
り
中
小
の
企
業
に
と
っ
て
み
る
と
そ
ん
な
余
裕

も
な
い
の
で
即
戦
力
に
し
た
い
と
い
う
と
き
に
比
較
的
経
験
者
が
欲
し
い
と
。
そ
れ
は
資
格
者
じ
ゃ
な
く

て
も
い
い
，
と
に
か
く
経
験
し
て
い
る
人
が
欲
し
い
と
い
う
方
向
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
る
べ
き
で
す
。
で
す
か
ら
な
か
な
か
難
し
い
で
す
け
れ
ど
も
，
法
科
大
学
院
が
ど
の
レ
ベ
ル
の

人
で
ど
う
い
う
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
を
す
る
人
を
想
定
す
る
の
か
。
幾
つ
か
モ
デ
ル
が
あ

っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
，
小
さ
い
な
ら
小
さ
い
な
り
に
頑
張
っ
て
い
る
会
社
で
新
人
で
も
頑
張

れ
る
。
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
刺
激
を
受
け
て
大
学
院
を
出
て
会
社
に
入
り
ま
す
と
い
う
ふ
う
に
す
る
人

も
い
れ
ば
，
あ
る
い
は
経
験
を
し
て
資
格
を
取
っ
て
も
っ
と
あ
る
意
味
で
は
ば
り
ば
り
や
り
た
い
と
い
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

 ▼
 
企

業
内

弁
護
士

の
キ

ャ
リ
ア

の
将

来
・
現

実
 

【
本
間
】
 
現
実
の
話
と
し
て
申
し
上
げ
る
と
，
い
い
・
悪
い
は
別
と
し
て
，
先
ほ
ど
話
の
出
た
司
法
修

習
の
価
値
，
そ
れ
を
通
し
て
要
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
価
値
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
，
現
実
の
問
題
と
し
て
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
価
値
を
認
め
る
企
業
は
，
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
経
験
者
を
と
る
ん
で
す
。
実
際
，
今
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
あ
っ
て
結
構
と
れ

る
ん
で
す
ね
。
募
集
を
か
け
る
と
，
５
０
期
前
半
か
ら
中
盤
ぐ
ら
い
の
弁
護
士
が
１
０
人
，
２
０
人
と
い

う
単
位
で
応
募
し
て
き
ま
す
。
し
か
も
例
え
ば
管
理
職
の
一
番
下
ぐ
ら
い
で
，
普
通
の
給
料
で
と
れ
ち
ゃ

う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
か
な
り
深
刻
な
問
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題
な
の
か
な
と
い
う
気
は
し
ま
す
。
 

 
だ

か
ら

，
非

常
に

き
つ

い
言

い
方

で
申

し
わ

け
な

い
ん

だ
け

れ
ど

も
，

ガ
ラ

パ
ゴ

ス
化

と
い

う
か

 
 

 

天
井
が
で
き
ち
ゃ
う
と
い
う
か
，
あ
ま
り
安
易
に
考
え
ら
れ
て
も
困
る
な
と
い
う
気
は
し
ま
す
よ
ね
。
こ

れ
は
も
う
，
良
い
・
悪
い
じ
ゃ
な
く
て
，
現
実
の
問
題
と
し
て
そ
う
な
っ
て
い
て
。
初
め
て
法
務
部
を
つ

く
る
の
に
経
験
者
を
と
る
と
い
っ
て
弁
護
士
経
験
３
年
目
の
人
間
を
と
る
な
よ
と
思
い
ま
す
が
。
 

 
だ
か
ら
，
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
，
厳
し
さ
な
り
リ
ス
ク
も
含
め
て
ち
ゃ
ん
と
情
報
は

提
供
し
な
い
と
結
局
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
な
と
。
企
業
の
中
に
入
る
と
，
も
う
職
務
分
掌
は
決
ま

っ
て
い
て
，
一
生
懸
命
真
面
目
に
や
れ
ば
何
と
か
な
る
よ
と
思
う
人
，
多
い
ん
で
す
よ
。
私
の
考
え
だ
と
。
 

【
中
川
】
 
キ
ャ
リ
ア
の
厳
し
さ
は
，
企
業
内
だ
け
で
な
く
事
務
所
の
弁
護
士
で
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
の
で
，
そ
ん
な
に
私
は
強
調
し
な
く
て
も
い
い
か
な
と
。
ど
っ
ち
に
し
た
っ
て
こ
の
後
に
競
争
は
ず

っ
と
待
っ
て
い
る
ん
で
す
，
専
門
職
の
中
で
。
極
端
に
楽
観
的
な
人
は
ど
こ
に
も
い
ま
し
て
，
学
生
の
中

に
も
い
ま
す
が
，
そ
れ
は
別
と
し
て
，
僕
は
，
企
業
法
務
だ
か
ら
そ
こ
に
青
い
芝
生
が
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
，
多
く
の
学
生
が
楽
観
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
 

 ▼
法

科
大
学
院

に
お

け
る
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

水
平

展
開
：

地
域

的
な
広

が
り

 

【
島
岡
】
 
日
弁
連
と
し
て
は
，
こ
う
い
う
取
組
を
横
展
開
で
き
る
よ
う
な
環
境
つ
く
り
と
い
う
の
は
何

か
お
考
え
が
あ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
 

【
伊
東
】
 
こ
う
い
う
横
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
展
開
の
仕
方
と
い
う
の
は
，
私
ど
も
の
ほ
う
で
か
か

わ
っ
て
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
初
期
の
段
階
で
は
。
 

 
例
え
ば
中
で
育
っ
て
き
た
学
生
さ
ん
が
企
業
に
入
っ
て
経
験
を
積
ん
で
，
そ
の
学
生
さ
ん
だ
っ
た
方
が

学
生
に
ま
た
教
え
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
と
，
あ
ん
ま
り
余
計
な
お
せ
っ
か
い
は
要
ら
な
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

【
山
岸
】
 
そ
の
意
味
で
は
，
ひ
ま
わ
り
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
，
今
ま
で
日
弁
連
の
中
で
わ

り
と
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
，
企
業
内
弁
護
士
と
い
う
切
り
口
で
結
び
つ
け
る
目
的
は
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
の
内
部
に
は
，
単
位
会
と
日
弁
連
と
い
う
構
造
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
，
お

手
伝
い
す
る
に
当
た
っ
て
日
弁
連
に
は
な
か
な
か
難
し
い
部
分
も
あ
る
の
で
す
が
，
我
々
と
し
て
は
，
ま

ず
は
情
報
共
有
を
始
め
る
中
で
我
々
が
お
手
伝
い
で
き
る
と
こ
ろ
を
，
是
々
非
々
で
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
前
に

進
め
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

【
島
岡
】
 
企
業
法
務
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ
る
と
，
こ
う
い
う
こ
と
で
企
業
法
務
に
興
味
を
持
っ
て
法

科
大
学
院
か
ら
来
て
い
た
だ
く
方
が
と
に
か
く
増
え
る
こ
と
は
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
，
間

 
-
30
-

違
い
な
く
企
業
法
務
側
も
あ
る
時
間
を
か
け
れ
ば
受
け
入
れ
る
と
い
う
方
向
に
だ
ん
だ
ん
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
間
に
，
ど
れ
く
ら
い
そ
う
い
う
仕
掛
け
を
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
少
し
考
え
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

【
太
田
】
 
地
方
で
弁
護
士
を
や
っ
て
い
る
僕
の
友
人
が
，
新
卒
の
弁
護
士
を
自
分
の
顧
問
の
企
業
に
紹

介
を
し
た
ら
す
ご
く
そ
の
企
業
は
喜
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
う
い
う
お
話
は
た
び
た
び
聞
き
ま
す
。
言
い

か
え
る
と
，
東
京
で
は
結
構
知
れ
渡
っ
て
い
て
も
，
地
方
の
場
合
は
，
そ
れ
な
り
の
会
社
で
も
あ
ま
り
弁

護
士
を
法
務
部
に
，
と
い
う
か
法
務
部
の
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
，
迎
え
る
と
い
う
こ

と
自
体
ま
だ
浸
透
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。
 

 
一
方
で
，
中
小
企
業
の
海
外
進
出
の
よ
う
に
，
企
業
法
務
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
ま
だ
ま
だ
声
を
か

け
て
い
く
余
地
の
あ
る
部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
，
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

【
本
間
】
 
東
証
一
部
上
場
企
業
が
３
，
０
０
０
社
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
ゼ
ネ
ラ

ル
・
カ
ウ
ン
セ
ル
１
人
ず
つ
雇
っ
て
，
そ
れ
が
２
人
ず
つ
雇
っ
た
ら
１
万
人
か
ら
の
雇
用
が
で
き
る
ん
で

す
か
ら
。
そ
れ
が
欧
米
の
現
実
の
今
の
姿
で
す
か
ら
ね
。
 

【
太
田
】
 
で
も
そ
れ
は
や
は
り
時
間
が
か
か
る
と
思
う
ん
で
す
。
し
か
し
，
そ
う
い
う
中
小
企
業
の
場

合
は
，
弁
護
士
の
待
遇
と
い
っ
て
も
，
今
は
以
前
と
は
全
然
違
っ
て
採
用
の
バ
リ
ア
は
あ
ま
り
な
い
わ
け

で
す
か
ら
，
あ
と
は
意
識
の
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
日
弁
連
も
経
営
法
友
会
の
ほ
う
も
そ
う

い
う
こ
と
で
も
や
は
り
お
力
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
 

【
島
岡
】
 
経
営
法
友
会
の
会
員
会
社
は
ほ
ぼ
７
割
東
京
，
残
り
は
大
阪
と
名
古
屋
で
す
。
で
す
か
ら
現

実
論
と
し
て
広
げ
て
い
く
と
す
る
と
，
や
っ
ぱ
り
関
西
と
名
古
屋
を
中
心
に
始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
な

と
い
う
気
は
い
た
し
ま
す
。
 

【
中
川
】
 
あ
る
法
改
正
の
検
討
会
に
参
加
し
て
い
る
の
で
す
が
，
そ
こ
で
，
あ
る
地
方
の
中
小
企
業
の

社
長
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
独
禁
法
の
案
件
だ
っ
た
ん
で
す
が
，
そ
も
そ
も
そ
こ
で

行
政
と
の
間
で
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
を
弁
護
士
に
頼
む
と
い
う
頭
が
な
い
ん
で
す
。
リ
ー
ガ
ル
な
問
題
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
中
小
を
含
め
て
多
く
の
事
業
者
に
ご
理
解
い
た
だ
く
，
ま
ず
そ
こ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
 

【
伊
東
】
 
で
は
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
締
め
を
。
 

【
山
岸
】
 
今
日
は
大
変
参
考
に
な
る
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

日
本
の
法
律
家
が
世
界
の
中
で
ど
こ
ま
で
貢
献
で
き
る
か
と
い
う
，
そ
う
い
う
遠
い
視
点
か
ら
，
当
面

の
就
職
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
か
，
司
法
試
験
を
見
な
が
ら
受
講
し
て
い
る
学
生
の
負
担
と
い
う
話
ま

で
横
の
連
絡
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
な
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
広
い
会
場
で
広
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報
的
な
意
味
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
大
事
で
す
け
れ
ど
も
，
こ
う
や
っ
て
議
論
す
る
場
も
非
常
に
重
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。
日
弁
連
と
し
て
は
こ
う
い
う
場
を
作
る
こ
と
も
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
大
い
に
や

っ
て
い
き
ま
す
。
 

 
今
後
と
も
企
業
法
務
が
も
っ
と
楽
し
く
力
を
増
す
よ
う
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 

―
―
 
了
 
―
―
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名
名

※

修習期 所属弁護士会 性別 所属先 現所属先勤務経験 受講回数

1 9 26 37 20 18

1 11 14 1 19 13

1 10 1 1 3 3

4 1 1 0 4

1 1 2 0 2

4 1

6 5

2 1

6 1

14 1

2 1

１ 本日の研修についての感想をお聞かせください。

良か た点

65期

66期

64期 愛知県

富山県

鹿児島県

不明

5回目

企業内弁護士研修会【企業内弁護士 最前線⑤】（12/8）アンケート集計

60
42 （回答率） 70.00%

回答者の属性

不明

初めて

2回目

53期

54期

58期

59期

61期

62期

63期 大阪

1年目

2～4年目

5～10年目

11年以上

不明

男性

女性

3回目

4回目

企業/団体

官公庁

2014/12/10
【参加者数】
【回答者数】

東京

第一東京

第二東京

横浜

埼玉

千葉県

地方公共団体

法律事務所

不明

不明

61期
2.4%

62期
9.5%

63期
14.3%

64期
4.8%

65期
14.3%

66期
33.3%

東京

23.7%

第一

東京

28.9%

第二

東京

26.3%

大阪

13.2%

男性

63.4%

女性

34.1%

企業/
団体

88.1%

1年目

47.6%2～4
年目

45.2%

初めて

47.4%

2回目

34.2%

3回目

7.9%

良かった点
■企業/団体所属

2～4年 実際的な話が多く非常に参考になった。とても良かった。

2～4年 実務に直結する内容だった

2～4年 法務の技法を具体例で分かり易く示していただいた点

2～4年 会社の構造と立ち位置に関する理解が深まった。イメージし易い多種多様なノウハウが学べた。

2～4年 貴重なノウハウを惜しみなく披露いただけた

2～4年 実際に仕事で試してみようと思えるポイントが聞けた点

2～4年 今の社内の問題点やできると感じる人に当てはまることが多く，とても役に立ちました。

経験年数

色々な切り口で，社内弁護士としてどうふるまうべきかということを教えていただき，大変参考になりました。

具体的な経験談をキーワードに抽象化して，技術として伝えていただけたので良かった。通常であれば社内で経験しなけれ
ば身につかないかもしれない視点を，スピードを持って体感できるので，成長の速度があがるように思う。

とても参考になりました

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

感想

論旨明快で，新しく色々気付かされた（陥りがちな点も多々あった。）。法務立ち上げ段階なので，今後の参考にしていきたい

話が具体的で面白かった。

具体的なシチュエーションとセットで解説されていたので非常に分かり易かった

テンポよく非常に分かり易かったです

弁護士・法務として実際に使うような考え方が（全てではなかったが）あった。

気付きとなる点が非常に多くためになった

現場の具体例が豊富だった

社内弁護士が意識すべき具体的で細かなポイントをたくさん聞けた

実務に直結するスキルから法務としての姿勢まで学べ有意義でした

・現場の経験に即した具体的な知恵を伺うことができた
・多くの気付きを得ることができた

テクニック的な点を学べた

会社の中で自分がすべき行動の指針になりました

1年目

1年目

1年目

1年目

2～4年
・自身の業務をイメージしながら考えることができた点（※具体的な話が多い）
・話が分かり易い

1年目

1年目

1年目

資料が充実していた

2～4年 具体的で良かったです
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改善すべき点

■企業/団体所属

２ この研修を何で知りましたか（複数回答可）

1 19

2 4

3 17

4 5

5 1

2～4年

感想

内容が割と抽象的だった

日弁連会員専用ページ

日本組織内弁護士協会からのお知らせ

その他

時間不足

どちらかといえば，学生→社会人になって１－２年目の人向けかと思った。法務の技法というよりも，働き方のTIPSであり，多
くは，特に外資系企業であれば，leadershipとかcommunicationとかrelationship managementというようなコンセプトの下，たた
き込まれるものではないかと思いました。しかし，「初めて企業で働く」人には良い内容だと思います。

・技法を最初から説明される他に，特に役立ったと思えたものを説明してもらえるとさらに楽しかったと思います。

時間を延長して全部扱ってほしかった

ポジション毎の立ち位置の違い，考え方も知りたい

改善すべき点というか，やや理解しにくかった点は，法務とコンプライアンスの違い。分かった気がしたような気がしたが，明
日会社の後輩に言ってあげようと思って頭の中で咀嚼しようとしたら分からなくなってしまいました。

弁護士会からのお知らせ

1年目

2～4年

2～4年 19時スタートの方が参加しやすいです

経験年数

5～10年

2～4年

2～4年 実務経験に基づくTIPSが豊富で，明日から使ってみようと思うものがいくつもありました

2～4年

具体的な企業内でのノウハウに関するお話でしたので大変参考になりました

2～4年 非常に実務的で勉強になった。実際に実務で使用したいと思った

社内弁護士の立ち位置や業務構造をつかめました。様々な小ネタを仕込んでくださったのも良かったです。

まさに明日から使ってみたいものばかりでした。ありがとうございました。

2～4年 自分のような若手の立場からすると，上司・先輩とのうまいやり方なども聞ければよかったなと思いました。

日弁連からのメール案内（メールアドレス届出済）

2～4年

2～4年

1年目

1年目

３

1 0

2 0

3 0

4 0

1 10

2 8

3 6

4 6

5 2

6 2

7 1

8 2

9 3

10 9

11 1

12 2

13 3

14 2

語学

ＩＴ

キャリアの作り方

法律家としての基礎能力（法律調査，契約書作成，訴訟スキル）

専門分野（ビジネス関連法，ビジネス類型，外国法等）

組織内コミュニケーション

税務会計・財務

ビジネス文書作成

プレゼンテーション，ファシリテーションスキル

ビジネスマナー

ワークライフバランス

総論（弁護士法，職務基本規程）

各論（個人事件の取扱い，訴訟代理，職務上請求等）

自由記載

■ビジネススキル

■組織内弁護士としてのキャリア形成

（現在，法律事務所に所属されている方対象）今回，企業内弁護士向けの研修を受講しようと思った理由につい
て，該当する数字すべてに○を付けてください。

企業内弁護士へのキャリアチェンジを検討しているた
め企業内弁護士との協働の仕方を考えるため

企業法務に関する知識等の強化のため

自由記載欄

■弁護士倫理

■その他

※以下の設問は，本研修会に初めて参加した方のみ回答

■法律事務関係

４
（現在，企業／団体に所属されている方対象）企業内弁護士向けの研修会として，具体的に受講したい内容につ
いて，該当する数字すべてに○を付けてください。
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自由記載

■企業／団体所属

1 8

2 5

3 0

4 0

3

1

■企業／団体所属

６
企業内弁護士に対して日弁連が実施すべき研修やセミナー，施策等に関するご意見がありましたらお聞かせくだ
さい。

経験年数 感想

2～4年 企業内部弁護士と外部弁護士双方からの視点をもったもの

1年目 国選（研修）を受ける際の注意点，委員会活動のあり方等

経験年数 感想

2～4年 企業内法務における人材育成

５
（現在，企業／団体に所属されている方対象）所属先の企業／団体で，弁護士・修習生求人求職システム「ひま
わり求人求職ナビ」を利用されたことがありますか

ある

利用していたかどうかわからない

（ナビを利用して）採用実績あり

1年目
・企業の「論理」と弁護士倫理が衝突するような事例について（幸いまだ遭遇していませんが）
・企業内での法務によるトレーニングや強い組織作りにどのように法務が貢献できるか等についての研修があると良いと思
います。

（ナビを利用して）採用実績なし

ない

「ひまわり求人求職ナビ」を知らない

2～4年 やはり専門分野中心

ある

62%

ない

38%
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企業内弁護士 最前線（全８回）
日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会

日弁連は，各社で活動する若手の企業内弁護士に向けて，研修会を開催します。
講師は，業種やキャリアも多様な，第一線で活躍されている現役の企業内弁護士で，テーマも毎回

２０１５年1月２３日（金）１８時３０分～２０時３０分
弁護士会館１７階１７０２会議室（弁護士会にテレビ会議配信）

※無料・事前申込制第６回第６回

異なります。２０１５年４月まで，全８回の研修を予定しています。奮って御参加ください！

弁護士会館１７階１７０２会議室（弁護士会にテレビ会議配信）

講師：真銅 孝典（オリックス株式会社／オリックス不動産株式会社）

■第６回講師：真銅 孝典弁護士（略歴）

2000年 4月 （修士課程修了後）株式会社リコー法務部勤務（４年間）年 月 （修 課程修 後）株式会社リ 法務部勤務（ 年間）
2006年３月 立命館大学大学院法務研究科（法科大学院）修了
2007年 12月 弁護士登録（東京弁護士会）
2008年 1月～現在 オリックス株式会社／オリックス不動産株式会社

（役職）
2010年４月～2012年３月 日本組織内弁護士協会 理事兼事務局長
2012年４月～2014年３月 日本組織内弁護士協会 事務次長

※全８回の研修会の内容はそれぞれ独立しており，連続講座ではありません。
※企業内弁護士として数年の経験を有する方を念頭においた講義になります。

・「法務」＋「コンプライアンス」について

・昇格による役割の変化等について

・即インハウスの鍛え方について etc

■第６回テーマ

実務に直結実務に直結する研修だった。具体的ノウハウ具体的ノウハウが実例実例に基づいていた。

企業内弁護士としての心構えや意識の持ち方心構えや意識の持ち方がよく分かった

現状に満足することなく危機感をもって将来のあり方将来のあり方を考えることを意識させてくれた

異業種の法務部門の仕事の状況 方針異業種の法務部門の仕事の状況 方針

■研修会後のアンケート寄せられた声

お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838
Web申込フォーム：https://qooker.jp/Q/auto/ja/inhousefrontline/0123/ 

異業種の法務部門の仕事の状況・方針異業種の法務部門の仕事の状況・方針について知る大変有意義な機会だった

所定の申込用紙（裏面）またはWebにてお申し込みください。

■今後の研修会（予定） ※いずれも時間は18:30～20:30
［第７回（大阪）］3/20（金）上田大輔弁護士，［第８回］４月中旬
■今後の研修会（予定） ※いずれも時間は18:30～20:30
［第７回（大阪）］3/20（金）上田大輔弁護士，［第８回］４月中旬
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企業内弁護士 最前線（全８回）
日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会

【申込用紙】FAX送付先：03-3580-9888
Webからもお申し込みいただけます。https://qooker.jp/Q/auto/ja/inhousefrontline/0123/ 

企業内弁護士 最前線（全８回）

２０１５年1月２３日（金）１８時３０分～２０時３０分
弁護士会館１７階１７０２会議室（弁護士会にテレビ会議配信）

第６回第６回 ※無料・事前申込制

各弁護士会でも受講可能（テレビ会議配信）※お早めに日弁連にお申し込みください。

弁護士会館１７階１７０２会議室（弁護士会にテレビ会議配信）

講師：真銅 孝典（オリックス株式会社／オリックス不動産株式会社）

申込期限：１月２１日（水） ／ 定員（東京会場）：５０名［先着順］

□ 東京会場での参加を希望する
□ 弁護士会会場での参加を希望する（テレビ会議配信）

→希望会場（ 弁護士会 支部）

※企業内弁護士として数年の経験を有する方を念頭においた講義になります。

登録番号

お名前(ふりがな)

所属弁護士会

所属企業／団体

※研修会や企業内弁護士に関するセミナー等をメールでご案内しています。よろしければメールアドレス
を御記入ください（既に届け出ていただいている方は結構です。）。

メールアドレス

※内容が具体的な体験談等に及ぶ可能性があるため録音，録画は御遠慮願います。
※御提供いただいた個人情報は，日本弁護士連合会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理いたします。また，この個人情報に基
づき，日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第三者から，シンポジウム等のイベントの開催案内，書籍の御案内その他
当連合会が有益であると判断する情報を御案内させていただくことがあります。なお，個人情報は，統計的に処理・分析し，その結
果を個人が特定されないような状態で公表することがあります。

お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838
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名
名

※

修習期 所属弁護士会 性別 所属先 現所属先勤務経験 受講回数

1 7 19 25 10 12

1 2 9 1 14 3

1 6 0 1 2 7

1 8 1 0 3

1 1 0 2 0

2 1 0

5 1

7 1

3 1

2

2

2

１ 本日の研修についての感想をお聞かせください。

良かった点
企業/団体所属

67期

6回目

64期

65期

63期 仙台

鹿児島県

5回目

62期 山口県

1年目

2～4年目

5～10年目

11年以上

不明

企業内弁護士研修会【企業内弁護士 最前線⑥】（1/23）アンケート集計

57
28 （回答率） 49.12%

回答者の属性

66期

初めて

2回目

43期

51期

52期

59期

60期

61期

男性

女性

3回目

4回目

企業/団体

官公庁

2015/1/27
【参加者数】
【回答者数】

東京

第一東京

第二東京

大阪

愛知県

島根県

地方公共団体

法律事務所

不明

不明

61期
7.1%

62期
17.9%63期

25.0%

64期
10.7%

65期
7.1%

66期
7.1% 67期

7.1%
東京

25.0%

第一東京
7.1%

第二

東京

21.4%

大阪

28.6% 男性

67.9%

女性

32.1%

企業/
団体

89.3%

1年目

35.7%

2～4
年目

50.0%

5～10
年目

7.1%

初めて

48.0%

2回目

12.0%

3回目

28.0%

4回目

12.0%

■企業/団体所属

■地方公共団体所属

■法律事務所所属

経験年数 感想

2～4年目

2～4年

2～4年

経験年数

2～4年
即インハウスでも前向きに捉えられている点。一般的には，ともすれば，前向きな業務ではないいわゆるコンプライアンスの
やりがいが伝わりました。

インハウスの内容が理解できた。

感想

法務の視点とコンプライアンスの視点の双方を学ぶことができた。

他社の状況がよくわかった。感覚がサラリーマンとして共有できる。

即インハウスという点と，コンプライアンスと法務の立場の違い等が理解できて良かった。

5～10年目 法務とコンプライアンスを対比する視点が良かった。

未回答 近いキャリアで働いているため参考になりました。

1年目

1年目

2～4年

2～4年目

経験年数

2～4年 他企業の実情を知ることができた（自社との比較検討材料に）

組織内に入ってどうやって自分の力を付けていくか。心構えや実際の方法を御自身の経験を踏まえてお話されていて参考に
なりました。

企業内でのポジションごとの役割がよく理解できた。

身近なテーマで興味深い話だった

他社の業務内容や考え方を知ることができた。

2～4年

即インハウスの先生のお話が聞けて良かった。組織の中で上がっていくことと弁護士業務の関連性について言及があった
点。

問題意識，悩むポイントが共通していることが分かり，自分だけではないと思えたこと

インハウスのキャリアプランを考えるにつき実感が持てる研修でした。

法務とコンプライアンスを分けて論じていたところ

仕事上の悩みについて率直な意見が聞けた点。

組織内の人へ働きかける方法等を聞けて良かった。

コンプライアンスについての視点

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

感想

2～4年

2～4年

2～4年

具体的な体験談が聞けて良かったです。今後も様々な業界，経験者の話を伺いたいです。

1年目

2～4年

他社のインハウスの先生の考え方の一部を知ることができた。

一つの企業の弁護士の役割を知ることができた
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改善すべき点

■企業/団体所属

２ この研修を何で知りましたか（複数回答可）

1 6

2 4

3 10

4 7

5 2

1 21

2 10

3 11

4 2

5 10

6 3

7 1

自由記載

■企業／団体所属

日弁連の研修情報

日弁連のイベント情報

報道・参考資料の紹介

メールマガジンは不要

その他

３

企業・団体の求人情報

日弁連ＨＰの更新情報

日弁連が【企業内弁護士に関するメールマガジン】を発行するとしたら，どのような情報発信を希望されます
か。該当する数字すべてに○を付けてください。

誰をターゲットにした話かはっきりしていない感じがしました。

経験年数

2～4年

感想

やや内容が一般的。もう少し掘り下げた内容も聞ければ良かった。

・もう少し具体例を交えて講義してもらえると良かった。
・マネージャーとしての役割をさらに説明して欲しかった。

守秘義務の問題があるかもしれませんが，少し内容が薄い気がしました。

日弁連からのメール案内（メールアドレス届出済）

未回答

2～4年

2～4年

日弁連会員専用ページ

日本組織内弁護士協会からのお知らせ

その他

弁護士会からのお知らせ

■企業／団体所属

1 9

2 4

3 9

4 0

5 9

6 5

7 4

自由記載

■企業／団体所属

1年目 企業内弁護士の弁護士倫理（意外な落とし穴について知りたいです。）

2～4年 JILAと協働してほしい。完全に合わせる必要はないが，バラバラに研修をやられても困惑する。

2～4年
・法務部門の立ち上げ方
・会務活動義務の撤廃（企業内弁護士にとって足かせ）

2～4年 興味がある企業があった

５
企業内弁護士に対して日弁連が実施すべき研修やセミナー，施策等に関するご意見がありましたらお聞かせくだ
さい。

経験年数 感想

企業で働いたことがあり，その経験を活かしたかった

その他

経験年数 感想

1年目 日本の上場会社の経営に近いところでグローバルな事業に携われることに興味を覚えた

1年目 志望動機との関係

2～4年 そのまま勤務

４
（現在，企業／団体に所属されている方にお聞きします。）企業内弁護士を目指すきっかけとなったのはどのよ
うなことですか。該当する数字すべてに○を付けてください。

法科大学院や修習時代に企業内弁護士の話を聞いたり，授業を受けて興味を持った

弁護士登録後，企業内弁護士の話を聞いて興味を持った

経験年数 感想

2～4年 企業内弁護士向けのセミナー，交流会等を積極的に発信していただきたいです。

もともとビジネスに関心があり携わりたかった

就職エージェントからのすすめ

ワークライフバランスを重視したい事情があった・起こった
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■地方公共団体所属

６

1 0

2 0

3 1

4 0

1 5

2 5

3 4

4 4

5 0

6 3

7 0

8 2

9 1

2～4年
案内についてしっかりされていないように思える（弁護士会では事前にお知らせ）のでもう少しアナウンスしていただいても良
いかなと思いました。

未回答 ネット配信等，弁護士会館へ移動なくできるものを増やしていただけると助かります。

経験年数 感想

2～4年 組織内弁護士への倫理研修（事例を使って）をしてほしいです。

■ビジネススキル

■組織内弁護士としてのキャリア形成

語学

ＩＴ

法律家としての基礎能力（法律調査，契約書作成，訴訟スキル）

専門分野（ビジネス関連法，ビジネス類型，外国法等）

組織内コミュニケーション

税務会計・財務

ビジネス文書作成

プレゼンテーション，ファシリテーションスキル

ビジネスマナー

※以下の設問は，本研修会に初めて参加した方のみ回答

■法律事務関係

７
（現在，企業／団体に所属されている方対象）企業内弁護士向けの研修会として，具体的に受講したい内容につ
いて，該当する数字すべてに○を付けてください。

（現在，法律事務所に所属されている方対象）今回，企業内弁護士向けの研修を受講しようと思った理由につい
て，該当する数字すべてに○を付けてください。

企業内弁護士へのキャリアチェンジを検討しているた
め企業内弁護士との協働の仕方を考えるため

企業法務に関する知識等の強化のため

自由記載欄

10 7

11 1

12 1

13 1

14 4

自由記載

1 3

2 4

3 0

4 1

2
1

1年目 コンプライアンス

2～4年 キャリア形成→管理職以上・部門長，役員を目指す方へのアドバイス

（ナビを利用して）採用実績あり
（ナビを利用して）採用実績なし

ない

「ひまわり求人求職ナビ」を知らない

自由記載

■組織内弁護士としてのキャリア形成

７

キャリアの作り方

ワークライフバランス

総論（弁護士法，職務基本規程）

各論（個人事件の取扱い，訴訟代理，職務上請求等）

経験年数 感想

ある

利用していたかどうかわからない

1年目 業務知識（法律以外）の修得方法

（現在，企業／団体に所属されている方対象）所属先の企業／団体で，弁護士・修習生求人求職システム「ひま
わり求人求職ナビ」を利用されたことがありますか

1年目
・法務組織の作り方（特にグローバル企業の場合）
・法務人材の（非資格者）の育成

■弁護士倫理

■その他

ある

37%

ない

50%
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ＯＡＴＣ特集

岡山大学法科大学院弁護士研修センター（ＯＡＴＣ）について
センター長 吉野夏己

岡山大学法科大学院弁護士研修センター（Okayama University Attorney Training Center、OATC）は、地域の専門性の高い組織（自治体、医療機関・

福祉施設、企業等）内で生じている法的問題を解決する能力を持つ新人・若手弁護士を養成する目的で、全国に先駆けて平成２４年１２月に設立され、
これまで多くのマスコミにも取り上げられました（設立の経緯については、Newsletter第９号参照）。キャリアセンター（人材バンク）機能として、これまで、

岡大法科大学院出身の組織内弁護士８名のうち７名をＯＡＴＣが橋渡ししました。また、シンクタンク機能研究機関として、「岡山行政法実務研究会」や
「地域権利擁護研究会」を設けています。今後も、法曹の継続教育に取り組んでいきます。

【主な活動】
H25.1.8 法曹養成制度検討会議「法曹有資格者の活動領域の拡大に関する意見交換会」に出席（於：法務省）

3.22 「組織内弁護士に関するセミナー」開催（日本組織内弁護士協会（ＪＩＬＡ）理事の藤本和也弁護士）
5.18 岡山行政法実務研究会設立総会・記念講演会
5.23 総社市との間で「連携協力に関する協定」を締結し、弁護士派遣

H26.2.8   講演会「インハウスローヤーの現状と課題」（サントリーの社内弁護士等）
3.9 「一般財団法人地域公共交通総合研究所」（両備）との研究協定
4.30 瀬戸内市との間で「連携協力に関する協定」を締結し、弁護士派遣
10.18 ＰＳＩＭ総会での講演「岡山大学法科大学院弁護士研修センターの意義と課題」（佐藤吾郎教授）

H27.2.10  岡山経済同友会パネルディスカッション「企業内弁護士が与える影響とは？」

【岡山行政法実務研究会】
第１回 平成２５年５月１８日

テーマ「行政法学における理論と実務の架橋」
小林裕彦（弁護士・総務省地方制度調査会委員）
「政府地方制度調査会の議論の状況と今後の検討課題」

岡田雅夫（日本公法学会理事・岡山大学名誉教授）
「行政法学における理論と実務の架橋」（臨床法務研究第１２号１５頁）

第２回 平成２５年８月２４日
テーマ「空き家に関する諸問題 －空き家対策の政策法務－」
矢 龍直郎 瀬矢吹龍直郎（瀬戸内市）
「空き家問題を巡る自治体の対応」
坂本純平（岡山大学総務企画部法務コンプライアンス対策室・弁護士）
「空き家対策条例に基づく執行方法 －所有者不明の場合を中心に－」
南川和宣（岡山大学法科大学院准教授）
「空き家対策条例の制定にかかる行政法上の問題点」
髙原成明（津山市）
「空き家対策に係る誘導的手法の検討 －税制面でのディスインセンティブを中心に－」
（以上、臨床法務研究１３号６１頁以下）

第３回 平成２６年２月２２日
テーマ「廃棄物処理を巡る法的諸問題」

ＯＡＴＣスタッフ

テ マ「廃棄物処理を巡る法的諸問題」
藤田求（岡山市環境局産業廃棄物対策課監理係副主査）
「岡山市における行政処分の実例」

吉沢徹（岡山大学大学院法務研究科教授・弁護士・元検事）
「廃棄物処理法違反での立件を巡る諸事例」

神例康博（岡山大学大学院法務研究科教授）
「廃棄物処理法違反の罪をめぐる解釈論的諸問題 －不法投棄罪を中心に－」
（臨床法務研究１３号１１５頁）

第４回 平成２６年３月９日
テーマ「交通政策基本法と公設民営」
小嶋光信（一般財団法人地域公共交通総合研究所代表理事（理事長）・両備グループ代表・ＣＥＯ）

第１回組織内弁護士研修

第５回 平成２６年７月５日
テーマ「地域公共交通の諸問題について」
新仁司（玉野市財政部契約管理課長）
「玉野市の地域交通計画について」

加藤博和（名古屋大学大学院環境学研究科准教授）
「激動する地域公共交通関連法制度」

第６回 平成２６年１１月２９日（※岡山公法判例研究会と共催）
テーマ「行政不服審査法の改正と自治体の対応」
伊藤治彦（岡山商科大学教授）
「改正行政不服審査法について」

添田徹郎（総務省行政管理局行政手続室 室長）

岡山大学大学院法務研究科 臨床法務研究会 NEWSLETTER                                                                                       

添田徹郎（総務省行政管理局行政手続室 室長）
「行政不服審査法改正と自治体の対応」

シンポジウム

【組織内弁護士研修】
第１回 ８月２３日 「組織内弁護士の行為規範」 弁護士藤本和也・日本組織内弁護士協会（ＪＩＬＡ）理事
第２回 ９月２０日 「組織内弁護士の行為規範」 弁護士藤本和也・日本組織内弁護士協会（ＪＩＬＡ）理事
第３回 １１月 ８日 「一人法務の体制について、労務関係」 弁護士竹本昌史・医療法人医誠会
第４回 １２月１３日 「渉外法律事務所からみた組織内弁護士の現状と課題」 弁護士矢部耕三・ユアサハラ法律特許事務所

富山市のＬＲＴ視察
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－1－

論 説

　地方における組織内弁護士養成・継続教育
－岡山大学法科大学院弁護士研修センター（OATC）構想－

 　佐　藤　吾　郎
　＜目次＞

　１　はじめに

　２　地方における法曹養成教育の現状と課題
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　６　おわりに

１　はじめに
　近時、法科大学院をめぐる状況は非常に厳しい。適性試験受験者の減少、法科大学院の相次ぐ学

生募集停止が報道されている。中四国地方においても、既に、島根大学法科大学院、四国法科大学

院、広島修道大学法科大学院と相次いで学生募集の停止を公表している。地方法科大学院が果たす

べき役割をあらためて考察するべき時期にあると考えられる。

　岡山大学法科大学院は、平成14年４月の創設以来、「地域に奉仕し、地域に根差した法曹養成」

を理念として、医療福祉、ビジネスを重視した教育を行ってきたところ、平成24年12月に、組織内

弁護士養成および継続教育を目的とする組織である岡山大学法科大学院弁護士研修センター

（Okayama University Attorney Training Center）以下、「本センター」という）を、法科大学院

として全国で初めて設立した。なぜ地方
4 4

の国立大学の法科大学院
4 4 4 4 4

が、組織内
4 4 4

弁護士の養成を目的と

し、さらに、法曹養成教育のみならず継続
4 4

教育を実施するための組織
4 4

を立ち上げたのか。本稿は、

本センター設立の趣旨・経緯、本センターの事業内容、組織内弁護士養成・継続教育の意義および

課題を明らかにすることを目的とする。これらの点を明らかにする際に、本法科大学院創設の理念

が「地域に奉仕し、地域に根差した法曹養成」であることから、法曹養成・継続教育と地域社会と

の関係はどうあるべきかという視点から考察する。地域社会にとって、望ましい状況は何か。その

状況を達成するために現行の法曹養成・教育システムは十分な役割を果たしているか。望ましい状

況を実現するために法科大学院の果たすべき役割は何かいう視点である。今後さらなる地域貢献を

行うために何をするべきか、地域貢献の内容の具体的検討の視点ともいえる。

　なお、筆者は、本センターの企画立案に主として関わってきている経済法、経済規制法および消

費者法を専攻する研究者教員であるが、本論文において示された見解は、あくまでも筆者個人の見
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解であって、岡山大学法科大学院および本センターの組織としての見解を代表するものではない。

また、本稿は、本センターに関して、主として制度趣旨等、理論的および総論的記述にとどまるも

のであり、本センターの諸活動による具体的成果は別途明らかにされることが予定されている。

２　地方における法曹養成教育の現状と課題
１）問題の所在
　司法制度改革は、「法曹需要は、量的に増大するとともに、質的にますます多様化、高度化する」

という予想を前提に、「今後は、弁護士が、個人や法人の代理人、弁護人としての活動にとどまらず、

社会のニーズに積極的に対応し、公的機関、国際機関、非営利団体（NPO）、民間企業、労働組合

など社会の隅々に進出して多様な機能を発揮し、法の支配の理念の下、その健全な運営に貢献する

ことが期待される。」としていた1。すなわち、弁護士が社会のニーズに積極的に対応し、公的機関

や民間企業などに進出し、その機能を発揮し貢献することが期待されていた。この文脈における法

科大学院の役割については、社会のニーズに積極的に対応した教育を提供することにより、公的機

関、民間企業等に進出した弁護士が、その教育を生かし、多様な機能を発し、その運営に貢献し、

法の支配を広げ、ひいてはその地域の発展に貢献することが想定されていたといってよいであろう。

司法制度改革の理念は、地方において実現されているだろうか。実現されていないとすれば、その

原因は何か、さらに、理念を実現するためにどのような取組が必要だろうか。

２）地方における法曹養成・継続教育の枠組み
　法曹養成教育は、図１にあるように、学部教育、法科大学院教育、実務教育（司法研修所）、新

人教育（実務経験）、継続教育の５段階からなる。地方における典型的なキャリア形成ルートは、

法学部を卒業後、法科大学院に進み、司法試験合格後、司法研修所を経て、法曹資格を取得し、個

別に就職活動を行い、正規採用された法律事務所で、当該法律事務所の提供する新人教育を受け、

３年後に独立し、独立後は、日弁連による継続教育を受講するというものである。このシステムの

全体的特徴は、各教育の実施主体が異なり、その教育内容は、それぞれの実施主体に一任され、独

立して行われている点にある。すなわち、司法試験合格までの教育は、法学部および法科大学院が

担当し、司法試験合格後は、一般的な実務教育を司法研修所、新人教育を個々の法律事務所が、継

続教育を日弁連が、それぞれ行っているのである。

1　 司法制度改革審議会意見書「司法制度改革意見書―21世紀の日本を支える司法制度」（平成13年６月12日）Ⅲ司法
制度改革を支える法曹制度の在り方　第３弁護士制度の改革　２弁護士の活動領域の拡大。
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３）現状と課題
現状

　まず、はじめに、地方における法曹養成教育の現状について、各当事者の立場に即して示すこと

とする。第一に法科大学院である。それぞれの法科大学院は、地域社会のニーズに対応した形で、

特定の分野を重視したカリキュラムに基づいて教育を行ってきている。一般に、法科大学院の教育

内容が評価されて、就職が決まるわけではない。また、輩出した司法試験合格者の専門分野は、就

職した法律事務所の専門分野に左右されるのが通常である。例えば、労働法を専門とする法律事務

所に就職すれば、労働法を専門とする弁護士となることが多い。法科大学院における教育内容は、

地域実務に反映されていない。第二に、法科大学院学生は、在学中に学んだ専門分野の学習を実務

において必ずしも十分に生かすことができない。近時、合格率の低下とともに、早期合格に集中す

ることとなり、先端分野自体の勉強の余裕がなくなっていることから、先端分野の科目の受講者数

が減少しているのが実情である。第三に、新人弁護士は、新人教育を受けられる者が、正規採用さ

れた者に限定されているため、司法試験合格者の急増により、正規採用の枠が合格者数に追い付つ

かない現状においては、新人教育を受ける機会のない新人が急増している。若手弁護士についてい

えば、先端分野、最新の法分野、あるいは自分の興味ある分野を就職後学習する機会に乏しい。地

方においては、東京弁護士会弁護士研修センターのような研修組織がないため、専門性を向上しう

図１　現行制度と本センター構想との関係
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るような継続教育の機会が十分ではないのである。また、転職の機会も十分ではない。第四に、地

域組織である。コンプライアンス体制整備の必要性を認識しつつも、顧問弁護士による対応で十分

であり、組織内弁護士は不要であると認識していることがほとんどである。また、弁護士を受け入

れたとしても、どのように活用してよいかがわからない状況にある。

全体的評価と課題　

　地域社会と法曹養成・継続教育体制の関係という視点でみるならば、全体として、地域社会のニー

ズに対応した専門分野の人材が地域の組織に輩出されていないという状況にある。少なくとも継続

的には一定の数の人材が輩出される構造にはなっていないのである。新人弁護士については、未登

録者も一定数出ているなど、正規に採用されるのは一般的にみて厳しい状況にある。また、組織内

弁護士については、東京に集中しており、地方においては、ほとんどいない状況にある2（岡山県に

おいても、本センター設立当時（平成24年12月）は２名である）。このような状況を生み出すに至っ

ている原因は何だろうか。

　第一に、法科大学院の教育と地域実務が分断されているという点である。法科大学院における特

定分野の教育は、地域社会における特定分野の専門弁護士の増加に貢献できていない。医療に強い

関心があり、法科大学院の授業を受けたとしても、地域の医療専門の法律事務所に就職しない限り

扱う機会がない。法科大学院は、大学院レベルの教育機関としての本来的な役割を果たしてきてお

り、その役割は、大学院段階での養成教育の枠内で完結しており、キャリアルート形成および継続

教育には基本的には関与していない。このような状況においては、法科大学院における教育内容は、

大学院教育が終了した時点で、地域実務に反映されず、遮断されていることになる。法科大学院に

おいて受けた教育を実務において反映させる機会が乏しく、法科大学院の教育と地域実務での専門

性に関連性がない状況にあるといえる。第二に、キャリア選択を支援する組織的対応の不存在であ

る。司法修習生の就職活動は、修習生個人の活動に委ねられている。人材配置について、適材適所

を図る仕組みがなく、結果として、運とコネによる偶発的な人材配置を招く原因となっている。ま

た、法科大学院の教育内容と無関係に人材配置がなされているため、就職活動は、出身法科大学院

のブランド力を背景にした個人戦となっている。若い法曹は、個の力でのみ対応し、厳しい結果を

受け入れざるを得ず、精神的にも非常に厳しい状況に追いこまれている。司法制度改革の影響は、

若い層に最も深刻な形で及んでいるといえる。また、就職先は、法律事務所に概ね限定され、企業

や行政機関等への配置は進んでいない。第三に、新人教育の機能不全である。正規採用の機会が不

十分であるために、そもそも、新人教育の受け皿が不足している状況である。第四に、継続教育の

未整備である。地方においては最新分野あるいは地域ニーズに対応した継続教育は不十分なままと

2　 日本組織内弁護士協会の統計（企業内弁護士数の推移（2001年～2013年）によれば、2013年６月の時点で、企業
内弁護士総数965人中、北海道地区０人、東北地区２人、関東地区852人、中部地区23人、近畿地区78人、中国地
区５人、四国地区３人、九州地区２人となっている。
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なっている。第五に、各段階の教育の連携が十分ではないことである。地域社会に対する関係でい

えば、各段階の教育の連携が十分ではないため、法曹養成・継続教育を一つのシステムとしてみた

場合に、地域の社会的ニーズに対応した法曹を生み出すに至っていないのである。

課題解決のための取組

　このような状況の中で、地域社会のニーズに対応した法曹を養成し送り出し、機能を発揮させる

という司法改革の理念を具体的に実現するために、法科大学院が果たす役割は何か。

　第一に、法科大学院は、法曹養成教育である大学院教育だけではなく、キャリアルートの形成（職

域拡大）および継続教育に関与していくべきである。新しいキャリアルートを開拓するということ

は、比喩的にいえば、弁護士と組織との「橋渡し役」となり、社会への司法修習終了後の出口を確

保し、アフターケア（継続教育）をも行うということである。第二に、地方においては、法曹養成・

継続教育の実施に際し、特に、弁護士会との連携、役割分担および相互補完が必要である。大都市

圏においては、企業等の大きな需要があり、複数の有力な法科大学院があることから、社会的ニー

ズを示し、連携を確保するために中核的な役割を果たす組織がなくても、社会的ニーズには、総体

として対応可能である。一方、地方においては、特に、法曹養成・継続教育システムにおける中核

的役割を果たす機関が必要である。地域の社会的ニーズに的確に対応していくためには、法曹養成・

継続教育システム全体（入口から出口まで）を整合的に実施する必要がある。第三に、前述のよう

に、構造問題であるがゆえに、個人的な努力の集積では課題解決には不十分な対応しかできないた

め、組織的な対応、すなわち、組織を設立して、課題解決に対応するべきである。

３　弁護士研修センター設立の趣旨および経緯
１）設立の趣旨
　地方における法曹養成・継続教育の課題に対応するための取り組みとして、法科大学院が、従来

の法曹養成教育に加えて、職域拡大および継続教育の充実を通じて、地域の社会的ニーズに対応可

能な組織内弁護士を中長期的な視点から養成するために、本センターを設立するに至ったのである

（本センターと現行制度との関係については、図１を参照されたい）。また、新人教育の充実を図る

趣旨から、組織内弁護士養成を目的とした新人教育の場として附属法律事務所を設立することと

なったのである。
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２）設立の経緯
　平成24年６月に、本研究科内で検討を開始し、岡山大学理事会による設立承認を経て、同年12月

１日に本センターが設立され3、同月20日に、のぞみ法律事務所が開設された。

　平成25年１月８日に、法務省において開催された法曹養成制度検討会議「法曹有資格者の活動領

域の拡大に関する意見交換会」に出席した。当該会議において、上田信太郎教授（本研究科長）が、

本センター設置の背景、趣旨・期待される効果、運営および課題について、筆者（副センター長）

が本センターの基本的考え方、事業内容の現状・将来像について、吉野夏己教授（本センター長）

が自治体法務の研修プログラムのプランニングおよびその一環としての行政実務研究会について、

吉沢徹教授（のぞみ法律事務所所長）が設立・運営の状況、新人弁護士に対する教育研修について

報告を行い、質疑応答が行われた。本報告は、当時、地方法科大学院による職域拡大の極めて新し

い取組として注目されたものであり、特に、キャリアルート形成のための組織的対応および継続教

育の必要性を示した点で、その後の日弁連等による職域拡大のための組織的対応の取組みに対して

一定の示唆を与えたものと考えている。

４　弁護士研修センターの事業内容
１）概要
　本センターの事業内容は、研修事業、キャリアセンター事業およびシンクタンク事業の三つの柱

からなる。それぞれの事業内容と趣旨を示す。

研修事業

　法曹継続教育として、附属法律事務所において、新人弁護士を対象に法律事務所における実務研

修を行う。また、輩出した組織内弁護士を対象に、一般研修（講義、ゼミ等）を実施する。

キャリアセンター事業

　キャリアセンター事業は、地域の組織の依頼に応じ、修了生を推薦し、輩出することを内容とす

る。地方国立大学は、中立性・公共性を有し、地域の組織とは、顔の見える関係がある。法科大学

院が、その特徴および関係性を活用し、弁護士と地域との「橋渡し役」として、職域拡大（新規開

拓）、すなわち、「道なきところに道を拓く」役割を担う趣旨である。新規開拓後は、地域で法科大

学院が関与しない形での採用が進むことを想定している。また、岡山大学法科大学院は、中四国地

方の出身者が80％を占める。「岡山で育て、地元に返す」という形で、地方法科大学院（中四国地

方の中核法科大学院）として、法科大学院がない県の出身者が、本研究科を経て、地元に戻り活躍

するという人材還元ルートを形成する。また、若手弁護士のキャリアアップの機会を提供するとい

う形で、弁護士労働市場の活性化および適材適所の促進を図る。

3　山陽新聞平成24年12月１日朝刊24頁。
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シンクタンク事業

　組織内弁護士の業務内容は組織によって多様であり、組織内弁護士研修の体系化は検討段階にと

どまっている。研修は、オン・ザ・ジョッブトレーニング(On the Job Training、以下「OJT」と

する）が基本であると考えられる。組織内弁護士が、その技能を向上させていくためには、OJT

を行うと同時に研究会に参加し、OJTの過程において得られた課題を研究会にもちより、解決方

法を学び、日常の業務に反映させていく研究会方式が望ましい。研究会は、各分野における活動の

課題と情報を集約し、その課題を解決するための研修を充実させていくこととなる。研究会は、法

実務上の課題に対する解決策を提言し、その研究成果を公表し、地域に還元することによって、シ

ンクタンクとしての役割を果たすころが可能となる。このような基本的考え方に基づき、分野ごと

に、行政法実務研究会、企業法実務研究会および医療福祉法実務研究会を設立する。

２）各分野における事業活動の現状
　地域社会のニーズに対応した法曹養成・継続教育を行うという視点から地域の典型的な組織にお

いてどのような法的ニーズがあるのだろうか。組織ごとに、法曹養成・継続教育のプロセスにおけ

る本センターの役割を示したものが、図２である。

企業分野

　中四国地域には、メーカーが多く、例えば、岡山県における産業構造では、製造業が占める割合

は25％程度である。多くの企業は、東南アジア等への海外展開を実施あるいは検討している。地域

図２　地域社会における本センター構想の役割
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社会の課題としては、企業成長戦略および国際展開の実現を指摘することができる。その実現を法

的側面から支える人材が必要とされている。そのために必要とされる具体的テーマは、契約書審査、

コンプライアンス体制の整備等である。契約書審査には、英文契約、知的財産権法、経済法、税法

等の知識が不可欠である。また、コンプライアンス部門の充実とともに、違法か適法かグレーかの

判断を迅速かつ正確に把握したいという基本的な要請がある。第三者としてではなく当事者として

紛争のない段階から関与しうるビジネスと法の双方に精通した人材が求められている。また、大都

市圏の企業とは対照的に、法務部門の整備を本格的に開始する企業も少なからずある。その際に、

法務部門の整備の軸となる人材として弁護士が採用される余地があるのである。法科大学院が輩出

する弁護士は、即戦力ではなく、中長期的な視点から、ビジネスと法に精通する人材を育てるとい

う意味で、広い意味での産学連携の人材養成事業となる。法務部門が必要としている人材は何かと

いう視点からの法曹養成継続教育の再構成が必要である。地域のメーカー、金融機関等の企業の企

業成長戦略あるいは国際展開を支える人材を中長期的な視点から養成していくことが課題である。

キャリアセンター事業としては、既に、平成26年に地元企業等に３名輩出しているところであり4、

平成26年７月に、研究会を設立する予定である。

自治体分野

　人口減少社会の到来に備え、地域の実情に合った街づくり、コンパクトシティおよび地域公共交

通計画の策定等の実現が地域の課題である。近時、地方分権社会の実現のために、地域の自律的発

展を促す立法が相次いでいる。平成26年５月14日に成立した改正都市再生特別措置法（コンパクト

都市法）は、コンパクトな街づくりを推進するために、市町村に、住宅及び医療施設、福祉施設、

商業施設その他の居住に関連する施設の立地の適正化に関する計画（「立地適正化計画」）を作成す

る権限を与えた。当該計画においては、都市機能誘導区域、居住誘導区域等を定めることとされて

いる。また、平成26年３月17日に成立した改正地域公共交通活性化再生法においては、地域の総合

行政を担う地方公共団体が先頭に立って、地域公共交通網形成計画および地域公共再編実施計画を

策定するものとされている。両法は、地域社会の形成に大きな影響を与えるものであり、その施行

の過程で、自治体の果たすべき役割が非常に大きくなっている。地域の各自治体の行政実務担当者

での情報と課題の共有が不可欠である。以下、自治体分野における活動状況の概要を示す。

a）岡山行政法実務研究会

　平成25年５月18日に設立総会が行われ、岡山行政法実務研究会が設立された。地方分権型システ

ムへの以降に伴い、地方行政に精通した行政実務の担い手の養成を目的とし、行政法理論と自治体

実務の架橋をめざし、自治体の職員、法曹、行政法研究者等が連携し、交流の場を広めるとともに、

相互に研鑽を深め、研究成果を発表し、もって地方自治の発展に寄与していることを目的とする。

4　朝日新聞平成26年２月５日朝日新聞朝刊（岡山版）31頁、読売新聞平成26年２月７日朝刊（岡山版）31頁。
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定期的に研究会を行い、講演会・セミナーを開催し、あるいは会員（自治体職員・法曹を含む）が

論文や判例評釈を執筆し、研究成果を公表するものである5。当該研究会は、法曹に対する継続教育

の意義を有するとともに、法曹以外の行政実務の担い手である自治体職員と行政法研究者が参加し

ていることから、地域の行政実務の担い手に対する教育という意義をも有する。地域の各自治体の

実務担当者間の情報と課題を共有し、議論に参加し解決案を知ることを可能とする研究会は、非常

に重要な意義を有する。過去に行われた研究会のテーマは、「空き家対策の政策法務」（平成25年８

月24日）、「廃棄物処理を巡る法的諸問題」（平成26年２月22日」）「交通政策基本法と公設民営」（平

成26年３月９日）「地域公共交通の諸問題について」（平成26年７月５日）等である。前述のように、

本センターはシンクタンク機能を有しており、その研究成果の一部を公表している。本号に掲載さ

れている坂本氏、高原氏、矢吹氏、南川准教授および神例教授による各論文は、その研究成果であ

る。

b)共同研究

　平成26年３月９日、両備グループの「地域公共交通総合研究所」との間で、研究連携協定を締結

した。

医療福祉分野

　地域社会の課題は、少子高齢化に対する対応と医療福祉の充実である。特に、地域で必要とされ

る具体的テーマは、医療と介護の連携であり、関連法規として、平成26年６月18日に、医療介護総

合推進法が成立した。同法に基づいて、地域における効率的かつ効果的な医療提供体制の確保のた

めの施策として、病床医療機能報告制度を導入し、当該報告をもとに地域医療ビジョン（地域の医

療提供体制の将来のあるべき姿）を医療計画において策定することとされている。また、地域包括

ケアシステムの構築と費用負担の公平化に資する施策として、在宅医療・介護連携の推進などの地

域支援事業の充実等が実施されることとなる。また、岡山県は、伝統的に医療と福祉が充実してい

る地域であり、平成26年３月28日には、岡山メディカルセンター構想が、産業競争力会議医療介護

等分科会で、岡山大学森田潔学長によって公表された6。同構想によれば、岡山大学病院を中心に、

市内の主要６病院を包括する非営利ホールディングカンパニー型医療法人（「岡山メディカルセン

ター」）を設立することが提案されている。また、同構想と関連して、岡山経済同友会による医療

産業都市構想が、平成25年３月に公表されている7。このように、医療提供体制、地域包括ケアシス

テムの構築が予定されており、地域組織のリーガルサービスのニーズをどのように捉え、対応して

5　設立趣旨については、吉野夏巳「岡山行政法実務研究会の設立について」本誌12号（2013年）25頁参照。
6　 産業競争力会議医療介護等分科会資料（平成26年３月28日）「岡山大学メディカルセンター構想～岡山における医
療・福祉サービス提供体制の効率化と地域経済活性化の実現～」

7　 岡山経済同友会「医療で目指す日本で一番住みたい県　岡山～ＩＨＮ創設で住んで安心、地域も元気～」（平成25
年５月）（http://okadoyu.jp/wp-content/uploads/2013/05/iryou2013.pdf）
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いくかが今後の課題であると考えられる。

　本センターの医療福祉分野に関する具体的な活動として、地域自治体との間での福祉分野におけ

る連携協力協定を挙げることができる。平成25年５月23日に、総社市との間で「総社市と国立大学

法人岡山大学大学院法務研究科との連携協力に関する協定」を締結した。相互の法実務能力を高め

るべく法科大学院と自治体が包括的な協力関係を締結した全国初の画期的な取組みである。本協定

は、総社市が設置した「権利擁護センター」への法的・人的支援や総社市職員の法務能力向上のた

めの支援を主な内容とする。平成25年６月１日より総社市において、本センターにおいて研修中の

若手弁護士の実務研修を開始し、２名の弁護士が、週２回ずつ総社市に赴き、権利擁護センターで

の実務研修に従事する。同様の協定を、平成26年４月28日に、岡山県瀬戸内市との間に締結し、本

センターにおいて研修中の若手弁護士が週１回勤務している。

５　地方における組織内弁護士養成・継続教育の意義・課題
１）意義
　地方における組織内弁護士養成・継続教育の意義は、次の２点に集約される。

　第一に、地域の社会的ニーズに応えることができる組織内弁護士を中長期的な視点から養成し、

弁護士会との連携、役割分担および相互補完を前提として、キャリアルートの形成（職域拡大）お

よび継続教育を行う。第二に、地方大学の有する公共性、中立性を基礎に、法科大学院と地域組織

との顔の見える関係を生かし、広い意味での大学と地域組織の連携という形で、中長期的に組織内

弁護士を養成、輩出することによって、地域社会の目標実現に貢献する。

２）課題
　本センターの地方における組織内弁護士養成・継続教育の充実という観点からみた一般的な課題

は以下の通りである。

継続（研修）教育内容の充実　

　設立から、約１年半経過しているが、職域拡大の実績が先行しているのが現状である。輩出した

組織内弁護士に対する研修をどのように充実させていくかが最も重要な課題である8。特に、組織内

弁護士が所属する組織は、金融、メーカー、教育機関等多岐にわたる。研修内容として、どの程度

まで、組織の業務内容に即した内容にするかは検討課題である。また、設立当初、新人弁護士教育

の充実という設立趣旨から、附属法律事務所における２年間の実務研修を経て組織に輩出するキャ

リアルートを想定していたが、司法修習終了後、直ちに当該組織に就職する例が増えており、附属

8　 企業内弁護士の役割と教育および法科大学院教育と企業内弁護士に関する現状と課題については、座談会「企業内弁
護士の現状と弁護士会の取組み」 ICHIBEN Bulletin（第一東京弁護士会機関誌）493号（平成26年４月）２頁以下参照。
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法律事務所における実務研修と一般研修の比重をどうするかが課題である。

法科大学院の教育内容の充実（独自性）

　第一に、地域の課題に対応した形での教育内容を充実させる必要がある。各分野における研究会

活動から、地域の組織のニーズを把握し、そのニーズに対応した形での継続教育を実施し、さらに、

その内容と連動させた形で法科大学院の教育内容を構成していく必要がある。第二に、法科大学院

生、新人・若手弁護士に対して組織内弁護士業務の具体的なイメージを喚起させるような講演会等

の広報活動および法科大学院のカリキュラムとしてのセミナーの実施が必要である。

キャリアセンター事業の拡大

　キャリアセンター事業は、法科大学院が、地域の組織との「橋渡し役」となり、地域の組織に弁

護士を輩出するという基本的考え方に立っている。法科大学院が専門職大学院であるがゆえに司法

試験合格者が弁護士登録を行いキャリアに就くというルートを基本的に念頭においているが、不合

格者のキャリアルートの充実が課題である。その実現のためには地域社会のニーズに合った独自の

教育内容が必要である。当該法科大学院の教育を受けているなら、ぜひうちで働いてほしいと評価

される独自の教育内容が必要不可欠なのである。また、地方においては、医学部と異なり、各都道

府県に法科大学院が存在するわけではないという状況にある。地元に法科大学院がない県の出身者

が、直近の法科大学院で学び地元に戻る人材還元ルートを構築することが必要である。中四国地方

におけるキャリアルートおよび法曹養成・継続教育の全体像を示したものが、図３である。

図３　中四国地方における法曹養成・継続教育
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人的・経済的資源の充実

　大学院教育という枠組みを超えて、キャリアセンター事業および継続教育を実施することにより、

地域貢献の具体化を図るためには、人的および経済的支援が必要である。

６　おわりに
　本文中に示したように、地方の組織においては、量的および質的に法曹需要（リーガルサービス）

の需要は非常に増えていると考えられる。自治体、企業および医療機関・福祉施設においては、人

口減少社会の到来に備え、「地域社会のかたち」を地域の中核組織として再構築していく時期にあ

るといってよいであろう。このような状況において、まさに、司法改革の理念、すなわち、一般弁

護士および組織内弁護士のルートを通じて、地域に法の支配が行き渡るという望ましい状況の実現

を具体化するために法科大学院が積極的にその役割を果たすべきである。法科大学院の役割は、法

曹養成・継続教育の体制整備あるいはビジョン形成の中核となり、特に、弁護士会との連携を強化

することである。弁護士会との間での役割分担の一環として、岡山大学法科大学院は、本来の大学

院教育のみならず、キャリアルートの形成、継続教育を通じて、組織内弁護士養成を目的とする本

センターを設立したのである。

　司法制度改革の理念モデルは、法科大学院で養成された人材が、地域の組織に輩出され、継続教

育によって、最新の法律知識が地域に行き渡り、その結果、地域の目標が実現されるという構図と

して理解することができよう。法曹養成教育、キャリアルート形成および継続教育は、地域社会の

発展に必要不可欠な法律知識が地域に根付くためのソフトなインフラの整備と位置付けることがで

きよう。地域に人的ネットワークを構築し、常に最新の法律知識が地域に行き渡るように整備をす

るということである。我が国の法律体系に多大な影響を与えてきたローマ法は、ローマ帝国の繁栄

を支えるソフト面でのインフラとして機能した。人材還元ルートの確立と最新の法律の普及は、諸

国の自律的な繁栄を可能にしたのである。法科大学院の役割を比喩的に示すならば、「道なきとこ

ろに道を拓く」役割を法科大学院が担い、組織内弁護士を通じたネットワークを形成する。道を拓

いた後は、継続的にアフターケア、すなわち継続教育を行う。中四国地方の中核法科大学院として、

医学部と異なり、一都道府県に一つずつ法科大学院が存在しない状況においては、岡山県以外の県

の出身者について「岡山で育て、地元に返す」というキャリアルートを構築することにより、それ

ぞれの地域の特徴を生かした自律的な独自の発展を促すというまさに地方分権の実現を法的側面か

ら担う人材を養成する基盤をつくるということである。

　このような視点に立つならば、組織内弁護士養成・継続教育は、中長期的な視点に立った大学と

地域組織（企業との間であれば、「産学連携」）との連携による人材養成事業との性格をも有するこ

とになる。組織内弁護士採用の実績に乏しい地方において、中立性、公共性の高い大学が、地域の

組織との顔の見える関係を活用する本センター構想は、地方においてこそ必要かつ実現可能な取組
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といえよう。

　本センター構想は、地方においてこそ、組織内弁護士、一般弁護士、自治体の法律実務担当者の

専門性のレベルを高めるべきであるとの認識に立っている。この認識を前提に、中長期的な視点か

ら、地域社会のニーズを見極め、地域発展の基礎となるインフラ整備のために、いかに各機関が連

携し、ビジョンを設定し実現していくかが課題なのである。地域全体において、法務部門の人材あ

るいは専門弁護士の供給が十分でない場合に、どのような弊害がもたらされうるであろうか。本文

中に指摘したように、近時、地方の企業においても、質的にも量的にも、解決すべき法律問題を多

く抱えている状況の下で、多様な法律問題について、迅速かつ正確に適法か否かを判断しつつ業務

を遂行していく必要性が高まっている。このような状況にあって、法務部門の人材あるいは専門弁

護士の供給が十分ではない場合には、その判断を地域外の人材に委ねざるをえないことになる。そ

の時間と費用は、企業のコストを確実に引き上げることになる。そのコストを負担する余裕がない

場合には、法的対応をしないまま、場当たり的に対応し、そのリスクは最終的には当該企業が負う

こととなる。法曹サービスの一極集中は、地方法曹サービスの空洞化をもたらし、それは確実に地

域企業のコスト増につながり、企業の成長戦略あるいは国際展開の妨げになりうるのである。また、

地方公共団体において、研究会等の継続教育の場を利用して、各自治体担当者が地方行政実務につ

いて、課題と情報の共有をしなければ、各自治体が、いわば「タコつぼ」的に、場当たり的な対応

に終始し、その結果、コンパクトシティ等の地域社会の目標を達成できなくなるおそれがある。地

域社会に不可欠な組織に対して最新の法律知識の提供がなされない状況は、地方社会の衰退を招く

おそれがあるのである。特に、地域の自律的発展を促す立法が相次いでいる近時の状況においては、

組織内弁護士あるいは組織の法務部門に対する支援は極めて重要であると考えられる。

　本センター構想は、新人・若手弁護士、ひいては法科大学院卒業生の支援の取組みという意義を

強く有する。新人のみならず、就職して３年程度の若手弁護士もまた経済的、時間的に厳しい状況

にある。総じていうならば、法曹制度改革以降、法曹界に関わる若い世代は、経済的に非常に厳し

いこと、将来的な展望が明確ではないこと等極めて厳しい状況にあるといえる。次世代を担う地域

の宝と位置づけることができる新人・若手弁護士に専門性を高める機会を提供することおよび組織

内弁護士を含むキャリアアップの機会を提供することが、20年あるいは30年後の地域法曹社会ひい

ては地域社会のあり方を考えるうえでも極めて重要である。

　法科大学院をめぐる状況は厳しいことはいうまでもないが、法学部人気も低下していることが指

摘されてきている。法科大学院にとって本質的課題は、第一に、法曹の職業としての魅力を提示す

ることである。本センター構想によって、弁護士としての新しい魅力的な働き方（多様な働き方）

のモデルを提示することが可能である。組織内弁護士を選んだ理由の上位に、ワークライフバラン

スおよび現場に近い点が挙げられており9、組織内弁護士は、法律事務所に勤務する一般弁護士とは

9　日本組織内弁護士会協会「企業内弁護士に関するアンケート調査集計結果（2014年２月実施）等に関する分析。
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質的に異なる魅力を有する新たな働き方として、定着する可能性がある。また、中四国地域の岡山

県以外の地域の高校生に対して、学部教育を経て、岡山大学法科大学院で学び、「岡山で育て地元

に返す」という方針に基づき、地元に戻り、専門の法律知識を生かして、仕事と家庭生活を両立さ

せながら、組織内弁護士として地元の発展のために貢献していくというキャリアルートを確立させ

ることは、中四国地方における法曹という職業の魅力を高めることにもなる。第二の課題は、司法

試験に合格するように法曹養成教育を行うことは当然のことながら、法科大学院の教育内容も含め

たその法科大学院の独自の価値を高めることである。本センター構想は、岡山大学法科大学院の独

自の価値を高める取組の１つである。

　本稿は、岡山大学法科大学院創立10周年に際し、近時、設立された本センターの設立趣旨、事業

内容等を中心として組織内弁護士養成・継続教育に対象を限定して検討を行った。当然のことなが

ら、地方法科大学院の役割は、組織内弁護士養成・継続教育にとどまるものではない。地方（県単

位あるいは中四国地域）における一般弁護士を対象とする法曹継続教育については、新人・若手教

育の整備、専門性向上の機会の提供の充実等、法科大学院と弁護士会との連携を通じて、役割分担

を前提として相互補完をしつつ中長期的な視点から体制を整備することが必要である。地域におけ

る法曹養成・継続教育について、地域法曹養成ビジョンともいうべき総合計画を中長期的な視点か

ら設定し、実現可能な策から実施していくことが、地域法曹全体に対する信頼性の維持または強化

のために必要不可欠であると考える。今後とも、地方の法科大学院のなすべき役割および地域貢献

の具体化について考察していきたい。
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事務局宛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２７年１月２２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　岡山経済同友会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表幹事　萩原　邦章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表幹事　松田　久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業法務・会計委員長　福原　一義

　　　　　　　　　　　　平成26年度「第5回企業法務・会計研修会」 ご案内　

　　　　　　　　　　「企業内弁護士が与える影響とは？」～組織内弁護士の研究～

　謹啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。本年度、最後の第5回目の標記研修会を下記の

通り開催いたします。この度の担当は岡山大学大学院法務研究科教授佐藤吾郎様で、前半は過日に行いまし

た法務部門に関するアンケートと個別ヒアリング結果を報告します。研修会後半部分では、法的問題に柔軟

に対応できるゼネラリストの育成について数名のパネリストの方々とパネルディスカッションを行います。

地元企業が組織内弁護士を採用してきた経緯、会社中枢を担うことのできる人材を地域として育成、発展を

図っていくかを討議します。会員及びご担当の方に広くご案内いたします。

　研修内容は下記の通りです。出欠のご連絡は会合管理システムにて1月30日（金）までに回答をお願いい

たします。尚、当日使用するレジメは状況に応じて後日、出席の方々にDLが可能なように予めお知らせいた

します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹白

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．日時　　平成27年2月10日(火)　15：00 ～ 17：30

２．場所　　岡山商工会議所　４階　405会議室 

　　　　　　岡山市北区厚生町3-1-15 　　　　　　℡ 086-222-0051

３．内容　【第1部】法務部門に関する実態調査の報告　-アンケート及び個別ヒアリングの結果-

　　　　　　岡山大学大学院法務研究科　教授　佐藤吾郎　氏

　　　　　（地元企業の法務部門の実態、法務部門への期待、岡山における取組の今後の方向性などを

　　　　　　報告します。）

　　　　　【第2部】パネルディスカッション（順不同・敬称略）

　　　　　　パネラー　藤本　和也　氏［共栄火災海上保険㈱弁護士］

　　　　　　パネラー　張替　勉　　氏［㈱クロスカンパニー常務取締役］

　　　　　　パネラー　松田　久　　氏［両備ホールディングス㈱代表取締役社長］

　　　　　　パネラー　三宅　盛夫　氏［㈱中国銀行コンプライアンス部理事部長］

　　　　　　パネラー　吉田　淳一　氏［萩原工業㈱事業支援部門長］

　　　　　　コーディネーター　岡山大学大学院法務研究科　教授　佐藤　吾郎　氏

※企業に与える影響は大きなものであり、質疑応答・討論にも時間を取ります。会員に加え、総務、労務、

人事、経理ほかのご担当者も是非ご参加ください。

※出欠回答締め切り 平成２７年１月３０日（金）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　出席　　　　　　　　　　欠席

会社名　　　　　　　　　　　　　役職　　　　　　　　　　　氏名

会社名　　　　　　　　　　　　　役職　　　　　　　　　　　氏名

会社名　　　　　　　　　　　　　役職　　　　　　　　　　　氏名

会社名　　　　　　　　　　　　　役職　　　　　　　　　　　氏名

※このＦＡＸは、すべての同友会員の皆さまにお送りしています。

岡山経済同友会　事務局  (電話 086-222-0051 / FAX 086-222-3920 )
HP: http://okadoyu.jp/  e-mail: okadoyu@optic.or.jp
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Ⅰ 企業における弁護士の活動領
域拡大と継続教育の必要性

企業内弁護士が増加している。日本組織内弁
護士協会（JILA）1）の調査によれば、2014年6月
30日現在、我が国における企業内弁護士数は
1,179名であった。2004年3月時点での企業内弁
護士数が109名であったことからすれば、企業
内弁護士数はこの10年で約10倍に増加したこと
になる。
現状、企業内弁護士となるには、司法修習終
了直後に企業に入社するルートか、法律事務所
等で一般的な法律実務を経験した後に企業に入
社するルートのいずれかが主なコースであろ
う。いずれにせよ、企業内弁護士となった暁に
は、所属企業が抱える法的リスクを適切にコン
トロールすることを通じて、所属企業の利益を
最大化する活動に関わることが求められる。

一方、企業内弁護士は、それぞれが所属する
企業や業界に慣れ親しみ、所属企業や業界に関
するより深い知識やその理解を得ていかなけれ
ば、企業において必須の人材であるとの評価を
獲得することは難しい。企業のような組織内に
おいて働くために必要な組織運営方法の習得も
また不可欠である。さらに、法的知識において
も一般的な法律知識があるだけでは足りない。
個別の産業において関わる特殊な法領域につい
ての研究や実践を行う必要があり、企業外にい
る弁護士とはまた違った意味でのたゆまぬ研鑽
が必要となる。企業内弁護士が学ぶべきものと
しては、法的リスクをコントロールするため
に必要となる法律知識（関係諸法令に関する知
識、コンプライアンスに関する知識、裁判実務
に関する知識、監督指針や検査マニュアル等の
知識等）、マネジメントに関する知識（業務管
理、組織内調整、組織管理等）、所属業界に関

特集２ ◆　弁護士の継続研修と法曹リカレンントト教育

Ⅰ　 企業における弁護士の活動領域拡大と継続教育の
必要性

Ⅱ　企業内弁護士を想定した継続教育推進の意義
Ⅲ　企業内弁護士を想定した継続教育プログラム
Ⅳ　 企業内弁護士を想定した継続教育における今後の

課題

第一東京弁護士会会員

矢部 耕三
Yabe,Kozo

第一東京弁護士会会員

藤本 和也
Fujimoto,Kazunari

企業内弁護士と継続教育

1） 組織内弁護士およびその経験者によって2001年8月1日に設立された任意団体。
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する知識、経済動向に関する知識など様々なも
のが考えられるとともに、これらに関する企業
内での経験を積んでいかねばならない。
しかしながら、とりわけ司法修習終了直後に

所属企業初の企業内弁護士として入社した場合
など、何をどのように学べばよいのか思い悩む
ことも少なくないであろう。従来から、弁護士
会や日弁連において質の高い様々な研修プログ
ラムが提供されてきたところではあるが、過去
においては企業内弁護士が外部弁護士に比して
かなり少数であったことも影響し、弁護士会が
提供する研修プログラムは必ずしも企業内弁護
士を想定した内容とはいえなかった。企業内弁
護士の増加が著しい今日、弁護士会は企業内弁
護士を想定した継続研修を提供していくべきで
あろう。

Ⅱ 企業内弁護士を想定した継続
教育推進の意義

それでは、企業内弁護士を想定した継続教育
として、いかなる内容の研修が望ましいのであ
ろうか。
企業内弁護士には、司法修習終了直後に企業

に入った者もいれば、外部法律事務所における
一定期間の法律実務を経てから役員クラスで企
業に入った者もいる。しかしまず、多様な背景
を有する企業内弁護士が存在するなかで共通し
て問われるのは、①なぜ企業に「企業内弁護士」
が必要となるのか、②なぜ企業内弁護士は「日
本の弁護士」である必要があるのか、③そもそ
も「弁護士」は社会においていかなる役割を担
うべき存在なのかといった角度からみた、企業
内弁護士に関する根本的な考察である。企業内
弁護士を想定した継続教育が適切に行われるた
めには、企業内弁護士という存在そのものに対
する議論を深めることが不可欠である。企業内
弁護士を想定した継続教育の開発はまだ始まっ

たばかりであるが、企業内弁護士を支える重要
な理念やインフラストラクチャーを確立する場
として、企業内弁護士を想定した継続教育の成
功を導くためには、企業内弁護士に関する法曹
倫理を含めた基礎的な研究の展開や教育現場に
おけるその実践が急務である。

Ⅲ 企業内弁護士を想定した継続
教育プログラム

１　継続教育の役割
具体的に企業内弁護士を想定した継続教育が
担うべきはどのような事柄であろうか。企業内
弁護士の背景自体において様々なものがありう
るとしても、まず最低限度必要と考えられると
ころを列挙するとすれば、次のようなところで
あろうか。すなわち、①企業内弁護士の意義や
企業内弁護士に関する基礎理論の提供、②現役
企業内弁護士をゲスト講師とする企業内法務に
おける実践知の伝達、③各企業や業界ごとに必
要となる具体的な法的知識の提供、④企業の実
態や企業法務部門の機能に関する知識の提供、
⑤組織における意思決定のプロセスと企業活動
の実行に関する知識の提供、⑥組織内において
活動する弁護士の振る舞い方や責任の取り方に
関する知識の提供、⑦企業内弁護士のキャリア
に関するロールモデルの提供等が考えられる。
そして、これらの知識を確実に定着させるため
には、経験を共有するためのシミュレーション
など実践的なトレーニングも必要となる。
ここで忘れてはならないのは、企業内法務と
いう分野で企業内弁護士が仕事をするための具
体的なスキルなり領域なりを確認し、習得する
ことである。個別の法分野（いわゆる法科大学
院教育における先端・展開科目と呼ばれるよう
な分野）を縦割りにして知識を植え付けること
とは全く異なるということである。それらをひ
とくくりにしたものを「企業内法務」と称して
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いる例を見かけることがあるが、それだけでは
企業内弁護士の実際に迫ることはできない。企
業内弁護士として必要とされる知識と経験の相
関関係をよく理解し、これを企業内における法
的なリスクコントロールの判断や組織内調整、
企業としての施策の実行において、総合的に発
揮できるような法曹としてのあり方を強く意識
した教育が望まれる。
２　日本組織内弁護士協会における取り組み
JILAにおいては、現役の企業内弁護士が中

心となり企業内弁護士向けの研修が企画実施さ
れている。全会員を対象にした定例研修会は月
1回のペースで開催されており、JILA内部の部
会や研究会主催の研修等も合わせると、2013年
度中に75の研修が行われた。最新の諸法の知
識、企業内法務や企業内弁護士の業務ノウハ
ウ、キャリアパス等に関するテーマが取り扱わ
れている。例えば、2013年度以降の定例研修会
のテーマは【表１】のとおりである。
標題を見るだけでもわかるとおり、企業が関
わる極めて実際的な分野における、具体的な情
報共有と実務のレベルアップを目指した研修活
動が行われているとともに、企業内弁護士のあ

り方についても研究を進めている。
３　弁護士会における取り組み
遅ればせながら、日弁連でも企業内弁護士向
けの連続研修として、「企業内弁護士 最前線」
（全8回）を実施中である。現在進行中の研修で
あるが、既に終了したものを列挙すると【表
２】のとおりである。
この全8回の連続研修は、各回に現役企業内
弁護士がその経験を踏まえた講義を行うという
ものである。各回の内容はそれぞれ独立してお
り、内容自体の連続性があるわけではないが、
とりわけ司法修習終了直後に入社した経験の浅
い企業内弁護士に対して、法曹として既にある
程度の実績を確立した弁護士にロールモデルと
なってもらい、あるべき企業内弁護士としての
姿を考えてもらうというのが主眼である。
一方、このような研修への取り組みだけでな
く、単位弁護士会からも企業内弁護士自体のあ
り方や弁護士会との関係について改めて整理し
て考え、これから企業内法務を目指していくか
もしれない会員にも継続的な情報提供をする努
力が芽生えてきている。例えば、第一東京弁護
士会総合法律研究所組織内法務研究部会におい

【表１】JILAによる定例研修会（2013年度以降）のテーマ
法務の小技（JILA特別版）
法務の小技（JILA特別版）～法務部の能力を発揮するヒント集～
行政庁インハウスロイヤーが語る「企業・組織内弁護士による政策関与のすすめ」
「知的財産担当を命ずる。」の辞令にあわてないために―覚えておきたい知的財産法のエッセンス―
企業内弁護士が知っておくべき著作権（応用編）～著作権侵害の具体的判断基準からクラウドまで～
「Ｍ＆Ａ最新実務シリーズ①」Ｍ＆Ａ契約中級編～（株式譲渡契約（和文）を中心に）～
「Ｍ＆Ａ最新実務シリーズ②」クロスボーダーＭ＆Ａの留意点～独占禁止法の観点も踏まえて～
「Ｍ＆Ａ最新実務シリーズ③」法務デュー・ディリジェンス中級編～コスト管理と効率的な実施方法～
「Ｍ＆Ａ最新実務シリーズ＋１」インハウスから見たＭ＆Ａの実務
「新人・若手向け特別研修会①」インハウスローヤーとして成功するための７つのポイント
「新人・若手向け特別研修会②」企業のリスクマネジメントとインハウスローヤーの役割～不祥事発生時の危機対応を中心に
～
株主総会実務/会社法改正とインハウスローヤーの役割
英文契約ワークショップ
外部弁護士から見たインハウスが心がけるべきリスクマネジメント
債権保全・回収の基本マインドと現場でのアクション／企業内法務
独占禁止法とインハウスローヤー
社外弁護士からみた企業内弁護士のあるべき姿～社外弁護士体制の確立との両面から～
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ては、多くの契約書に見られる一般的な契約条
項の研究、債権法改正の企業内法務への影響、
企業が弁護士を雇用する際の留意点や問題点の
研究等が、企業内弁護士という視点から行われ
ている。
４　法科大学院における継続教育
企業内法務への関心の醸成と理解の深化は、

法曹養成の中核とされるべき法科大学院におい
ても実践されねばならない。従来型の個別科目
の社会人としての法曹による履修という形だけ
でなく、企業内弁護士としてのあり方を踏まえ
た継続教育が既に走り出している。
例えば、中央大学法科大学院においては、企

業内で活躍できる弁護士となるために必要な
実践知あるいはマインドの習得に重きを置い
た「企業内法務の実務」が開講されており、企
業内弁護士による受講が可能となっている。ま
た、慶應義塾大学法科大学院においては、企業
内法務を想定した「企業内リーガルセクション
ワークショップ・プログラム」に企業内弁護士
の参加が可能となっている。
中央大学・慶應義塾大学のいずれの法科大学

院においても、法科大学院の正規課程の科目と
して学生向けに企業内法務自体を正面から取り
上げることとしており、継続教育もそれとの関

連でより一層の発展をみることが期待されてい
る。
さらに、岡山大学法科大学院弁護士研修セン
ターのように、「組織内弁護士」を養成するこ
とを目的として設置され、「司法試験合格直後
の新人弁護士、あるいは一定の経験を経た若手
弁護士に対し、『法曹継続教育』という形で専
門教育を行う」とする法科大学院も出てきてい
る。弁護士研修センターにおいては、企業内
弁護士を想定したものとして「組織内弁護士研
修」の第1回目が2014年8月に、第2回目が同年9
月に開催され、組織内弁護士の任務、組織内弁
護士の行動規範（弁護士法や弁護士職務基本規
程と組織内法務との関係）に関する講義および
議論が行われた。また、今後、企業の外部にい
る顧問弁護士との連携や、そこにおける組織内
弁護士としての課題をテーマとした講義および
議論も行われる予定である。

Ⅳ 企業内弁護士を想定した継続
教育における今後の課題

１　企業内弁護士と司法修習
司法修習において身につけられる裁判関係で
の実務的能力は、企業内弁護士が企業内法務に

【表2】企業内弁護士研修会「企業内弁護士　最前線」（日弁連主催）のテーマ
回 テーマ
第1回 ・外資系金融機関の実務

・若手の育成
・法律事務所と企業内弁護士との役割分担（アウトサイドカウンセルポリシーの活用等）
・役員（General Counsel）／上級管理職（法務部長）としての役割／機能
・企業内弁護士の展望（JILA理事長の立場から）

第2回 ・紛争解決業務を中心に―企業内弁護士は、紛争案件にどう関わるか
・紛争関連事実の確認、社外弁護士とのチームワーク
・欧米の訴訟対応～Discovery、秘匿特権、海外の弁護士との接し方
・予防法務、コンプライアンス、キャリアパス開拓
・地方都市の企業内弁護士であること

第3回 ・ 法律事務所での勤務経験と対比しつつ、知的財産関連の具体的事例を題材に、インハウスとしてどのように仕事をし
ているか

・具体的ノウハウの解説～どのようなスキルがどのような局面で役立つか～
第4回 ・インハウスのキャリアパス（社内／転職）について考える

・インハウスの基礎知識「契約審査」について考える
・インハウスの基礎体力「コンプライアンス」について考える

第5回 ・『法務の技法』を著者自ら解説
・企業内弁護士の役割：ぶれないための軸を確認
・企業内弁護士のノウハウ：リアルな使えるノウハウを学ぶ
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携わるにあたって単なる付加価値となるに過ぎ
ないと考える向きもある。これは、当該付加価
値の重要性は業種業態によって異なるものの、
司法修習を通じて得られる裁判を中心とした実
務的な経験や能力は、裁判という手続とそこで
の実定法の適用に関する技術であり、一種のス
キルに過ぎないとする考え方であろう。
しかし、司法修習で得られる能力がかかるス
キル重視のものと考えるのは早計に過ぎないだ
ろうか。企業内弁護士は、弁護士法や弁護士職
務基本規程等の職務規範に拘束され、法曹倫理
に支えられた存在である。企業内弁護士が利益
相反を回避し、守秘義務を負うからこそ企業か
ら信頼を受けることができ、弁護士という存在
であるからこそ企業の重要な機密に触れること
が可能となる。また、企業内における部門間の
力学や個別の企業・産業界のニーズとあり方を
知りつつ、自らの依頼者としての所属企業の実
態について虚心坦懐に客観的事実を分析し、タ
イムリーに予防的法務を展開し、かつ企業体と
ともに実践的な企業活動を展開していくことに
おいて、裁判を離れても、法曹としての高度な
能力を発揮していることに変わりはない。この
ようにみる限り、司法修習で磨かれるべき実務
的能力は、ある意味「弁護士」という法曹の核
心的能力を鍛錬する場であり、弁護士を「法曹」
たらしめている原理に関わるともいえる。企業
内弁護士を想定した継続教育という視点を含め
て、司法修習の存在意義については、改めて議
論が行われる必要があろう。
もちろん、現在の司法修習において、プロ
フェッションたる弁護士の行動規範と企業内法
務との関係を明示的に意識した教育を行ってい
るのかと問われれば、そうではないであろう。
司法修習を通じて得られる知識や能力を企業
内法務で活用しうるよう、個々の修習生が変換
することは可能だが、今のところ個々の修習生
の感性に委ねられているというのが現実であっ

て、修習の内容としてもより積極的に何がしか
の展開を図ることが望まれる。ただ、現状で
は、司法修習を通じて得られる知識や能力を企
業内法務に十分に生かせるということを、継続
教育を通じて伝えられるよう工夫していくとい
うことになろうか。
２　弁護士会がなすべきこと
特に司法修習終了直後に企業内弁護士となっ
た者に関しては、喫緊の課題が存在している。
「企業内弁護士に対して個人事件を認める代わ
りに、企業に対して着手金や報酬金の50％を会
社に提供するよう要請されたケース」、「国選弁
護を担当した企業内弁護士が弁護報酬を所属企
業に払い込んでいるケース」、「企業内弁護士が
会社の業務として取引先等に法律相談を行うス
キームを実行しようとしたケース」等が実際に
起きる懸念がある。これらは、弁護士法や弁護
士職務基本規程に関する重要な問題を提起する
ものであるが、そもそも企業内弁護士が問題点
に気付かない事態が生じることも考えられる。
このようなこれまで十分に検討されてこな
かった企業内弁護士の活動と弁護士法や弁護士
職務基本規程の弁護士の職務規律との関係につ
いては、企業内弁護士の活動実態を踏まえたう
えで、弁護士会が考え方を示す必要がある。現
在の弁護士職務基本規程の条項が企業内弁護
士の活動実態を正確に捉えたものであるのかと
いう考察が必要であり、企業内弁護士の職務規
律についての研究とその成果を用いた継続教育
は、弁護士会として取り組むべきことであろう。
〔日本弁護士連合会法律サービス展開本部　
ひまわりキャリアサポートセンター委員〕

資料10

67 / 78



資料10

68 / 78



日本弁護士連合会主催

今後のキャリアやビジネスについて悩みはありませんか？

201201５年２月２１日５年２月２１日((土土)13:30)13:30～～15:30 15:30 弁護士会館弁護士会館11７階７階11７０２会議室７０２会議室

今後のキャリアやビジネスについて悩みはありませんか？
企業内で活躍されている弁護士は約１，２００名，そのうち４０％は女性が占めています。
日弁連は，企業内で活躍されている女性弁護士のキャリアアップや自己啓発，仕事や家庭のマネジメントに関し，セミナー

や同じ悩みを抱える女性企業内弁護士同士の交流会を通じ，みなさまのさらなる活躍を支援します。奮って御参加ください！

事前申込制【申込期限：２/１９（木）】

今後のキャリアに
ついて考えたい

ビジネスの話を
聞きたい

育児中でも
参加できる

セミナーがあったら

他社のやり方を知り，
仕事の改善に
役立てたい

第１部 セミナー

法務トップが語るステップアップのカギ

講師：井上講師：井上 由理由理 弁護士弁護士
（昭和シェル石油株式会社（昭和シェル石油株式会社 常務執行役員常務執行役員 法務統括部長）法務統括部長）

■講師：井上 由理弁護士（略歴）
早稲田大学法学部卒業 ／ 米国コーネル大学ロースクール（LL. M. 1995）卒業
1987年 奥野総合法律事務所（現 奥野総合法律事務所 外国法共同事業）入所（東京弁護士会 ３９期）1987年 奥野総合法律事務所（現 奥野総合法律事務所・外国法共同事業）入所（東京弁護士会，３９期）
1996年 米国ニューヨーク州弁護士登録
2003年～ 昭和シェル石油株式会社 法務室長
2009年～ 同 執行役員
2013年～ 同 常務執行役員

井上弁護士は，昭和シェル石油株式会社において法務室長を務められ，現在は常務執行役員，法務統括部長と
なられています。女性の企業内弁護士としてのキャリアについて，御自身の体験をもとにお話しいただきます。

第２部 交流会

講師・参加者との情報交換 ※軽食あり

※※育児中の方も御参加いただけます（託児サービス利用可育児中の方も御参加いただけます（託児サービス利用可→→2/62/6までまで受付）。受付）。
※※法律事務所等に所属する企業内弁護士に関心のある女性会員も御参加いただけます。法律事務所等に所属する企業内弁護士に関心のある女性会員も御参加いただけます。

お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838

※所定の申込用紙（裏面）またはＷＥＢ申込フォームにてお申し込みください。
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日本弁護士連合会主催

＜申込用紙＞
【ＦＡＸ送付先】：０３－３５８０－９８８８

WEBからもお申し込みいただけます。https://qooker.jp/Q/auto/ja/seminar20150221/inhouse/ 

201201５年２月２１日５年２月２１日((土土)13:30)13:30～～15:30 15:30 弁護士会館弁護士会館11７階７階11７０２会議室７０２会議室

事前申込制【申込期限：２/１９（木）】

登録番号

お名前（ふりがな）

所属弁護士会

所属企業／団体所属企業／団体

※企業内弁護士に関するセミナーや研修会等をメールで御案内しています。よろしければメールアドレスを御記入ください。

メールアドレス

ビ託児サービスの利用希望 □あり □なし

→希望ありの場合，お子様の年齢・人数（ ）
※御利用を希望される方は，２月６日までにお申し込みいただきますようお願いいたします。

御不明点等ありましたら事務局までお問い合わせください。

※御提供いただいた個人情報は，日本弁護士連合会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理いたします。また，この個人
情報に基づき 日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第三者から シンポジウム等のイベントの開催案内 書

お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838

情報に基づき，日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第三者から，シンポジウム等のイベントの開催案内，書
籍の御案内その他当連合会が有益であると判断する情報を御案内させていただくことがあります。なお，個人情報は，統計
的に処理・分析し，その結果を個人が特定されないような状態で公表することがあります。
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【日本政策投資銀行・日本弁護士連合会共催】

【日時】　　２０１４年１１月１１日（火）
【回答者数】　２６名

前回のセミナー（第１回）へ参加されましたか？

女性起業家のためのリーガル実践講座
第２回「事業継続・維持の法務①」アンケート結果

前回のセミナ （第１回）へ参加されましたか？

はい… 15 名
いいえ… 8 名

【貴社について】
１　現在、創業されていますか？
はい… 18 名

（内訳） 6 （株式会社）

11 （個人事業主）11 （個人事業主）

1 （ＮＰＯ）

0 （その他創業済み）

0 （種別無回答）

いいえ… 8 名

株式会社
23%

個人事業主
42%

ＮＰＯ
4%

未創業
31%

２　①業種について（複数回答可）
1 社
0 社
1 社

水産・農林業
食料品
情報通信業

水産・農林業

食料品

情報通信業

0 社
1 社
3 社
3 社
7 社
0 社
3 社
2 社

卸売業
小売業
コンサルティング
ファッション・美容・健康
人材育成教育
飲食宿泊
その他サービス業
その他

卸売業

小売業

コンサルティング

ファッション・美容・健康

人材育成教育

飲食宿泊

その他サービス業社

　　②売上高
15 社

そ 他

1000万円未満

0 2 4 6 8

その他サ ビス業

その他

15 社
0 社
1 社
2 社

1000万円未満
1000万～5000万円未満
5000万円～1億円未満
1億円以上

1000万円未満

1000万～5000万円未満

5000万円～1億円未満

1億円以上

0 5 10 15 20
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　　③従業員数
13 社
4 社
0 社
0 社
0 社
1 社

従業員なし
1～5人
6～20人
21～50人
51～100人
101人以上

従業員なし

1～5人

6～20人

21～50人

人
社

　　④創業
0 社

以

未創業

0 5 10 15

51～100人

101人以上

10年以上0 社
6 社
6 社
2 社
3 社
2 社

未創業
1年未満
1年～3年未満
3年～5年未満
5年～10年未満
10年以上

未創業

1年未満

1年～3年未満

3年～5年未満

5年～10年未満

10年以上

　⑤現在お困りのことは何かございますか。（複数回答可）
5
3
4
5

会計
税務
資金調達

法務

0 2 4 6 8

法務
会計
税務

資金調達5
1
5
6
0
0
0
1
0労務関係

資金計画
中期経営計画
相続税対策
ＩＲ

資金調達
マネジメント

就業規則
個人情報管理

資金調達
マネジメント

資金計画
中期経営計画

相続税対策
ＩＲ

就業規則
個人情報管理

労務関係
営業0

4
1

３　弁護士との関わりについて
　①これまでに弁護士の助言・サポートを受けたことはありますか？
ある 11 名
ない 15 名

労務関係
営業
その他

債務整理（相手側）
知的財産権と契約書

0 2 4 6 8

営業
その他

ない 15 名

商標登録、特許の問題（補助）

知的財産権と契約書
創業時、会社登記全般について
契約書作成について

「ある」の内訳
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　②弁護士の助言・サポートを受けた方でその結果について
7 名
0 名
1 名
0 名

 

役に立った
役に立たなかった
どちらともいえない

その他

役に立った
役に立たなかった

どちらともいえない
その他

　③弁護士の助言・サポートを受けたことのない方で受けなかった理由について（複数回答可）
9 名
6 名
6 名
3 名

相談することがない
日頃接点がない

費用がかかる・高い
弁護士は探しにくい

0 2 4 6 8

相談することがない

日頃接点がない
3 名
0 名

0 名
1 名

弁護士は探しにくい

弁護士以外の相談で足りる

弁護士にあまり期待してない

その他

0 2 4 6 8 10

費用がかかる・高い

弁護士は探しにくい

弁護士以外の相談で足りる

弁護士にあまり期待してない

その他

　④現在，身近に相談できる弁護士はいますか？
1 名
7 名

18 名

顧問弁護士がいる
相談弁護士がいる

いない
顧問弁護士

がいる

1名,
4%

相談弁護士

がいる, 7
名, 27%

　⑤どのような条件が整えば弁護士に相談しやすいなどの御意見について（自由記載欄）

いない

18名,
69%

費用での心配があり，なかなか相談できない。実際どのくらいかかるのか目安を知りたい。

具体的な相談と解決方法の事例とその価格などのサービス一覧のようなもの。

金額的に高額なイメージがあり，気軽に相談しにくい。
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【本日のセミナーについて】
１　本日参加された理由，疑問点，特に習得したいポイント，悩みや課題について（自由記載欄）

1
2
3
4

契約に関する用語や意味、使い分けなどを知りたく参加いたしました。
今後，会社や個人と契約する際のポイントについて知りたいと思い参加しました。
ライセンス契約でビジネスを考えているので，契約についてもっと勉強したいと参加しました。
今の業務以外に新しく創業を予定しているため。

5
6

7

8

9

個別の事件については進めてきたが，より詳細な情報をもとに見落とし等ないか確認したかった。

現在、昨年解雇されたときの未払給料契約書のことで悩んであちこち相談に行っていますがどうし
て良いか分からずお金がかかるような弁護士相談で守るものが知りたい。

法律の勉強をはるか昔大学しましたが，来年あたり起業するにあたり，きちんと知識を得たいと参
加させていただきました。

契約書を交わす前、かわさない時の注意項目

私の考える事業を実現するにはどうしたらいいか考えるきっかけになればと思いました。

10

11

12

13

時 構成等

契約書を わす前、 わ 時 項目

今のビジネスはグローバルであったり，顔を見ない相手とのやりとりが増えてきているので，法的
なことが課題です。

基本契約書の話を出す方は製作側？販売側？それとも会社の大きい方？

地域のさいたま市で税理士さんに相談していたところ，今回の内容が聞いた方がよいのでは？と
アドバイスをいただいたため。

契約の機会が増えてきたが，チェックポイントが分からなかったので，とても参考になりました。

２　時間，場所，構成等について
適当 22 名 ・13時～16時くらいが良い
改善を希望 1 名

３　今回のセミナー（法人設立・創業時の法務）について
①理解度
よく理解できた 9 名
まあ理解できた 13 名

内訳

よく理解

できた

普通

12%
普通 3 名
あまり理解できなかった 0 名
全く理解できなかった 0 名

できた

36%

まあ理

解でき

た52%

②有用度
有用だった 14 名
まあまあ有用だった 9 名
どちらでもない 0 名
あまり有用でない 0 名
全く有用でない 0 名

有用

だった

61%

まあま

あ有用

だった

39%
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４　今回のセミナーの説明について御意見など（自由記載欄）
1
2
3
4
5
6

とても具体的で分かりやすかったです。
契約はやはり重要だと思いました。必要な時は弁護士さんに相談した方が良いと感じた。
自分で確認できるくらい 詳しく学びました

実際のサンプルチェックがとても分かりやすかった。
瑕疵担保責任についてもっと詳しく説明してほしかった。
本日は大変勉強になりました｡第３回・４回も是非出席させていただきます。

6
7
8

５　次回以降のセミナーの講義内容等についての要望（自由記載欄）
1
2
3

自分で確認できるくらい、詳しく学びました。
その後のサポートについてもう少し具体的に御用意いただけると大変助かります。
もう少し一般的、なじみのある言葉が契約書解説にあったらありがたかったです。

よくある御相談や実例を交えた説明をいただけるとありがたいです。
個人事業主向けの契約書作成講座があれば出席してみたいです。
事業承継について3

4
5
6
7

６　セミナー参加のきっかけについて
0

具体例を交えて御説明いただけてとても理解しやすいです。
少し，内容が自分にはまだ早い気がしますが、組織を作るイメージの勉強になりそうなので、楽しみです。

現実的（理論的ではない）お話を聞きたいです。

ＤＢＪ担当者からの案内

事業承継について。
海外との取引における契約についても学びたい。

0
9 （…うちTokyo起業塾：１，無記名：８）
9
4 （…うちＤＢＪ：３，日弁連：１）
4
1 （facebook）その他

ＤＢＪ担当者からの案内
メルマガ
ダイレクトメール
ウェブサイト
セミナー会場で見て

0ＤＢＪ担当者からの案内 0
9
9

4
4

1

0 2 4 6 8 10

メルマガ

ダイレクトメール

ウェブサイト

セミナー会場で見て

その他
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